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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　一




　──猫ねこまた堂本舗。

　ボストンバッグを提さげた卯う月づき七なな海みは、祇ぎ園おんにある京町屋の前でしばらく躊ちゆう躇ちよしていた。

「ここなのかな？」

　手に握にぎり締しめたメモの住所を確かく認にんしてみたが、どうやら間ま違ちがいないようだ。だが、玄げん関かん戸に貼はりつけられた『一見さんお断り！』の紙を前に怯んでしまう。

「連れん絡らくはしてあるし、私はお客さんじゃないから、大だい丈じよう夫ぶ……だよね」

　不安を覚えながら、格こう子し窓をのぞいてみたけれど中の様子は見えない。入った途と端たんに、「おとといきなっ！」と塩を撒まかれるようなことはないはずだが、かなり自信がない。

　それに、七海には逃にげ帰ることのできない事情があった。

　生まれも育ちも日本海側の小さな漁師町である七海は、旅行なんて滅めつ多たにしたことはなく、国境どころか県境を越こえたことも、修学旅行の時くらいしか記き憶おくにない。

　それなのに、列車と新幹線を乗り継ついで京都まで出向いたのは、この春から大学に通うことになっているからだ。

　両親は物心つく前に事故で他界し、七海は祖母に育てられた。だが、唯ゆい一いつの肉親であった祖母も高こう齢れいのために体を悪くし、半年ほど前に亡なくなった。親しん戚せきづき合いもなく、途と方ほうに暮れていた時に、連絡をくれたのが祖母の遠とお縁えんを名乗る人だった。

　和紙の手紙にしたためられた文字はやけに流りゆう麗れいで、おそらくは祖母と同じくらいのご高齢の方だろうと思われた。祖母から七海のことを任されて後見人を引き受けたことや、大学進学のことが丁てい寧ねいに書かれていた。

　顔も見たことのない遠縁の方にご厄やつ介かいになるのは心苦しくはあるが、他ほかに頼たよれる親族などいない。思い切ってご厄介になることを決め、京都の大学を受験し無事に合格を果たした。

　高校の卒業式を終え、祖母と暮らした家を片づけてから、こうして出てきたのだが……。

　七海はバッグから封ふう筒とうを取り出し、何度も確認した裏書きの名前をもう一度確かめる。

（猫ねこ乃の木ぎ千歳……ちとせ、でいいんだよね？）

「ごめんください……」

　遠えん慮りよがちに戸を開いてみたが、人のいる気配はない。

　店の中には所ところ狭せましと物が並んでいた。中でも目を釘くぎづけにしたのは、ひな壇だんに整列した大小の招き猫だ。それらが一いつ斉せいに視線を動かしたように思え、冷や汗あせまじりに硬こう直ちよくする。

（どうしよう……すっごく怪あやしいお店だよ！）

　壁かべや柱には『家内安全』、『商売繁はん盛じよう』、『安産祈き願がん』などのお札が貼られており、壁の上の方には熊くま手でが引っかけてあった。

　自分がまわれ右をして逃げ出さないように、七海は玄関戸を閉めた。

「なにかご用ですか？」

　不意に声をかけられ、肩かたがビクッと跳はねる。

　恐おそる恐る振ふり返ると襖ふすまが開いており、猫を抱かかえた青年が立っていた。

　歳としは若そうだが、着ているのは古風な柄がらの着物。それが細身でなで肩の青年には実によく似合っており、一種独特の艶つやっぽさを感じさせる。

　店内が薄うす暗ぐらいせいなのか、もともと色素が薄うすいのか、瞳ひとみは金のかかった薄うす茶ちや色いろに見えた。

「あの、私は……」

　なにか言わなければ怪しまれてしまうのに、言葉が続かない。

（この人……誰だれだろう？）

　店主の息子むすこさんか、お孫さんだろうかと思ったが、手紙には一人暮らしと書いてあった。親戚の誰かか、そうでなければ店員さんかもしれない。

　それにしても、えらく美人な青年だ。男の人に美人というのもおかしいかもしれないが、それ以外に言い表す言葉を思いつけない。

（やっぱり、京都は都会だなあ）

　郷里の田舎いなか町でこんな綺き麗れいな顔立ちの青年が歩いていたら、町中の話題になっている。

「……もしかして、七海さん？」

　青年に名前を呼ばれ、七海は緊きん張ちようしたように背中をピンと伸のばした。

「は、はい。あの、ご店主さんはご在宅でしょうか？」

「はい、ご在宅ですよ」

　青年が微笑ほほえんで答える。随ずい分ぶんと柔やわらかくて人当たりのいい笑えみだった。

「ああ、よかった」

　ほっとした拍ひよう子しに、思わず心の声がもれた。そのことに気づいて赤面すると、青年が口もとに手を運んでおかしさを堪こらえたような表情を見せる。

「通り庭から中に入ってもらえますか？」

　通り庭とやらはどこだろうと辺りを見まわすと、青年が左横手にある木戸を指差し、「そこですよ」と教えてくれた。







　どこから上がればいいのか分からないまま細い通路を抜ぬけると、裏庭に出た。

　あまり手入れをしていないようで、落ち葉や枯かれ草が地面を覆おおっている。桜の古木が塀へいの外にまで枝を伸ばしていたが、まだ開花には時期が早いため蕾つぼみはついていない。

（こんなところまで入ってきちゃったけど、いいのかな？）

　引き返そうかと迷っていると、足にフワフワとした毛玉のようなものがまとわりつく。甘えた鳴き声を上げながらじゃれついているのは数すう匹ひきの子猫だった。

　日だまりに優ゆう雅がに寝ねそべっている猫もいれば、塀の上を歩いている猫もいる。

「猫屋や敷しき!?」

　裏庭を通ろうにも、通り道を塞ふさがれていて身動きできない。途方に暮れていると、先ほどの青年が縁えん側がわに姿を見せた。

「ああ、すみません。こら、お客さんだよ」

　青年が言うと、猫たちが思い思いの場所に戻もどっていく。

　まるで言葉が分かっているようで感心していると、青年が「どうぞ」と促うながす。

　七海は飛び石を渡わたり、縁側に向かった。

「お邪じや魔まします」

　踏み石の上で靴くつを脱ぬぎ上がらせてもらう。

　八畳じようほどの和室には、茶ちや簞だん笥すと座ざ卓たく、それに座ざ布ぶ団とんが二つあるだけだ。

「荷物、持ちましょう」

　青年が振り返って手を差し出したので、七海は迷ってから「お願いします」と、ボストンバッグを預けた。

　居間を通り抜けて廊ろう下かに出ると、昼間だというのに薄暗い。黒光りした床ゆかが歩くたびにギシギシと音を立てる。

　青年の後について、七海は急きゆう勾こう配ばいの階段を上がっていく。

　案内されたのは、六畳ほどの和室だ。日当たりのよい、ごく快適そうな部屋である。

「狭せまいけれど、ここを使ってください。布団は押し入れの中に入っているので」

「ありがとうございます。あの、ご店主さんにご挨あい拶さつをしたいのですが」

　ご在宅だと言っていたのに、家の中には他に人のいる気配はなかった。

　ボストンバッグを下ろした青年が、悪戯いたずらっぽい瞳で七海を見る。

「俺がその店主ですよ」

　その言葉に驚いて、七海は数秒、青年の顔を見つめる。

「それじゃあ……猫乃木千歳ちとせさんというのは？」

「七海さんとは、手紙で何度かやりとりさせていただきましたよね」

（ど……どうしよう！）

　この人と四年もの間、二人暮らしをすることになるのだ。考えただけでも緊張してしまい、冷や汗がにじみ出した。

「七海さん？　もしかして、驚おどろかせてしまいました？」

　千歳が顔をのぞき込んできたので、七海はよろめくように一歩後退する。

「ごめんなさい、やっぱり出直してきます！」

　思い切り深く頭を下げると、ボストンバッグをつかんで部屋を飛び出した。

（おばあちゃん、いくらなんでも無理だよ！）

　ギュッと目を瞑つぶった拍子に段差を踏ふみ外し、「キャッ」と声を上げる。

　慣れない急勾配の狭い階段だ。そのまま転がり落ちるかと思ったが、二段ほど滑すべったところで体が止まった。

　恐る恐る見上げれば、千歳に手をつかまれていた。

「危ないですよ。気をつけないと」

「すみません」

　千歳がふっとため息を吐ついて、七海から手をはなす。

「どうしても、いやなら……出ていくのはかまいませんが、他に行く当てがありますか？」

　千歳に見つめられて、七海は当とう惑わくした。

　京都に他に頼れるような知人や親戚などいない。いまさら、故郷の祖母の家に戻ることもできなかった。

「すぐに決める必要はない。しばらくうちに住んで、それから考えてはどうですか？　俺はどちらでもかまいませんから」

「違ちがうんです！」

　七海が咄とつ嗟さにそう言うと、階段を下りようとした千歳が振り返る。

「猫乃木さんのことを、お年を召めした方だとばかり思ってたから……」

　徐じよ々じよに顔が赤くなり、うつむいて声を小さくした。

　千歳が不意に声を抑おさえて笑い出しので、七海は慌あわてて口を開く。

「ごめんなさい。びっくりして、ちょっとうろたえてしまいましたけど、いやなわけじゃないんです」

「七海さん」

　笑い収めると、千歳の表情が優やさしいものへと変わった。

「俺も少し、驚かせたくて……七海さんが勘違いしているようなのは手紙のやりとりの時に分かっていたんですけど、言わずにおいたんです。でも、配はい慮りよが足らなかったかもしれませんね」

　千歳はそう言って、微び苦く笑しようを浮うかべた。

（なんだ……そっか）

　戸と惑まどっているのは千歳も同じなのだ。そう思った途と端たんに、体からふっと力が抜けた気がした。

「一いつ緒しよに、下でお茶でも飲みませんか？」

「は、はい！」

　七海は大きくうなずいて、笑みを返した。

　千歳の言う通りだ。焦あせっていますぐに決めることはない。
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（どうして、猫乃木さんは私のこと、預かることにしたんだろう？）

　千歳は祖母のことを知っているようだった。七海のことを引き受けてくれるくらいだから、よほど親しかったのか、なにか深いつながりがあるのかもしれない。

　祖母からも、亡なくなる間ま際ぎわまで千歳の話を聞いたことはなかった。その時も、ただ遠とお縁えんがいるからとしか話してはくれなかったから、七海は千歳と祖母がどんな間あいだ柄がらだったのかくわしくは知らない。

　タオルやパジャマ一式を手に部屋を出て、ぼんやりとしながら廊下を渡る。

　天てん井じようからは裸はだか電でん球きゆうがぶら下がり、オレンジ色の明かりを広げていた。

（猫乃木さんに、おばあちゃんの話を聞いてみたいな）

　そんなことを考えながら階段を下りようとした七海は、足もとから聞こえた小さな悲鳴に驚いて立ち止まる。

　見れば、紙切れでできた人形を踏みつけていた。足を退どけると、それがむくっと起き上がる。

　多分、目が合った。どこが目なのかよく分からないが……。

『それ』が悲鳴を上げて逃にげ出したので、七海もつられて悲鳴を上げ、転がりそうになりながら階段を駆かけ下りる。

（なんだろう、あれ！）

　まったく、さっぱり分からないのだが、『生き物』のようだった。

　廊下を走ってはいけないという祖母の昔からの言いつけも忘れ、七海は居間に飛び込んだ。

　襖ふすまの開く音に、書き物をしていた千歳が手を止めて振ふり向く。

　お風ふ呂ろ上がりなので千歳は浴衣ゆかた姿だ。座卓には硯すずりと水みず鉢ばちがおかれており、半紙にはなにやら不可解な文字が書かれている。最近流行はやりの書道アートなのかもしれない。

「猫ねこ……猫……猫っ!!」

　七海はなんとかいま目もく撃げきしてしまった奇き々き怪かい々かいな現象を説明しようとしたが、酸欠の金魚のように口がパクパクと動くばかりで言葉にならない。

「猫がどうかしたんです？」

　千歳が首を傾かしげながら尋たずねる。そのそばには、千歳がいつも抱かかえている白黒の小こ柄がらな猫がちょこんと座っていた。

「猫乃木さん、いま紙切れ人形が！」

　ようやく言い終えると、大きく息を吸い込んだ。

「ああ……またやったのか」

　千歳は眉まゆをひそめて呟つぶやくと、筆をおいて立ち上がった。







　七海は預けられた猫を抱え、千歳と一緒に階段の途と中ちゆうに身を潜ひそめる。

　廊ろう下かの真ん中におかれているのは、京都でおなじみのそばボーロだ。花形のクッキーのようなお菓か子しだが、香こうばしくてサクサクしている。

　祖母がよく買ってきてくれたから、七海も大好きなお菓子の一つだ。

（そばボーロで紙切れ人形が釣つれる……とかじゃないよね？）

　じっと見守っていると、そのうちにコトコトと足音がした。

　思わず「あっ」と声を上げると、千歳の手に口を塞ふさがれる。

　視線を上げてその顔を見ると、千歳は七海から手をはなして人差し指を唇くちびるに運んだ。

　うなずいて廊下を見れば、紙切れ人形が辺りをキョロキョロ見まわしながらやってくる。そしてそばボーロに駆け寄った。

　七海は無意識に身を乗り出していた。

　紙切れ人形はそばボーロを重そうに持ち上げると、それを頭にのせる。

（帽ぼう子し!?）

　目を瞠みはる七海の隣となりで、千歳がスックと立ち上がった。

（猫乃木さん？）

　足音を立てないように近づいていく千歳の姿を目で追う。

　そばボーロを四苦八苦しながら抱えて逃げようとしている紙切れ人形を、千歳は身を屈かがめて無造作につかんだ。あまりにも呆あつ気けなく捕つかまってしまったものだ。

　千歳はそれを手に事も無げに戻もどってきて、七海の隣に腰こしを下ろした。

「これはいったい、なんですか？」

　七海は千歳の手の中でもがいている紙切れ人形をまじまじと見つめる。そばボーロがよほど大事なのか、しっかりと抱えてはなそうとしない。

「人が物ものの怪けとか、あやかしとか呼んでいるものですよ」

「物の怪……これ、物の怪なんですか？」

　驚おどろいて千歳の顔を見る。その隙すきに、腕うでに抱えていた猫がパクッと紙切れ人形を食べてしまう。

「あっ！」

　止める間もなくそばボーロと紙切れ人形を吞のみ込んだ猫は、満足そうに舌なめずりした。

「猫乃木さん、あの、あの、食べてしまいましたけど、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「平気ですよ。たいしたことはありません」

「そう、なんですか？」

「害をなす物の怪もいますけど、これは無害なものです」

（びっくり……したなあ）

　千歳が階段を下りていくので、七海も立ち上がって後をついていった。

　店だけではなく、この家も謎なぞなことだらけだ。壁かべや柱、襖など、いたるところにお札が貼はられている。達筆なその文字は千歳の書いたものだろう。読める文字や崩くずし字、それに七海は理解できない象形文字のような摩ま訶か不思議な絵え柄がらや図像が描かれているものもあった。

「物の怪って、たくさんいるものですか？」

「そうですね。京都には特に多いですよ。だから、俺のような商売が成り立つんです」

「猫乃木さんのお仕事って……」

「魔ま除よけ屋です」

「魔除け屋？」

　店には招き猫がたくさん並べてあったので、てっきり雑貨屋か古物商だと思っていたが違ちがったらしい。

「そこのお札、あまり触ふれない方がいいですよ」

　壁のお札が青白い光を浮かべていることに気づいて、慌てて手をはなした。

「念や妖よう気きを宿したものは物の怪になる。さっきの紙切れ人形のようにね。お札も同じです。特に俺が触れる物はそういうことになりやすいらしくて」

　居間の襖を開くと、千歳が片手を腰に当て深くため息を吐ついた。

　千歳が書きかけていた半紙から墨ぼく汁じゆうが逃げ出し、尺取り虫のようにあちこち這はっている。庭の方では、猫たちがそれを夢中になって追いまわしていた。

「いつも、こうなる……んですか？」

　呆気にとられてきくと、千歳が肩かたを竦すくめる。

「まあ、たいてい。だから、片づけが大変なんです。あまり物に執しゆう着ちやくしないようにしているんですけどね」

　堪こらえ切れずに笑い出した七海を、千歳がやや拍ひよう子し抜ぬけしたように見つめる。

「怖こわがられるかと、思っていました」

「どうしてですか？」

「物の怪なんて、普ふ通つう……人には薄うす気き味み悪わるいものでしょう？」

「びっくりはしましたけど、でも、かわいい……とか思ってしまいました」

　紙切れ人形も最初は驚いたものの、よくよく見れば愛嬌がある。それに千歳も害をなすものではないと言っていたから、むやみに忌いみ嫌きらうものではないのだろう。

「おばあちゃんがよく、古いお宅には物の怪が住み着くものだって言ってましたし。ほら、カッパがいないか川をさがしたり、座ざ敷しきわらしがいないかと思って屋根裏をさがしたり、そういうことってよくするでしょう？」

「カッパ……ですか」

　千歳はそう言ったきり、片手で口もとを覆おおって沈ちん黙もくしてしまう。

「子供のころの話ですからね！」

　七海は慌あわてて言った。

　子供の頃ころは一人遊びが得意な子で、夏休みなどにはフラフラと近所を徘はい徊かいしながら、そういうものをさがして歩くのが好きだった。そのため、学校でも近所でも特異な子とみられていたようだ。それは、祖母の影えい響きようがあるだろう。寝ね物もの語がたりに色々な妖よう怪かいの話や不思議な昔話を聞かせてくれたから。

「猫乃木さん？」

　千歳の肩が微かすかに揺ゆれているところをみると、どうやら笑われているらしい。七海は恥はずかしさを覚えて頰ほおを赤くする。

（おかしなこと言っちゃったかな）

「カッパや座敷わらしはいくらなんでもいませんけど、この家にはあれこれ住み着いているから。中には悪戯いたずらをするのもいるので、もしまた見かけたら教えてください」

「は、はい」

　かしこまってうなずくと、千歳は微笑ほほえんで居間に入っていった。

「これをどうにかしないと」

「手伝い……ましょうか？」

　とは言え、走りまわる墨汁の物の怪なんてどうしていいのか分からないのだが。
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「いいえ、先にお風ふ呂ろ入ってきてください。その間にやってしまいますから」

「それじゃあ、そうさせてもらいます」

　廊下に出て階段に戻りながら振ふり返ると、襖ふすまの隙すき間まから青白い光が一いつ瞬しゆんだけもれる。

（猫乃木さんって、不思議な人……だなあ）

　物の怪と猫ねこの住むこの家で、いままで千歳は一人きりで暮らしてきたのだろう。どこか浮うき世よばなれしている理由も分かる気がした。







　七海はご飯茶ぢや碗わんを手に、向かいに座った千歳の表情を確かめる。

　その日、座ざ卓たくに並んだのはさんまの塩焼きとひじきの煮に物もの、三つ葉と生なま麩ふのお吸い物だ。

　千歳は恐おそろしく衣食住に頓とん着ちやくしない人で、毎日の食事もツナマヨご飯かさけ茶ちや漬づけ、そうでなければコンビニのおかかおにぎりばかりの食生活だったようだ。

　この家にご厄やつ介かいになるだけではなく、生活費まで面めん倒どうを見てもらうことになっている。七海は自分のできることはしようと思い、料理や掃そう除じ、洗せん濯たくなどやらせて欲しいと千歳に申し出た。

　あまり取り柄えのない七海だが、家事だけは祖母にしっかりと教え込まれている。

（どう、なのかな？）

　七海は心配になり、座卓を挟はさんで向かいに座っている千歳の顔色をうかがう。

　千歳は先ほどから、無言で箸はしを口に運んでいた。

　味つけはかなりうまくいったと思うが人の口には好みがある。もしかしたら、薄うすすぎたかもしれない。それとも、京都の人だからこれでも濃こすぎただろうか？

「不思議ですね……」

　千歳が箸を止めてポツリと呟つぶやいた。

「鈴すず乃のさんと同じ味がする」

　その言葉に、嬉うれしさが込み上げる。

「おばあちゃんに、教わりましたから」

　祖母はかなり料理上手な人で、同じ味が出せるようになるまで随ずい分ぶんと苦労した。

「ああ、そうか」

　千歳は納なつ得とくしたように言って、懐なつかしそうに目を細める。

　それ以上なにも言わなかったが、残さずに食べてくれたので七海はほっとした。

（猫乃木さん、どこでおばあちゃんのご飯、食べたんだろう？）

　自分が知る限り、祖母はそれほど旅行をするような人でもなく、京都にいったことも一度あるかないかくらいだ。まして、祖母と暮らした家に千歳が遊びにきたという記き憶おくもなかった。







　夕食がすむと、七海は急きゆう須すと湯飲みを借りてお茶をいれた。

　千歳は膝ひざの上にのせた猫を、おもちゃの猫じゃらしでかまっている。

「熱かったら、言ってくださいね」

　湯飲みを差し出すと、千歳がお礼を言って受け取る。そして口に運んで一口啜すすった。

「ん……ちょうどいいです」

（よかった。猫乃木さん、猫ねこ舌じたみたいだから）

　七海は自分の湯飲みを手に取り、庭先で遊んでいる猫たちに視線を向ける。

「全部、飼い猫ですか？」

「野の良らですよ。集まってきてしまって。飼い猫というのなら、この雪平だけかな」

　首に鈴すずをつけているのも、千歳が名前で呼ぶのも、かまっている白黒の斑模様の猫だけだ。

　ただ、野良猫といえどもちゃんと面倒は見ているらしい。おかげで、台所の棚たなの中は猫ねこ缶かんで埋うまっている。

「どうして、雪平なんですか？」

「名前つけるの得意じゃなくて……こいつ、小さい頃に手持ちのお鍋なべによく入っていたから」

「それで、雪平ですか？」

「変かな？」

　千歳は雪平と顔を見合わせて首を捻ひねる。

「そんなことないです。かわいいと思います」

　そう答えると、千歳が嬉しげに顔を綻ほころばせる。

　その表情に思わず見とれそうになり、慌てて湯飲みのお茶を飲み干した。

「一つ、きいてもかまいませんか？」

「なんです？」

「猫乃木さんは、おばあちゃんとはよく会っていたんですか？」

「昔ね。世話になったんです」

　千歳が揺らしていた猫じゃらしを止める。それをつかんだ雪平が、まだ遊んでというように鳴いた。

「俺はあの人によく怒おこられていたんですよ。悪さばかりしてたから」

　フフッと笑った千歳の瞳ひとみには、過去を懐かしむような淡あわい柔やわらかな光が浮うかんでいる。

「それは分かるような気がします」

　祖母は優やさしく、温おん厚こうな人だった。だが、悪さをすれば容よう赦しやなく叱しかる厳しい人でもあった。

　不思議なものだ。同じ時間を共有していないはずなのに、同じ人を知っているというだけで昔からお互たがいのことを知っているような気がしてくる。

「七海さんは、鈴乃さんに似てますね」

「そうでしょうか？　自分ではあまり思わなくて」

　七海の小こ柄がらな体型は祖母譲ゆずりだ。顔立ちもよく似ていると言われるが、若い頃の写真を見れば祖母の方が美人だったように思う。背筋がピンと伸のびていて、着物の良く似合う気き丈じようそうな顔立ちの人だった。七海はそれに比べると、ぼんやりしすぎている。その気き性しようが顔立ちにも表れてしまっているのだろう。

「うん、似ている。だから、びっくりしました。店で七海さんを見た時……鈴乃さんかと思ったから。昔はもっと小さかったのに」

　そう言われて、七海は「え？」と千歳の顔を見た。

「七海さんのことは、鈴乃さんから頼たのまれています。だから、遠えん慮りよなんてしないでください」

「ご迷めい惑わくになりませんか？」

「なるようなら、最初から申し出ていませんよ」

　本当に厚意に甘えてもいいのだろうか？

　紙切れ人形や家中に貼はられたお札、お店に並べられた招き猫、それに夜な夜なやってくるお客さんたちなど不可解なことはある。だが、七海はこの家が気に入り始めていた。

　二人暮らしといっても、猫たちもいるから気き詰づまりなこともない。

「これから、お世話になります」

　七海が正座して頭を下げると、千歳も崩くずしていた足を戻もどして居ずまいを正した。

「こちらこそ、よろしくお願いします」

　お互いに改まって挨あい拶さつをすると気き恥はずかしくなる。

　祖母が信しん頼らいして自分を託たくしてくれた人だ。

　信じてみてもいいのかもしれない。




　　　　二




　朝ご飯を食べ終わると、千歳は「ちょっと、出てきますから」と言い残して出かけてしまった。七海はその間に食器を片づけ、洗い終わった洗せん濯たく物ものを二階の物干し場に干す。

「千歳、いるか？」

　男の人の声が聞こえ、七海はハンガーに衣類をかける手を止めて真下の裏庭をのぞいた。

（警察官!?）

　庭を歩いているのは、制服を着た背の高い青年だ。

　手すりから顔を出して様子をうかがうと、青年は千歳の姿をさがして居間をのぞいている。

「困ったな……猫乃木さん、いないのに」

　立ち去るのをじっと待っていようかと思ったが、なにか重大な用事があるのかもしれない。それによくよく考えてみれば、親しくなければ名前を呼んだりはしないだろう。

「猫乃木さんなら留守ですよ」

　恐る恐る声をかけると、青年が帽ぼう子しの鍔つばを上げながら見上げる。

「君は……そこでなにをしている？」

　なにをしているときかれても、ただ洗濯物を干しているだけだ。

「ちょっと、待っていてください。下りますから」

　部屋に引き返すと、七海はエプロンを脱ぬいで一階に下りていった。







　縁えん側がわに腰こしかけた青年に、「どうぞ」とお茶を差し出す。

　青年は犬いぬ塚づか健けん吾ごと名乗り、近くの交番に勤務していると教えてくれた。歳としは千歳より若じやつ干かん上だろうか。精せい悍かんな顔つきの男前な人だ。

　お茶を啜る仕草もなんだか渋しぶい。いや、ちょっとお茶を濃いめにいれてしまって本当に渋かったのかもしれない。

「猫乃木さんに、なにか急なご用ですか？」

「いや、巡じゆん回かいの途と中ちゆうで様子を見に立ち寄っただけだ。それより君は？」

「猫乃木さんの遠とお縁えんで、大学に通う間ここでお世話になることになったんです」

「遠縁……」

　健吾はなぜか驚おどろいたように、まじまじと見つめてくる。

「どうかしましたか？」

「いや、そうか。鈴乃さんの孫か」

　祖母の名前を口にされて、今度は七海の方が驚いた。

「おばあちゃんのこと、知っているんですか？」

「知っているというほどではないが、一度会ったことはある。女の子を預かることになったと言っていたのは君のことか」

　健吾は裏庭の方に視線を戻してお茶を啜る。

「あいつにしては珍めずらしいこともあるものだと思ったが」

「犬塚さんは、猫乃木さんとは？」

「……家同士のつき合いだ。千歳のことは子供の頃ころから知っている」

　無愛想な人かと思ったが、名前を口にした時には呼び慣れた親しみが込められていた。千歳の古くからの知り合いだと分かれば警けい戒かい心しんも解ける。

「うちのおばあちゃんは、何度か京都にきたことがあるんでしょうか？」

「聞いていないのか？」

「京都の出だということは聞いたことがあります」

　祖父と出会い、駆かけ落ち同然で家を出たと話してくれたことがあった。それ以来、実家とは絶ぜつ縁えん同然だったらしく、親しん戚せきづき合いも皆かい無むだった。葬そう儀ぎの時もきてくれたのは近所の人たちと、祖母が教師をしていた頃の教え子の人たちだけだ。祖母の親類で唯ゆい一いつ連れん絡らく先が分かったのは千歳くらいだったから、他ほかには訃ふ報ほうを知らせていない。

「千歳を引き取りにな」

　健吾は湯飲みの茶柱を思案するように見つめながら、そう言った。

「引き取り？」

「身内を亡なくして、鈴乃さんに預けられていた。その時に俺が立ち会った。君のおばあさんに会ったのはその時だ」

「知らなかった」

（猫乃木さんも家族を……）

　それからずっと、一人暮らしをしてきたのだろうか。そう思うと、なんだか切ないような気持ちになった。

　家族を失った孤こ独どくと悲しみはいやというほど分かる。その喪そう失しつ感かんを、千歳はいままでなにで埋うめ合わせてきたのだろう。

（猫ねこと暮らしているのもそのせいかな？）

　七海を預かることにしたのも、同じ境きよう遇ぐうだから同情したのかもしれない。

　だが、千歳の気持ちは七海にはまだよく分からなかった。知らないことが多すぎるのだ。

　千歳の過去も、魔ま除よけ屋という特とく殊しゆな仕事についても、千歳の生おい立ちも。

「すまん、余計なことをしゃべりすぎた。忘れてくれ」

　健吾はお茶を飲み干してから話を変える。

「俺もこの家には度たび々たび立ち寄る。困ったことがあれば相談にのる」

　健吾は名めい刺しを取り出して七海に渡わたす。近くの交番の名前と連れん絡らく先に加えて、健吾の個人的なメールアドレスと携けい帯たい電話の番号がボールペンで書き込まれていた。

「ありがとうございます。そうさせてもらいます」

　七海は名刺を手にお礼を言った。

　最初はとっつきにくい感じがしたが、それは誤解だったようだ。親切で気のいい人だ。

　京都にきたばかりでよく分からないことも多い。知り合いが増えるのは心強かった。

「あれ、健吾。どうしたんです？」

　千歳が居間を通り抜ぬけ、縁側にやってくる。外出から帰ったばかりだから、珍しくラフな私服姿だ。着物姿で外出するのは、悪目立ちするからだろう。

「曾そう月げつ堂どうの件、どうなっているのかと思ってな」

「生いく田たさんからまだ預かっていませんよ」

「そういえば、数日留守にすると言っていたからな」

　どうやら魔除け屋の仕事の話のようだった。

　警察官の健吾がわざわざ尋たずねるなんて、事件絡がらみだろうかと心配になる。

「そうだ、これ。おやつにと思って」

　千歳から渡されたビニール袋ぶくろはまだ温かく、香こうばしい甘いにおいがした。

（あ、たい焼き）

　八や坂さか神社の境けい内だいにはよく屋台が出ているから、そこで買ってきたものだろう。

「お茶、いれなおしてきますね」

　七海はお盆ぼんとビニール袋を手に立ち上がった。







　健吾と千歳は大事な話があるようだし、邪じや魔まはしない方がいい。お茶を出したら買い物にいこうと思い、たい焼きと湯飲みをお盆にのせて台所を出る。

（猫乃木さん、なにが食べたいかな？）

　毎日、お魚ばかりではいけないと思い、たまにお肉にすることもある。千歳はそれはそれで残さず食べてくれるが、やっぱりお魚の日の方が嬉うれしそうだ。

（うん、やっぱり塩焼きにしよう）

　居間に入ろうとした時、千歳と健吾の話が微かすかに聞こえて襖ふすまを開く手が躊ちゆう躇ちよする。

「それより、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「七海さんのこと？　問題なくやっていますよ」

「お前がこの家に他人を預かるとはな。どういう心境の変化だ」

「鈴乃さんの遺ゆい言ごんを無下にはできませんよ。あの人には恩があるから」

（恩？）

　七海は行ぎよう儀ぎが悪いと思いつつも、つい気になって聞き耳を立てる。

「預かるといっても彼女が大学にいく四年の間だけです」

「四年も一いつ緒しよにいれば、情もわくだろう。ずっと関かかわるつもりならともかく……いいのか？」

「大学を卒業すれば彼女もここを出ていきます。そうすれば、鈴乃さんへの義理も果たせる」

　千歳の声がひどく余所よそ余所よそしく聞こえて、七海は唇くちびるを引き結んだ。

（なんだ、そっか）

　喜んで受け入れてくれたわけではない。祖母の遺言で仕方がないから預かっただけで。

　そんなこと、最初から分かっていたことだ。

　千歳との暮らしに少し慣れて、楽しさを覚え始めていた。千歳も同じように感じてくれていると、思い込んでいた。

（猫乃木さん、優やさしかったから勘かん違ちがいしたんだ）

　自じ嘲ちようを微かに唇に滲にじませて一歩、後ろに下がる。足音を立てないように襖の前からはなれた。

　落ち込むようなことではない。むしろ、千歳の本心を聞けてよかったのだ。







「待って、駄だ目めだったら！」

　子こ猫ねこが目を爛らん々らんと輝かがやかせながら、廊ろう下かを走っていく。

　追いかけているのは、先日見かけた紙切れ人形だ。それは子猫を振ふり返り、ひどくうろたえながら逃にげていく。

　その先は立ち入らないようにと言われている千歳の仕事部屋だった。

　紙切れ人形が襖の隙すき間まから中に入り込むと、子猫も部屋に飛び込んでしまう。慌あわてて止めようとしたが一足遅おそかった。

「困ったな、猫乃木さんいないのに」

　許可なく入るわけにはいかないが、子猫を放ほうっておくわけにもいかない。七海は少しだけだと思い、恐おそる恐る襖を開く。

　一いつ瞬しゆんだけ躊躇してから中に入り、電気のスイッチをさぐった。

　裸はだか電球の明かりが灯ともると、目の前には長い廊下が続いていた。その壁かべや天てん井じようは一面、千歳のお札で覆おおわれている。

　廊下の先はどこへ続いているのか分からない。こんなに長い廊下があるはずがないのに。いくら、この家が京町屋特有のウナギの寝ね床どこと呼ばれる細長い建物になっているとしてもだ。

　言葉を失っていた七海の耳に、子猫の鳴き声が聞こえた。

　突つっ立っている場合ではない。早く見つけて引き返そう。ここは千歳の言う通り、入ってはいけない場所なのだ。

「どこ？　脅おどかさないから」

　子猫の鳴き声を追って奥へと進むと、『封ふう』と墨すみ字じで書かれた真っ赤な襖に行き当たった。

（この奥、なにがあるんだろう？）

　襖の取っ手に手を伸のばし、ソロッと開いてみる。

　中は十二畳じようほどの板間になっていた。

　大きな招き猫が四よ隅すみに鎮ちん座ざし、正面には神かみ棚だな、中央は四角形に縄なわが張られている。

　その床ゆか板いたには鳥居のような模様や文字、その上に朱しゆ塗ぬりの葛籠つづらが一つおいてあった。この部屋の壁を覆っているのも、千歳の書いたお札だ。

（あれ、なんだろう。この部屋……）

　空気が重く、息苦しい。まとわりつく、ヌメリとした気配に鳥とり肌はだが立つ。

　不意に葛籠がガタッと音を立てたので、七海は硬こう直ちよくし、息を吞のんで気配をうかがった。

「そこに、誰だれかいるの？」

「お願いでございます。助けてくださいませ」

　はっきりとした人の声に、仰ぎよう天てんして後ろに下がる。足がよろけて尻しり餅もちをついた。

　葛籠全体に貼はられたお札と、幾いく重えにも巻かれた縄が物々しい。

「後生でございますから、ここから出してくださいませ」

　哀あわれっぽい声で訴うつたえかけられ、七海は腰こしを浮うかせて近づいた。

「この中？」

「悪い男に捕つかまってしまい、押し込められているのでございます。このままではあたしは殺されてしまいます！」

　必死で訴えてくる声は、噓うそを吐ついているようには思えない。

（悪い男って、まさか猫乃木さんのこと？）

「あの男めは、あたしを焼き殺すつもりなのでございます。お願いでございます。哀れと思うならば、ここから出してくださいませ」

　泣き声が大きくなるので、七海は困り果てた。

　焼き殺すなど穏おだやかではない。大げさに言っているだけにしても事情がありそうだ。

「待ってて、いま、開けるから」

　七海は葛籠を結ゆわえている縄を解き、蓋ふたに手をかけた。

「大丈夫……あれ？」

　人声が聞こえていたのに、中には誰もいなかった。

　狐きつねにつままれたような気分で葛籠をもう一度のぞいてみると、着物が一枚底にしまわれている。手にとってみれば、鶴つるの文様が全体に刺し繡しゆうされたそれは見事な色打うち掛かけだ。

　困こん惑わくしながらまわりを見たが、もちろん他ほかに誰かいるはずもない。

　いままで自分は誰と話をしていたのだろう？

　考えると、ぞっとした。

　葛籠に目をやれば、お札がすべて焼け焦こげたように黒く染まっている。

（私……なにかやっちゃいけないことをしたのかな？）

　七海は色打掛を手にへたり込む。

「どうしよう」

　うっかり、幽ゆう霊れいかなにかを逃がしてしまったのかもしれない。

「猫乃木さんに、なんて言ったら……」




　黙だまッテイレバイインデスヨ。

　ソウスレバ、アタシガアノ男ヲ食ッテヤルンデスカラ……。




　耳もとで囁ささやかれた声に、バッと振り返る。

「ここで、なにをしているんです？」

　襖を開いて立っていた千歳を見て、凍こおりついたように動けなくなった。

　部屋に入ってきた千歳は、いつもは見せない険しい表情で歩み寄ると、七海の手から色打掛を取り上げる。

「猫乃木さん、私……」

　ちゃんと説明しないと。そう思うのに、言葉がうまく出ない。

「この部屋には入らないようにと言ったはずです」

「ごめん……なさい」

「いますぐに部屋から出ていってください」

　七海は泣きそうになりながら、千歳の横をすり抜ぬけて部屋を小走りに出ていった。







　その日の夜、七海は布ふ団とんに入ったままなかなか寝ねつけなかった。しばらく悶もん々もんとした後で、身を起こす。

　水でも飲んでこようと、足音を立てないように部屋を出た。

　千歳は夕食の時にも姿を見せなかった。

　やってはいけないと言われていたことをやったのだから、怒おこられるのも当然だ。

（猫乃木さん、私のことうんざりしたかな？）

　顔も見たくないと思われているかもしれない。そう思うと、謝りにいくこともできなかった。

　階段に向かう途と中ちゆう、千歳の部屋の方を見れば寝ね静しずまっている。もう夜よ更ふけなのだから当然だ。

（やっぱり、明日あした、ちゃんと謝ろう）

　七海はため息を吐いてから、階段を下りていこうとした。

（あれ……電気がついてる）

　一階の廊下が明るい。

　千歳が仕事部屋にこもっているのかもしれない。

（お夕飯食べたのかな？）

「猫乃木さん？」

　階段を下りて声をかけてみたものの、返事はなかった。

　明かりを辿たどるように廊下を進んだ七海は、不意に立ち止まる。

　全身、冷たい水を浴びせられたかのように硬直した。

　廊下の先に浮かんでいたのは、昼間見た緋ひ色いろの色打掛だ。

　声を出せないまま凝ぎよう視ししていると、それは襖ふすまをすり抜けて仕事部屋の中へと消えてしまう。

　途と端たんに、廊下が真っ暗になった。

（ど……ど、どうしよう！）

　足がすくんでしまって動けない。

　数歩後あと退ずさりしてから、腰が抜けたようにペタリと座り込んだ。

　昼間のあの声は幽霊のものだったのだ。

　無意識に汗あせばんだ手をぬぐう。

　不意に肩かたがポンと叩たたかれたので、飛び上がるほど驚おどろいた。

「いやあああーっ、お化け！」

　逃にげ出そうとすると、暗がりに浮かび上がった手に腕うでをつかまれる。七海はパニックに襲おそわれて、無我夢中でその手を振ふり払はらおうとした。

「七海さん、七海さん！」

　七海は震ふるえたまま動きを止め、恐る恐る視線を上げた。

「猫……乃木さん？」

「すみません、驚かせてしまって。七海さんの足音が聞こえて……昼間のことがあったから、ちょっと心配になってしまって」

　千歳の顔が、瞳ひとみの中で滲にじんでぼやけた。

「七海さん？」

「なんでもないんです。ごめんなさい……騒さわがしくして」

　慌あわてて目め頭がしらをぬぐって笑えみをつくろうとしたが、うまくいかなかった。

「なにか見たんですか？」

「いいえ。変なことばかり考えていたから、寝ぼけていたんだと思います」

（昼間のことが気になっていたから、きっとそうだよ）

「でも、手が震えてる」

　千歳に両手を包まれ、七海は戸と惑まどいを覚えた。それだけのことで、不思議と震えは止まり、心が落ち着いてくる。

（猫乃木さんの手、温かい……な）

　肌はだを通して伝わる体温が心地ここちよくて、しばらくこのままでいて欲しかった。
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　頰ほおをペロッと舐なめられる感かん触しよくに、七海は小さくうなって寝ね返がえりを打った。

　もう少し眠ねむっていたいと思うのに、フニュッと頰が押される。

　うっすら目を開くと、雪平のアーモンド形の目がのぞき込んでいた。

「あ、雪平……おはよ」

「おはようございます」

　思いがけず挨あい拶さつが返ってきたので、七海は仰ぎよう天てんして飛び起きる。

　千歳が枕まくらもとに正座していた。すでに浴衣ゆかたから着物に着き替がえているようだ。

「猫乃木さん!?」

　起き抜けのせいで、素すっ頓とん狂きような声が出る。

　ハッと気づいて髪かみに手をやれば寝ね癖ぐせだらけだ。その上、パジャマもよれてしまっている。

（私、こんな恰かつ好こうなのに！）

　いたたまれなくなって、思わず頭からすっぽり布団をかぶる。

「七海さん、具合でも悪いんですか？」

「いえ、平気です。なんでもありません！」

「でも、お昼になるのに起きてこないから……」

　千歳に言われて、七海は布団から顔を出す。

「お昼!?」

「ええ、もうすぐ正午ですよ」

　千歳が、心配そうな顔をしてそう言った。

　確かに外からは賑にぎやかな人の声やスクーターの走り去る音が聞こえてくる。障子の外もすっかり明るくなっているようだった。

（うそ……私、そんなに寝ていた!?）

「すみません、いますぐ朝ご飯……には間に合わなかったけど、お昼ご飯つくりますから」

　携けい帯たいの目覚ましをかけていたはずなのに、それにも気づかないほど熟じゆく睡すいしていたなんて。

「それはいいので、後でちょっといいですか？」

　七海ははおっていた布団を落として千歳を見る。

「はい」

（なんだろう？　昨日のことかな）

「居間にいますから」

　千歳は雪平を抱だいたまま立ち上がり、部屋を出ていった。







　一通りの身み支じ度たくを終えてから居間に向かうと、千歳が座ざ卓たくの前に座って硯すずりで墨すみをすっていた。

「猫乃木さん？」

　声をかけると、着物にたすきをした千歳が振り返る。

「そこ、座ってください。すぐに終わりますから」

　七海は言われた通りに、いつも座っている座布団に正座した。

「袖そで、めくってもらえますか？」

　カーディガンの袖をめくると、手を取られて思わず緊きん張ちようする。

　千歳は意に介かいした様子はなく、真しん剣けんな表情で七海の腕に筆を走らせていく。

　両りよう腕うでになにか書かれたが、崩くずし字なので七海には読めない。

　戸惑いながら見ていると、腕の墨がすっと肌に溶とけ込むように消えて見えなくなった。

　七海は「あっ」と声を上げ、千歳の顔を見る。

「魔ま除よけです。それほど強力なものではありませんけど」

「魔除け？」

　筆をおくと、千歳が膝ひざに手をついて立ち上がる。そして、たすきを解ほどき、いつもの穏おだやかな表情で微笑ほほえんだ。

「ご飯にしましょうか」
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　このところ、毎日同じ夢を見る。

　繰くり返し再生されるのは、決まって同じ情景だった。

　ゆっくりと顔を上げると、大広間に集まった人々がお酌しやくをしている。

　目の前には豪ごう勢せいなお膳ぜん。祝いの席なのに、気持ちはひどく晴れなかった。

　どうして、『あの人』はきてくれないのだろう？

　ずっと、待っているのに。

　座ざ布ぶ団とんだけがポツリとおかれている自分の隣となりを見る。

　ずっと、一いつ緒しよにいようと言ってくれたのに。

　幸せにするからと、優やさしく手を取って。

　頰に触ふれた柔やわらかな唇くちびるの感触も、はっきりと覚えている。

　私の大切な、あの人。

　早く、きて。

　私はここであなたを待っている。

　ずっと、いつまでも待っているから。

　この色打うち掛かけを着て……。







「私の色打掛……どこ？」

　お札が隙すき間まなく貼はられた廊ろう下かを、ぼんやりとしながら進む。

　そこが千歳から立ち入りを禁じられている仕事部屋だということも念頭になかった。突つき当たりで立ち止まると、『封ふう』と墨すみ字じで書かれた襖ふすまが独りでに開いた。

　七海は虚うつろな瞳で、フラリと中に足を踏ふみ入れる。

　部屋の中央におかれた葛籠つづらが開き、色打掛が宙に浮うかび上がった。

　袖から伸のびた白い手が手招きしている。

（ああ、そうだ。早くしないと。あの人が待っているのに）

　七海は躊躇ためらうことなく色打掛に近づき、両手を伸ばした。

　唇に自分のものではない艶えん美びな笑みがこぼれる。




　誰だれニモ渡わたサナイ。

　アノ人モ、コノ色打掛モ。

　私ダケノモノ。




　色打掛に触れた瞬しゆん間かん、けたたましい悲鳴が上がる。

　その声で我に返った七海は、のたうちまわっている色打掛を目にして、腰こしを抜ぬかしたようにその場にへたり込んだ。

（なんで私、こんなところに……あれ、なに!?）

　色打掛の袖から伸びた人の手と、背中にできた裂さけ目のような口。

　色打掛の化け物と形容するしかない異様な姿だ。

「小こ賢ざかしい真似まねを！」

　色打掛の化け物が、恨うらめしげな声を上げる。

　自分の両腕に目をやると、青白く光を浮かべていた文字が徐々に薄うすれて消えていく。

「猫乃木さんの書いてくれた魔除け」

「ようやく見つけたあたしの獲え物もの……魔除け屋風ふ情ぜいに邪じや魔まをされてなるものか！」

　色打掛の化け物がズルズルと床を這はいながら近づいてくる。

「いやっ、こないで！」

　七海は顔を強こわばらせて後あと退ずさりした。立ち上がろうにも膝が立たない。千歳の魔除けにすがるように自分の腕うでを押さえた。

「どうしてです？　お嬢じようさん。この色打掛を着て、祝しゆう言げんを挙げてくれるんでしょう？」

　手が七海の足首をつかむ。喉のどが震ふるえて、悲鳴も上げられなかった。

「さあ、着てくださいな。さあ！」

　色打掛の化け物が覆おおい被かぶさろうとしているのに、金かな縛しばりに遭あったように動けない。

　目に映ったのは、うなり声を上げて飛び込んでくる雪平の姿だった。

　雪平は色打掛の化け物に体当たりすると、勇ゆう敢かんにもその襟えり首くびに嚙かみつく。

　色打掛の化け物はもがきながら、叫さけび声を上げた。

「もういいよ、雪平。後はやるから」

　声がした方を、七海はゆっくりと振ふり返る。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　七海さん」

　歩み寄ってきた千歳を見上げ、七海はなんとかうなずいた。いまさら体が震え出す。

「猫乃木さん、あれは」

「物ものの怪けですよ。ただのね」

　色打掛の化け物を一いち瞥べつした千歳の瞳ひとみに、蔑さげすむような色と冷たさが浮かぶ。

（猫乃木さん……こんな顔もするんだ）

　なんだか、別人のようで少し怖こわかった。

「私……また、勝手に部屋に入ってしまって」

「引き寄せられたんです。これは最初から、七海さんに目をつけていたから」

（それで、猫乃木さんは私の腕に魔除けを？）

「下がっていてください」

　そう言われても、すぐには立ち上がれない。そのことに気づいた千歳に、引っ張り起こされた。後ろに押しやられて、軽くよろめく。

「その娘むすめをよこせ。あたしのものだ！」

　雪平をなぎ払はらい、色打掛の化け物が飛び上がった。

「人に手を出すのは御ご法はつ度とですよ」

　千歳は目を眇すがめて片手を横に伸ばす。それに呼応し、壁かべに貼られていたお札が青白く光を帯び、風にあおられたようにめくれ上がった。

　ゆっくりと腕を巡めぐらせると、舞まい上がったお札が色打掛のまわりを取り囲み、それ自体が意思を持つように襲おそいかかる。

　お札に巻きつかれた色打掛の化け物は、襖を打ち破って飛び出していった。

「ここを動かないでください。封じますから」

　有う無むを言わせない強い口調で言うと、千歳は色打掛の化け物の後を追って部屋を出ていく。

（どうしよう、動くなって言われたけど……）







　二階の方から派手な物音と、色打掛の化け物のものと思われる金切り声が聞こえた。

　焦あせって階段を駆かけ上がろうとした時、壁のお札がぼんやりと光を帯びていることに気づく。

「なに？」

　怪け訝げんに思っていると、お札から小さな手がいくつも伸びてきて足に絡からみついた。

　ゾワリと悪お寒かんが走り、七海は悲鳴を上げてその手を振り払う。

「私は化け物じゃないから、通して！」

　家中のお札は物の怪を捕とらえるもののようだが、七海のことも物の怪と勘かん違ちがいしているらしく、ニョロニョロと手を伸ばすのをやめない。

　七海は暴れる雪平をしっかりと腕に抱だき、目を瞑つぶって駆け上がった。

「どうなってるの!?」

　正直、泣きそうだ。

　いまさらだが、とんでもないお宅にご厄やつ介かいになってしまったものだ。

　二階の廊下に辿たどり着くと、息を切らしながら千歳と色打掛の化け物の姿をさがした。

　雪平が腕から飛び下りて走り出したので、七海もその後を追う。

「猫乃木さん！」

「開けないで！」

　襖の前で呼びかけると、中から千歳の怒ど鳴なるような声が返ってきた。なにかが派手に壁にぶつかる音がして、家全体が揺ゆれた。

　七海は躊ちゆう躇ちよしてから、襖を勢いよく開く。

　最初に目に入ったのは、突とつ進しんしてくる色打掛の化け物の姿だ。うろたえている間に体当たりされ、思い切り尻しり餅もちをつく。

「ひえええーっ、化け物！」

　色打掛の化け物が、卒そつ倒とうしそうな悲鳴を上げながらしがみついてきた。

「自分の無様な形を見てから言うんですね」

　ユラリと立ち上がった千歳が、不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆを寄せて吐はき捨てる。

　その体から立ち上っている炎ほのおのような影かげは妖よう気きと形容していいものだろう。瞳が夜よ闇やみに浮かぶ月のようにはっきりと金色に輝かがやいている。

「七海さん」

「は、はい！」

「襖を。逃にげられると厄介ですから」

　そう言われて、七海は慌あわてて襖を閉めた。

　ここは千歳が寝しん室しつとして使っている部屋だ。もちろん、立ち入るのは初めてのことだ。

　敷しきっぱなしの布ふ団とんがめくれており、招き猫ねこ形のランプはひっくり返っている。

　天てん井じようの提ちよう灯ちん形の照明から伸びた紐ひもには、同じく招き猫のマスコットがぶら下がり、ユラユラと小刻みに揺れていた。

（あ、かわいい）

　いまはそんな場合ではないのに、ついつい目がいってしまった。

　七海にしがみついた色打うち掛かけの化け物は、相当に恐おそろしい目に遭ったのだろう。ブルブルと震えている。

「お許しください、お許しください。あたしはただ、このお嬢さんに着ていただきたかっただけで、悪さをするつもりはこれっぽっちもなかったのでございます。後生でございますから、命ばかりは！」

　必死な声はとても、その場限りの言い逃のがれには聞こえない。

　千歳がお札を一枚、懐ふところから取り出す。それが青白い炎を宿して手を包み込んだ。

　熱くはないのだろうかと思ったが千歳は平然としたものだ。

　ありえないことばかり立て続けて起こるから、なにに驚おどろいていいのかも分からない。

　色打掛の化け物はあたふたしながら逃げようとしたが、その裾すそを踏ふみつけられてビタンと畳たたみの上に倒たおれた。

「ようやく正体を現したんです。これ以上、煩わずらわせないでください」

「燃やすなんてあんまりでございましょう。ただ一度、誰だれかに着ていただきたかっただけだというのに！」

　色打掛の化け物はオンオンと声を上げて泣き出した。

「人に祟たたるような物の怪つきの色打掛なんて誰が着たがるんです。どのみち、捨てられるのがオチですよ。観念しなさい」

　冷めた目つきで色打掛の化け物を見下ろし、千歳はお札をかざす。その瞳に映る炎が妖あやしげに揺らめいていた。

「ま……待って、猫乃木さん！」

　七海は咄とつ嗟さに千歳の腕うでをつかんで止めていた。

　この物の怪のことが、なんだかひどく……気の毒になってしまったのだ。







　すっかり大人しくなった色打掛の物の怪は、平身低頭で事情を打ち明けた。

　色打掛はさる大おお店だなのお嬢じようさんの婚こん礼れい衣い装しようとしてあつらえられたものらしい。ところが、お嬢さんの相手の男性が婚礼当日、別の女性と手に手を取って逃げ出してしまった。

　お嬢さんはその後、他ほかの誰かと結けつ婚こんすることはなく、色打掛は着られることのないまま人手に渡わたった。その先でも不運なことが重なったために、すっかり縁えん起ぎの悪い色打掛と悪評が立ち、気味悪がられて葛籠つづらにしまわれたそうだ。

　それから年月が経たち、最近になって葛籠のしまわれていた屋や敷しきが解体された。その際、色打掛は他ほかの家財道具と一いつ緒しよに、曾月堂という寺てら町まち通の古物商に売られたということだ。

　色打掛を購こう入にゆうした客から奇きっ怪かいなことが起こるとクレームが続き、何度も店に戻もどされる。

　店主の生田さんは物ものの怪けつきに違ちがいないと健吾に相談を持ちかけ、その紹しよう介かいで『猫また堂本舗』に持ち込まれることになったというわけだ。

　色打掛の化け物と呼ぶのも気の毒なので、七海は『鶴つるさん』と名前をつけた。その鶴さんが七海に目をつけたのは、一度でもいいから色打掛を着て欲しかったからのようだ。

　人の念や思いが強く残された物は、それ自体が魂たましいを宿し、物の怪になるのだという。

　夢の中で、苦しいほどの切なさを感じた。

　叶かなえられなかった思いは行き場を失い、いまも色打掛の中に残り続けている。

　前の持ち主の女性はあんなことがあった後でも、男性のことを忘れられなくて思い続けていたのではないか。そうでなければ、別の誰かと結婚して幸せになっていたはずだ。

　忘れられなかったのだ。裏切られても、憎にくんでも、それでも……。

　ひどく胸が切なかった。これは自分の感情ではないのに、体の中にグズグズと留とどまって、夢から覚めた後も消えてはくれなかった。







　台所で氷入りのビニール袋ぶくろとタオル、それに救急箱を用意して居間に戻る。

　鶴さんは千歳が仕事部屋の葛籠に押し込めてしまったので、いまは静かなものだ。

「すみません、七海さん」

　座ざ卓たくに頰ほお杖づえをついていた千歳が、振ふり向いて申し訳なさそうに言う。その表情はいつもの千歳のものだったので、内心ほっとした。

「どんな具合ですか？」

「平気ですよ。少し嚙かみつかれた程度ですし」

　そう言いながらも、眉み間けんに皺しわが寄っている。

　七海は千歳のそばに膝ひざを落とし、座卓にビニール袋と救急箱をおいた。

「虫むし刺さされの薬って、物の怪に嚙みつかれた傷にも効くでしょうか？」

　七海はチューブタイプの軟なん膏こうを手に首を捻ひねる。

（蚊かに食われた時の塗ぬり薬もあるけど、痒かゆくはなさそうだし……）

「放ほっておけば治りますよ」

「でも、痛そうですよ。嚙まれたの、どこですか？」

「肩かた……かな」

　浴衣ゆかたの襟えりからのぞく千歳の肩を見れば、歯形がつき赤くなっている。

　七海は千歳の肩にタオルをあて、氷入りのビニール袋をのせてみた。

「これで大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

「ええ、気持ちいいですよ」

「あの、猫乃木さん？」

　思案しながら呼ぶと、心地ここちよさそうにしていた千歳が七海の方を見た。

「色打掛のことですけど……なんとかしてあげることはできませんか？」

　鶴さんの望みは、ただ誰かに着てもらうことだけだ。

　縁起が悪いと言われたのも不運なことが重なっただけで、それ自体は鶴さんのせいではない。宿願さえ果たされれば、もう二度と人の前に現れて悪さをしようとは思わないだろう。

　人の思いが宿ったものを処分してしまうのは、なんとなく忍しのびなく思える。

　物に宿る思いは優やさしい、幸福な感情ばかりではない。辛つらく、悲しいものもある。

　どんな感情であれ、人がある瞬しゆん間かんに精せい一いつ杯ぱい生きていた証あかしだ。

　大切にしたいと思うのは間ま違ちがっているだろうか？

「色打掛の夢を何度も見たんです。その中で、私は相手の男の人をずっと待っていました。でも、きてくれなくて、悲しくて、切なくなりました。幸せな結婚をするはずだったのに」

　七海は目を伏ふせ、それから改めて千歳を見た。

「前の持ち主も、誰かに着て幸せになって欲しいんだと思うんです」

　千歳はふっとため息を吐いてから、肩に当てられた氷入りのビニール袋を取る。

「……七海さんはあれに襲おそわれたんですよ。まかり間違っていたら、無事ではすまなかったかもしれない」

「燃やしてしまえば、前の持ち主の思いも、鶴さんの思いも一緒に消えてしまうでしょう？」

「鶴さん？」

　怪け訝げんな顔をされ、七海は恥はずかしそうな顔をした。

「鶴の模様がついていたから。なんて呼んだらいいのか分からなくて」

「名前までつけてしまったんですか」

「いけなかった……ですか？」

　千歳は額に手をやって小さくうなる。どうやら、ひどく呆あきれられたらしい。

「あなたという人は。そんなことだから、物の怪なんてものに取り憑つかれるんですよ。あれは自分に共感してくれるものに近づいていく習性があるんですから」

「物の怪でもちゃんと心があるから、私となにも変わらないと思ったんです」

　七海を見つめていた千歳が、視線をわずかにそらした。

「そんなにいいものじゃありませんよ。物の怪は自分の欲望を満たすために人間なんていくらでも欺あざむくし、噓うそも吐つく。偽いつわりの夢を見せて、同情を買うのも彼らの常じよう套とう手段だ。信じないことです」

「鶴さんが私を騙だまそうとしているとは思えないんです。本当にただ着てもらいたかっただけで……その願いを叶えてあげたいんです！」

　七海は無意識にパジャマの裾すそを握にぎり締しめながら訴うつたえる。

　祖母に言われたことがある。

　迷った時には、心が一番強く訴えることに従いなさいと。それが一番、間違いがないから。

「叶えてあげるって、どうやってですか？」

「私が着ます。それなら問題はないでしょう？　なにかあっても、責任は私が……」

「その責任の代だい償しようを自らの命で払うことになっても？」

　答えられずにいると、千歳が浴衣の襟を直して立ち上がる。

「猫乃木さん！」

「あなたは鈴乃さんからの、大切な預かりものなんです。なにかあれば……困る」

　背を向けたまま言われ、七海はうつむいて唇くちびるを引き結んだ。

　襖ふすまが閉まると、雪平がそばまでやってくる。

「余計なことを言ったから、うんざりされたかな？」

　問いかけても、雪平はアーモンド形の目でじっと見つめるだけだ。

　フサフサとした毛の柔やわらかさと猫ねこ特有の体温のせいで、なんだか泣きたくなった。
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　七海は階段を駆かけ上がり、自分の部屋に入って襖を閉めた。

　夕方に健吾と会うと電話があったから、千歳は深夜をすぎなければ戻ってこないだろう。

　深呼吸して、腕に抱かかえていた色打うち掛かけを目の前に広げる。

「私が一度着れば、もう二度と悪さをしないんだよね？」

「もちろんでございますとも！　本当の祝しゆう言げんなどとは贅ぜい沢たくは申しません。お嬢さんに着ていただけるなら、燃やされても本ほん望もうでございます」

　色打掛から鶴さんの声が返ってくる。

　千歳を裏切っているようで気が咎とがめた。だが、やはりどうしても、願いを叶えてあげたい。

　無理な要求をされているわけではない。ただこれを着て花はな嫁よめさん気分を堪たん能のうすれば、鶴さんも満足するだろう。

　着てみたところでなにも変わらないのは分かっている。

　前の持ち主の迎むかえた人生の結末が変わるわけではない。鶴さんが二度と悪さをしないと誓ちかったところで、千歳はもう色打掛を処分すると決めてしまっている。

　そうだとしても、思い残すことはない方がいい。

　そう思うのは、七海自身、悔くいていることがあるからだ。

　どうしても、果たせなかった約束がある。

「分かった……これっきりだからね」

　押し入れを開いて白い襦じゆ袢ばんや帯を取り出す。着物の着付けなら祖母にならったから分かる。

（ごめんなさい、猫乃木さん）

　心の中で無断で借りることを詫わび、着き替がえにとりかかった。







　ざわつく人の声と、三味線しやみせんの音。

　屛びよう風ぶの前に座る七海以外に人の姿はなく、お膳ぜんがずらりと並んでいた。

　何度も夢で見た光景だった。

　同情まじりの囁ささやき声が耳に入る。

　千歳の仕事部屋から色打掛を持ち出し、自分の部屋に駆け込んで、はおったところまでは覚えている。

　いつの間にか、眠ねむってしまったのだろうか？

　頭がぼんやりとしてきて、七海の瞳が虚うつろになる。







　これは、夢……。

　違ちがう。これは私の祝言。

　私はこれから、お嫁よめにいくところだった。

　ああ、でもあの人はこない。

　別の女の人と逃にげたのだと、人の噂うわさが耳に入る。

　私の思いなど知らないで。




　うっすらと、自じ虐ぎやく的な笑えみがこぼれる。

　その手が帯に差した錦にしきの袋ふくろの紐ひもを解き、懐かい剣けんを引き抜ぬいた。




　どうせ、もう二度と幸せになることなんてできない。

　だから、いっそのこと。

　ああ……。

　あの人は、私が死ねば後こう悔かいしてくれるかしら？

　私を忘れないでいてくれるかしら？




　血がポタポタと畳たたみに滴したたる。

　頭の奥の方で、駄だ目めだと止める自分の声がした。

　それなのに、手は自分の意思では動かず、喉のどもとに懐剣の刃やいばを押し当てる。

　手が本能的な恐きよう怖ふにかられて震ふるえていた。

　七海はかたく目を瞑つぶる。

（勝手なことしたからだ。それなのに助けてなんて……）

　それでも、唇が微かすかに動き名前を呼ぶ。

「七海さん！」

　焦あせったような呼び声が聞こえた瞬間、金かな縛しばりが解けたように体が動いた。

　握り締めた懐剣の切っ先が喉に触ふれたまま止まる。

　血相を変えて飛び込んできた千歳が、七海に駆け寄りその手から懐剣を奪うばい取った。

「ごめんなさい、勝手なことして」

「間に合ってよかった。見つけられないかと」

　千歳の腕うでに抱だき寄せられ、七海はためらいがちにその服を握り締めた。




『ああ、やっぱり……この人はきてくれた』




　満たされたようなその囁き声は、七海の意識の中に溶とけるように消えていった。







　明かりのついていない薄うす暗ぐらい和室は、いつも使っている七海の部屋だった。

　障子窓のそばには、勉強机がわりの座ざ卓たくがあり、隅すみには古い衣い装しよう簞だん笥すがおかれている。その上には、手製の毛糸の人形が仲良く並んでいた。

　色打掛姿のまま、ペタンと座り込んでいた七海は、目の前にいる千歳の顔を戸と惑まどうように見た。

（夢じゃないんだよね？）

　夢なら、いまここに千歳がいるはずがない。

「どうして、こんな無む茶ちやなことをしたんです？」

　千歳の表情ははっきりと見えない。ただ、その声は落ち着いていて優やさしかった。

　七海は不安げな瞳を向ける。

「怒おこって……いますか？」

「物ものの怪けはね、自分に共感してくれそうな人間が分かるんです」
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「共感？」

「心当たりはあるはずですよ。あなたが強く色打掛を着たいと願った理由が」

「私は……」

　喉が詰つまってしまったように先を続けられなかった。

「七海さん、俺はね。色打掛の物の怪や、前の持ち主の願いなど正直どうでもいい。しょせん、今はこの世にいない人間と、仮の魂たましいが宿っているものだ。その願いを叶かなえることには意味などないと思っている」

　千歳は瞼まぶたを下げ、淡たん々たんとそう言った。

　そのことを冷たいとは思わない。それが本当は正しいのだろうと心のどこかでは分かるから。

　結局は自己満足だ。そのために、千歳の仕事部屋から色打掛を持ち出して、はおった。

　七海は自分の手を膝ひざの上で、ギュッと握にぎり合わせた。

「でも、あなたの願いなら別です」

　真っ直すぐに向けられた千歳の瞳ひとみから目をそらせなかった。

「思っていることがあるのでしょう？」

　うつむいて唇くちびるを引き結ぶと、「七海さん」と名前を呼ばれる。

　言ってもいいのだろうか？

　だけど、それはもう叶わないことで……。

「私、約束をしたのに、叶えてあげられなくて」

　心に封ふうじていた思いを、一言、一言、言葉にしていく。それを千歳は黙だまったまま、聞いていてくれた。

「おばあちゃん……私がお嫁にいくまで元気で頑がん張ばるからねって言ってくれて。でも……」

　最さい期ごまで、七海の行く末ばかり心配していた祖母。

　お別れの言葉もちゃんと言えなくて、なに一つしてあげられなかった。

　叶えられなかった人の約束や、思い。そういったものが現うつし世よに留とどまり続けるものなら、それらを果たすのは生きている人間しかない。

　だから、これは祖母への弔とむらいのつもりだった。

　自分の心に区切りをつけるための。

　それで前を向けると思えた。

「色打うち掛かけ姿を見せられたら、おばあちゃんも安心してあちらにいけるってそう思ったんです」

　七海は込み上げてきた涙なみだを堪こらえる。それでも、どうしようもなく目め頭がしらが熱くなる。

「それなら、もう一度、ちゃんとやりませんか？」

「え？」

「せっかく、七海さんがこんなに綺き麗れいにこしらえてるんだから。花はな嫁よめさんだけ待たせては祝しゆう言げんにならないでしょう？　それじゃあ、前の持ち主も鶴さんだって浮うかばれませんよ」

「でも……祝言をやるって……？」

「そのかわり、相手は俺で我が慢まんしてくださいね」

　戸惑う七海に、千歳はそう言って微笑ほほえんだ。







（どうして、こんなことになっちゃったんだろう！）

　色打掛姿の七海は、内心ひどく動どう揺ようしながらうつむいた。

　月明かりが差し込む路地に、祝いの長なが持もち唄うたが朗々と響ひびく。黒の紋もん付つきを着た正装姿の参列者が密ひそかな話し声を立てながら店の前で待っていた。

　千歳が仮の祝言をやると言い出した時には、もっと簡単な形ばかりのものを想像していた。

　だが、健吾と千歳が話し合い、それでは『祝言』にならないと段取りを決め、手配をし、気づいた時にはこんなにも本格的な晴れやかな式になっていた。

「犬塚さんまで巻き込んでしまって」

　七海は和わ傘がさを差しかけてくれる健吾を見上げて、恐きよう縮しゆくしながら言った。健吾もこの場に相応ふさわしく、黒の紋付き袴はかまという姿だ。

「巻き込んだのはこちらの方だ。それに、おかげで色打掛を処分せずにすむからな。生田さんも喜ぶだろう」

　花嫁行列が止まったので、七海と健吾も立ち止まる。

　七海は店の前に落ち着かない様子で佇たたずんでいた千歳から、目をはなせなくなった。千歳は花はな婿むこらしく、落ち着いた黒の紋付きと銀の袴姿だ。

「お待ちかねだ」

　健吾に軽く背を押され、七海は足を一歩踏ふみ出す。

　歩み寄るたびに、心臓の鼓こ動どうが速くなっていく気がした。

　少し間をおいて千歳の前に立つ。だが、何を言えばいいのか。一つも言葉が出てこない。

　千歳の瞳に自分はどんな風に見えているだろう？

　指の先まで赤く染まった気がして、自分の手をギュッと握り合わせる。

「七海さん？」

「は、はい！」

　緊きん張ちようのせいで声が跳はね上がる。

　千歳に少し笑われた。

「七海さんが、その色打掛姿を一番見せたかった人もちゃんとこられていますよ」

　七海は千歳の視線を辿たどるように、路地の方に目をやる。

　参列者たちが手にしたいくつもの提ちよう灯ちん明かりに照らされた夜道。

　その真ん中に佇む忘れもしない懐なつかしい人の姿に、七海は目を瞠みはる。

「おば……あちゃん？」

　黒の紋付きの着物で、祖母は生前の元気なころと変わらない穏おだやかな笑えみを浮かべた。

「おばあちゃん！」

　七海は色打掛をたくし上げ、祖母のもとへと駆かけ出していた。

　ああ、これが夢でなければ……。

　いや、夢でもいい。

「七ちゃん、とっても綺麗ね。こんなに、花嫁さんが似合うくらいに大きくなったんだね」

　祖母の胸に飛び込み、七海は何度もうなずいた。

　声は出せなかった。今、何か言ったらきっと大声で泣いてしまう。

　ボロボロと涙がこぼれ、頰ほおを濡ぬらしていく。

「ほらほら、せっかくのお化け粧しようが。花婿さんに笑われてしまうよ」

　祖母は困ったように言って、袖そでで涙をぬぐってくれた。

「幸せにね。千歳さんにうんと大切にしてもらうんだよ」

　そう言って優しく頭をなでてくれる祖母に、これは仮の祝言だとは言えなかった。

　今日だけは、幸せな花嫁でいよう。

　色打掛の前の持ち主のために、物の怪の鶴さんのために、そして自分の晴れ姿をずっと楽しみにしていてくれた祖母のために。

　七海は店の軒のき下したで見守る千歳を振ふり返り、涙をぬぐってから顔を綻ほころばせた。
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　仮の祝言が終わった翌日、七海は無理を言って千歳の仕事に立ち会わせてもらった。

　最後まで、見届けたいと思ったのだ。

　千歳の仕事部屋の中央におかれた衣え紋もん掛かけに、緋ひ色いろの色打掛がかかる。

「お嬢じようさん、お嬢さん。あんな立派な祝言まで挙げてもらって、本当にお嬢さんのおかげですよ。あたしもこれで心おきなく、あちらに戻もどることができます」

　色打掛の鶴さんは、七海に向かって心底嬉うれしそうにそう言った。

「このまま、消えていなくなってしまうわけじゃないんだよね？」

　寂さびしい気分になるのは、一度袖を通してしまったからだろうか。

「それはそうでございますとも。色打掛がある限り、あたしもこの中に残っております」

　これからは多くの花嫁さんを幸せにするのだと、鶴さんは張り切った様子で話してくれた。今度はもう、縁えん起ぎの悪い色打掛などと言われることはないだろう。

　七海は目を細め、「うん、そうだね」と微笑む。

「七海さん」

　正座していた千歳に声をかけられ、七海はあわてて目頭をぬぐった。

　後ろに下がり、邪じや魔まをしないように黙って見守る。

　色打掛の前に立った千歳がお札をかざすと、床ゆかに描えがかれた鳥居の模様や文字が青白い光を帯び、部屋全体をその光の中へと包み込んでいく。

　その眩まぶしさに七海は目を眇すがめた。千歳の背中が霞かすむ。

「魔ま縁えんよりきたるものは魔縁へ帰れ」

　千歳の声とともに、一いつ瞬しゆん、風が下から吹ふき上げた。

　壁かべに貼はられたお札があおられ、光がゆっくりと収まっていく。

　その中で、七海は最後に鶴さんの声を聞いた。




『お嬢さん、今度はお嬢さんの本当の祝言の時に……また、会いましょうね』




　なにもかもが収まった後も、七海はしばらくぼんやりと座り込んでいた。

（本当に祝言なんて挙げる日が、くるのかな？）

　その時に、隣となりに座っているのは……。

「七海さん、終わりましたよ？　大だい丈じよう夫ぶですか？」

　千歳の声に呼ばれて、パッと顔を上げる。

　思いがけず至近距きよ離りで見つめられていたものだから、ひっくり返りそうになった。

「はい、なんでしょう!?」

　うろたえてきくと、千歳が苦く笑しようして片手を差し出した。

「立てますか？」

　七海は腰こしが抜ぬけていないことを確かめてからうなずいた。

「猫乃木さん……あの、鶴さんは」

「もう、人の前に出てくることはありませんよ。ただの色打うち掛かけです」

　千歳は手に持ったお札を七海に見せる。

　そのお札の文字は、青白く光を帯びていた。







　それから三日ほどすぎた土曜の昼下がり、健吾が千歳の家を訪おとずれた。

　巡じゆん回かいの途と中ちゆうらしく制服姿だが、腕うでには風ふ呂ろ敷しきに包まれた縦長の箱を抱かかえている。

「猫乃木さん、出かけていて。もうすぐ戻ってくると思うんですけど」

「いや、今日は君にだ。これを生田さんから預かってな」

　風呂敷の間から見えているのは桐きりの箱だ。

　縁えん側がわで中を確かめ、七海は驚おどろきと戸と惑まどいの表情で健吾の顔を見た。

「これ……」

　鶴つるの模様が描かれた鮮あざやかな色打掛。先日、生田さんにお返ししたばかりのものだ。

「君にもらって欲しいそうだ」

「でも、どうして私に？」

「事情を聞いて、君が持つのが一番いいと思ったのだろう」

「でも、こんな高価なもの、いただくわけには」

　生田さんという方とはまったく面識がないというのに。

「気にするな。処分することになっても仕方がなかったいわくつきの代しろ物ものだ。君に着てもらえるなら、色打掛の鶴さんとやらも喜ぶだろう」

　千歳から聞いたのか、すっかり『鶴さん』という名前が定着したらしい。

　七海は迷うように色打掛を見る。本心を言えば、これが手もとに戻ってきて嬉しい。誰だれかに渡わたしてしまうのは、惜おしいと思う程度には思い入れができてしまっている。

「本当にいいんでしょうか？」

「もらってやれ。それが一番いいと俺も思う」

　その言葉に後押しされて、七海は心を決めた。

「大切にします」

　いつか、誰かのためにこれを着る、その時まで。

「生田さんには、改めてお礼にうかがいますとお伝えください」

「ああ、分かった」

「犬塚さん。ありがとうございました」

　立ち去ろうとする健吾に、七海は慌あわててお礼を言った。

　いつもは愛あい想そがいいとは言いがたい健吾の顔が、珍めずらしくふっと和なごむ。

「礼を言うのは俺の方だ」

　健吾は帽ぼう子しの鍔つばを軽く直してから、裏口から帰っていった。

「あれ？　いま、健吾の声がしませんでした？」

　千歳の声に振り返ると、千歳が居間に入ってきたところだった。

「はい、先ほど。巡回の途中だったみたいで」

「なんの用だったんだろう？」

　縁側にやってきた千歳が、七海の隣に腰を下ろす。

「それが、色打掛をいただいてしまいました」

　桐の箱を見せたが、千歳はそれほど驚いてはいなかった。

　健吾や生田さんからあらかじめ、話を聞いていたのかもしれない。

「七海さんによく似合っていましたからね。とっても綺き麗れいでしたよ？」

　千歳がそう言って微笑ほほえむので、七海は勢いよく立ち上がった。

「おっ……お茶をいれてきます！」

「あ、そうだ。これ、お土産みやげです」

　たい焼きの袋ふくろを差し出され、七海はそれを抱えるようにして台所に逃にげ込んだ。







　居間に戻ると、縁側に座った千歳がようやく蕾つぼみをつけ始めた桜の木を眺ながめていた。

　七海はその華きや奢しやな背中を見つめてから目を伏ふせた。

「どうしたんです？」

　振り向いた千歳に声をかけられ、七海は弾はじかれたように顔を上げ、「何でもありません」と明るく微笑む。

　縁側にいくと、膝ひざを折ってお盆ぼんをおいた。

　急きゆう須すから温ぬくめのお茶をトクトクと注いでいると、千歳に「七海さん」と改まったように名前を呼ばれる。

「……後悔したんじゃありませんか？」

　手を止めて千歳の顔を見ると、千歳は表情を隠かくすように額に手をやっていた。

「七海さんを預かる時、本当は迷ったんです。俺は魔ま除よけ屋なんてやっているから、この家で暮らしていればどうしても巻き込んでしまう。だから、むしろ俺とは関かかわらない方がいいのかもしれないと……」

「そんなことありません！」

　七海は千歳の言葉を遮さえぎるように声を上げる。

「私は嬉うれしかったんです。猫乃木さんが手紙をくれて……おばあちゃんの遠とお縁えんだと分かって、家に迎むかえ入れてくれて……本当に、本当に……嬉しかったんです」

　祖母が亡なくなった時に、この世界にただ一人で放ほうり出されたような気がした。もう自分には頼たよるべき人はいない。たった一人で生きていくしかないのだと。

　千歳からもらった手紙は、必要なことしか書かれていない淡たん々たんとしたものだったが、京都にくるまでに何度も読み返した。

「私は猫乃木さんに会えてよかった。おばあちゃんの遠縁が猫乃木さんでよかった。物ものの怪けのことも怖こわくても平気です。それに、怖い思いばかりでもなかったから」

　千歳の瞳ひとみを見つめて、言葉を紡つむぐ。

「だから、ここにいさせてください」




　──駄だ目めですか？







　京都の春はいまが盛りだ。




「猫乃木さん、帰りはそれほど遅おそくならないと思いますから」

　大学の入学式当日、慌ただしく身み支じ度たくを終えた七海は縁側から庭に下りる。

「七海さん、七海さん」

　呼び止められて、バッグを肩かたに引っかけながら振ふり返った。

　千歳が、手にしていたものを七海の髪かみにすっと挿さす。

　薄うすピンク色の、桜の花の模様をあしらったトンボ玉のヘアピンだ。

「お守りです」

　七海は手をやって確かめてから、千歳を見上げる。

　その顔に、はにかむような笑えみがこぼれた。

「ありがとうございます。あの……すごく、すごく、嬉しいです」

　千歳は目を細め、七海の頭にポンと手をのせる。

「気をつけていってらっしゃい」

「はい、いってきます！」

　七海は元気に返事をして、猫ねこたちと、そして千歳に見送られて出かける。

　新しい日々の始まり、新しい街での暮らし、不安も、まだまだ慣れないこともある。

（でも、猫乃木さんと一いつ緒しよなら大だい丈じよう夫ぶだよね）

　七海は表おもて玄げん関かんを出てから、『猫また堂本舗』と看板の上がる店を振り返る。

　千歳のいるこの家が、いまは自分の帰る場所だ。
















　本当に、なにもかも最低だった。土ど砂しや降りの雨に打たれながら私は人生に絶望する。

　理想の人なんて、千年ほど待ってみたけれどいっこうに現れない。だから私は決意した。

　死のう。

　あの世で私だけの愛いとしの君を見つけるの。

　未練なんてこれっぽっちもない。

　そう思って橋の欄らん干かんに立ち、川に飛び込もうとした時、不意に雨が遮られた。

　傘かさを差しかけてくれたのは、一人の美青年。

　その瞬しゆん間かん、私の世界は一変する。




　──ようやく見つけた。私だけの愛しの君！







　　　　一




　卯月七海が大学に通いながら、祖母の遠とお縁えんである千歳の家に居い候そうろうするようになり、早二ヶ月目に入ろうとしていた。

　買い物の帰り道、交番の前で制服姿の警察官に呼び止められる。

　犬塚健吾は千歳と旧知の間あいだ柄がらだ。本人たちに確かめたわけではないが、親友といっても差し支つかえないだろう。

　週に二、三度は様子を見に千歳の家に訪おとずれる。無愛想だが、むしろ面めん倒どう見みのいい親切な青年だ。最近は千歳だけではなく七海のこともよく気にかけてくれる。

　健吾のいる交番も、すっかりなじみになった。

　パイプ椅い子すに腰こしをかけると、健吾から缶かんジュースを手て渡わたされる。いつものホットおしるこではなく、冷やし抹まつ茶ちやしるこだった。夏でも冬でも基本はおしるこらしい。

「重そうだな。猫ねこ缶かんか？」

　七海が膝ひざに抱かかえているビニール袋ぶくろに目を留めて健吾が尋たずねる。

「はい。ストックがすぐに切れてしまって」

　袋ふくろ一いつ杯ぱいに入っているのは天然クロマグロ入りの高級猫缶である。

　千歳が面倒を見ている猫たちは育ち盛りで食欲旺おう盛せいだ。その上、知らない間に二匹ひきほど子猫が増えていた。さらに大所帯になったので、庭は毎日賑にぎやかである。

「あの家での生活は慣れたのか？」

「時々、戸と惑まどうこともありますけど。そういえば屋根裏からコトコト音が聞こえてくるんです」

「それは鳴家やなりだな」

「鳴家やなり？」

「物ものの怪けの一種だ。ただ、鳴家やなりは……」

　言い止さして、健吾は眉み間けんに皺しわを寄せた。

「いや、まあ……千歳がいるしな」

　なにか引っかかったが、千歳も『放ほっておけばいいですよ』と言っていたので、害になるようなものではないのだろう。

「大変じゃないか？　あいつは身のまわりのことに無む頓とん着ちやくだから」

「家事は好きなので楽しいです。でも……出しゃばりすぎかもしれないので、程ほど々ほどにしないといけませんね」

「あいつは放っておくと、三百六十五日さけ茶ちや漬づけかツナ缶で生きているからな。君が出しゃばるくらいでちょうどいい。猫ねこの面倒は見られるが、自分の面倒はまったく見られない男だ。だから、さっさと嫁よめでももらえと言っているんだが」

「猫乃木さんでも、やっぱり……お嫁さんは欲しいと思うものでしょうか？」

　手が落ち着かないように、冷やし抹茶しるこの缶を弄もてあそぶ。

「気になるのか？」

「い、いえ、そういうわけでは」

　七海は頰ほおを赤く染め、手もとに視線を落とした。

　意識してしまうのは、色打うち掛かけの一件で仮の祝しゆう言げんなど挙げてしまったからだろう。

「君はあまり物の怪を厭いとわないな。やはり鈴乃さんの孫だ」

「最初はびっくりしました。でも、いまは見慣れたんだと思います」

　家の中をチョコチョコと走りまわっている紙切れ人形を見ても、さほど慌あわてたり、驚おどろいたりすることはなくなった。

　千歳にはあまりかまわないようにと言われているが、そばボーロをわざと落としておくこともある。そうすると、いつの間にか消えていたりするのでそれが密ひそかに楽しい。

「それに、猫乃木さんがいてくれるから」

　七海がそう答えて微笑ほほえむ。

「そうか。それならいいが」

　七海は視線を上げて、健吾の顔を見る。

（そういえば、犬塚さんって……）

　いままで一度も、健吾のプライベートな話を聞いたことはない。

「どうかしたのか？」

「犬塚さんはご結けつ婚こんされているのかなって思って」

　健吾は落ち着いているし、年ねん齢れい的にも結婚をしていてもおかしくはない。

　薬指に指輪ははまっていないが、既き婚こん者の誰だれもが指輪をはめているわけではない。

「いや、生憎あいにくとまだだ。俺には八や千ち代よさんがいるからな」

「八千代さん？」

「彼女も君のことは気に入るだろう。そのうち、会ってやってくれ。千歳の家には連れていけないが」

　健吾が慈いつくしむような表情を浮うかべて名前を呼ぶ女性だ。きっと、とても素す敵てきな人なのだろう。

「はい、私も会ってみたいです」

　七海は笑え顔がおでそう答えた。







　なによ、なんなのよ、あの芋いも女おんな！

　私の愛しの君に近づいただけじゃなく、他ほかの男にも色目を使うなんてとんだ泥どろ棒ぼう猫ねこだわ。

　許せない……。

　思い知ればいいのよ。







　講義がようやく終わると、七海は他の学生たちの後に続いて講義室を出る。エレベーター前は混雑していたので階段にまわった。

　下りようとした時、不意に背中を突つき飛ばされる。咄とつ嗟さのことに体が反応できない。

「あっ……」

　気づいた時にはひどい痛みを覚えながら、踊おどり場に倒たおれていた。

「大だい丈じよう夫ぶ!?」

　ショートカットの女子学生が駆かけ下りてくるのが見え、なんとか体を起こす。

「大丈夫……」

　笑みをつくろうとしたが、背中がズキズキと疼うずいて顔が強こわばる。

　親切なその女子学生は七海のバッグを拾い上げると、腕うでを肩かたにまわして立たせてくれた。

「医務室、いこう」

「ありがと……あの、えっと」

　同じ教育学部の女子学生だが、名前がすぐには出てこない。

「都つ司じ奈な央おだよ。卯月さんでしょう？」

「うん……ごめん、まだみんなの名前を覚えてなくて」

「いいよ、ほら、いこう」

　他の学生たちが足を止めて、何事かとこちらを見ている。

　注目を浴びるのが苦手な七海は、なんだかいたたまれない気持ちになった。

「ほらほら、退どいて。見み世せ物ものじゃないんだから！」

　奈央が学生を追い払はらい、七海を支えながら階段を下りる。

　そんな奈央を、七海は頼たのもしく思った。







「ただいま、戻もどりました」

　そう言いながら裏庭に出ると、庭で遊んでいた猫たちが一いつ斉せいに寄ってくる。

　最近はすっかり猫缶を持って帰ってくれる人と認にん知ちされたらしい。それはそれで嬉うれしいのだが、足もとに群がってこられると尻尾しつぽを踏ふみつけそうになるので困る。

　縁えん側がわで雪平をかまっていた千歳が、顔を上げて柔やわらかく微笑んだ。

「おかえりなさい」

　そう言われると、家の住人になれたような気がして嬉しさを覚える。

　裏庭を通り抜ぬけ、縁側から家に上がった。上がり口はあるのだが、居間に近いためにこの縁側から出入りするのがすっかり習慣になっている。

（昨日のうちに買い物しておいてよかった。この足じゃ、いけなかったから）

　今日は大学の講義が五限目まであったため十九時近い。外は雲に包まれ、ぼんやりと暗かった。

「すみません。遅おそくなって。すぐに夕飯、つくりますね」

　台所に向かおうとしたが、千歳に腕をつかまれてギクッとする。

「その足、どうしたんですか？」

「あっ、ちょっと階段でこけてしまって」

　なるべく普ふ通つうに歩いていたつもりなのだが、気づかれてしまったらしい。隠かくすように包帯の巻かれた左足を引いた。

「大丈夫です。大したことありませんから」

　慌てて言うと、千歳が手をはなして立ち上がった。

「夕飯は俺がつくります」

「え!?　猫乃木さんがですか？」

「俺だって料理くらいできますよ。これでも一人暮らしは長いんですから」

「私も手伝いましょうか？」

　七海はバッグを居間に残して千歳の後を追う。

「動きまわると余計に痛めます。今日は俺に任せて、七海さんは座っていてください」

　台所に入ると、千歳は柱のフックにかかっていた七海のエプロンを取り、身に着けた。

「それじゃあ、お言葉に甘えて……なにかあったら、呼んでくださいね？」







　ドキドキしながら座ざ卓たくの前に座って待っていると、台所の方から派手な物音が聞こえてくる。料理をしているというより、突とつ貫かん工事でもしているような物音だ。

　庭から上がってきた小こ柄がらな猫が、七海の膝ひざを前足でつついて鳴いた。白黒の斑模様で、千歳が『雪平』と名づけている雄おす猫ねこだ。

　そのアーモンド形の目が、「放っといて大丈夫夫？」と訴うつたえてくる。

（でも、せっかく猫乃木さんが張り切って頑がん張ばってくれているから）

　とはいえ、どんな惨さん状じようになっているのか気が気ではない。

「もうすぐできるよ。きっと」

　抱だきかかえて、不安を宥なだめるようにその背中をなでる。

　次の瞬しゆん間かん、バンッとなにかの炸さく裂れつ音が聞こえた。

「猫乃木さんっ!?」

　片足に力が入らないのですぐには立ち上がれない。座卓に手をつきながら腰こしを浮かせると、雪平が畳たたみの上に転がり落ちた。

　片足を引きながら、台所へと急ぐ。

　磨すりガラスの戸を開こうとすると、千歳が「入ってきちゃ駄だ目めです！」と制止する声がした。

　そういうわけにもいかず、戸を開くと……。

　七海は台所の惨状を前に、呆ぼう然ぜんとする。

　千歳がなにかが飛び出してこようとするお鍋なべを、必死に蓋ふたで押さえ込んでいる。足もとを見れば、足の生えたナスやキュウリたちがうろつきまわっていた。それが群がってきたので、七海は慌あわてて飛び越こし、千歳のそばに駆け寄る。

「猫乃木さん、これはいったい……」

　まな板の上でビチビチ跳はねているのは胴どう体たいが真っ二つに切られたアジの頭の方で、尾おっぽの方は水みず桶おけの中で悠ゆう然ぜんと泳ぎまわっている。

（なにをどうしたら、こんなことになるの!?）

「すみません、言うことを聞いてくれなくて……そのうち、食べられるようになりますから」

　千歳は浮き上がろうとする蓋を思い切り押さえ込み、懐ふところから取り出したお札をペシッと貼はりつけた。一仕事終えたとばかりに、「ふうっ」と息を吐はいて額の汗あせをぬぐっている。

（食べられる……ようになるの？）

　中身がなにか確かめる勇気は絶対にない。

　雪平が、棚たなからそばボーロを引っ張り出そうとしていた例の紙切れ人形を見つけて、威い嚇かくするようにうなっていた。

「でも、猫乃木さん、お鍋が爆ばく発はつしそうに……」

　鍋の蓋から蒸気が噴ふき出し、ホウロウが溶とけてしまいそうなほど真っ赤に熱せられていた。

「あっ……七海さん、伏ふせて！」

　千歳が叫さけんで足を踏み出した。

　笛を吹ふき鳴らすような音とともに鍋の蓋が弾はじけ飛び、黒々とした液体がまき散らされる。

　七海は突き飛ばされて床ゆかに倒れ込んだ。

　身をかばうように顔を腕で覆おおい、しばらく目を瞑つぶっていると、カランと蓋が転がる音がして静せい寂じやくが戻る。

　恐おそる恐る目を開くと、千歳がかばうように七海の上に覆い被かぶさっていた。

　七海は息を詰つめて、すぐそばにある千歳の顔を見る。体がかたまってしまって動けない。

　緊きん張ちようのせいで心臓の鼓こ動どうが自分の耳にも聞こえそうなほど大きく感じた。

「猫……乃木さん、大丈夫ですか？」

「ええ、すみません。七海さんは怪け我が人なのに余計に……」

　千歳は片手で額を押さえて深くため息を吐く。

「い、いえ、私は大だい丈じよう夫ぶです。でも、あの」

　七海は顔を動かし、床に目をやった。

　黒い液体のかたまりがそこかしこに落ちていて、プルプルと震ふるえている。

「台所が大丈夫じゃない……みたいです」

　雪平がその黒い液体を片手でつついていたが、急に弾けたので目を見開いて硬こう直ちよくしていた。

　千歳は身を起こすと、七海の手をつかんで引っ張る。

　一いつ緒しよに立ち上がると、お互たがいの顔や服にまで黒い点々が飛び散っていた。

「電でん気き釜がまだとこういうことにならないから、ご飯だけはちゃんと炊たけてると思うんです」

　千歳はご飯が炊けた合図に音楽を鳴らしている電気釜に目をやる。今までさけ茶ちや漬づけや、ツナマヨご飯ばかり食べていたのは、これが原因だったようだ。

「お味み噌そ汁しるは失敗してしまいましたけど」

「お鍋のって、お味噌汁だったんですか!?」

　七海は驚きよう愕がくして、コンロの上でひっくり返っている鍋を見る。

　千歳が思い切り落ち込んだようにうつむいてしまったのでハッとした。

「大丈夫ですよ。ご飯が炊けているなら」

　明るい声でそう言うと、千歳がますますうな垂れる。

「あの、猫乃木さん？」

　顔をのぞき込みながら、遠えん慮りよがちに呼びかけてみる。

「ありがとうございます。本当に嬉うれしかったんですよ？」

　足を痛めた自分のために、千歳がせっかくご飯をつくろうとしてくれたのだ。結果はどうであれ、その気持ちは無む駄だにしたくない。

「そうだ、おにぎりつくりますから」

「いいえ、それは俺がやります。おにぎりなら習得しましたから」

　千歳は気を取り直したのか、冷蔵庫にツナ缶かんを取りにいく。

（おにぎりなら、暴れたり、爆発したりしないよね……）

　心配そうに台所をのぞき込んでいた雪平を抱かかえ、そっと居間へと戻もどった。




　　　　二




　闇やみに包まれた森の奥。釘くぎを打ちつける音が小気味よく響ひびく。

　あの女の名前を書いたわら人形に向かって、私は金かな槌づちを振ふり下ろす。

　あの人の心も体も、全部、全部、私のもの。

　他ほかの女になんて、指一本触さわらせないんだから。




「次は妖よう怪かい伝承の地域別特性についてまでやるからテキストには目を通しておくように」

　チャイムが鳴ると、教授は出しゆつ席せき簿ぼとテキストを手に講義室を出ていく。まわりの学生たちも荷物を片づけて、解放的な笑い声を上げながら立ち上がった。

（帰らなきゃ……）

　机に手をついて立ち上がった拍ひよう子しに、床が大きく揺ゆらぐ。

　いや、揺らいだのは床ではない。自分の体だ。

　倒たおれると自覚しているのに、体に力が入らなかった。ノートやペンケースと一緒に床に倒れる。

「卯月さん！」

　都司奈央が呼ぶ声を聞いたのを最後に、意識が途と切ぎれた。







　胸が苦しい……。

　呼吸が思うようにできない。

　体がやけに熱かった。

（私、死ぬのかな）

　そんなことは大げさだと思うのに、ひどく心こころ許もとなかった。

　頰ほおに触ふれた手の感かん触しよくにうっすらと目を開く。

　そばに座り心配そうに顔をのぞき込んでいた千歳が、腰を浮うかせた。

　名前を呼ぼうと思うのに、うまく声が出ない。

　ただ、そばにいてくれたことに安あん堵どした。

　千歳がゆっくりと顔を寄せる。

　額と額が触れると、七海は瞼まぶたを閉じた。

　胸の苦しさがゆっくりと和やわらいでいくような気がして、そのままもう一度、先ほどより深い眠ねむりに引き込まれる。




　どこにもいかないで……。

　そばにいて。

　いまだけでいいから。




　七海の呼吸が落ち着くのを感じてから、千歳は額をそっとはなした。

　身を起こすと、彼女の手が袖そでを握にぎっていることに気づく。その唇くちびるが微かすかに名前を呼んだ。

　目を細め、千歳は立ち上がる。

　そばに座っていた雪平が遠慮がちな鳴き声を上げた。

「お前はここにいて」

　そう言い聞かせ、足音を立てないように部屋を出ていった。







「お客さん、着きましたよ。貴き船ぶね」

　タクシーを停とめ、運転手がいささか薄うす気き味み悪わるそうに後部座席の千歳を振り返る。

　すでに真夜中をすぎているのだ。そんな時刻に、山の中までいくなんて普ふ通つうの客ではないと思ったのだろう。

　千歳は待つように伝えて、タクシーを降りる。

　そして、雨の中、傘かさも差さずに一人、細い上り坂を歩いていった。







　納のう涼りようの川かわ床どこが設けられ、観光客などが多く行き交かう道も、いまは誰だれ一人ひとりいない。その前を通りすぎて、さらに山の奥深くへと向かった。

　脇わきの細い石段を上がり山に分け入ると、闇が深くなる。

　あごから垂れる滴をぬぐい、懐ふところからお札を取り出す。ボッと炎ほのおが灯ともり、ほの暗い明かりを頼たよりに進んでいく。

　杉すぎの幹にはいくつか、わら人形が深く打ち込まれていた。

　その一つ一つを確かめてまわる。

　そのうち、しめ縄なわの巻かれた大きな杉に、さがしているものを見つけた。木の幹には深く五ご寸すん釘くぎが打ち込まれ、人形からは赤い液体が雨と一緒に流れ落ちている。

　和紙に書かれた名前は雨で滲にじみ、半分読めなくなっていた。

　五寸釘を引き抜ぬくと、わら人形から一いつ瞬しゆんだけ煙けむりのようなものが立ち上る。それは人形に縛しばりつけられた人の魂たましいの欠片かけら。

「くだらないことを」

　呟つぶやいて、お札の炎でわら人形を焼いた。投げ捨てると、それは見る間に灰となり、雨に打たれて黒ずんでいく。

　ふっと息を吐はいて、歩き出そうとした。

　地面を這はい、音なく近寄ってくるものの気配に気づいて微かに眉まゆをひそめる。

　振り向くと同時に、飛びかかってきたものに向かって手にしていた五寸釘を投げつけた。

　首を貫つらぬかれた蛇へびがボタッと地面に落ちてのたうちまわる。それが動かなくなると、ただの腐くさりかけの縄に変わっていた。

　千歳は闇の向こうに視線を投げ、目を眇すがめた。

「見み逃のがすのは一度限りです。次はその命ないと思ってください」

　千歳は冷然と言い捨てると、背を向けて山を下りていく。

　木の幹を背に身を隠かくしていた『もの』が、ギリッと歯は軋ぎしりする。

　その気配が消えると、雨音だけが残った。
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　縁えん側がわに座った七海は、膝ひざの上の雪平をなでながらシトシト降る雨を眺ながめていた。

　庭先の猫ねこたちも濡ぬれるのがいやなのか、縁の下や赤あか紫むらさき色いろの花を咲さかすあじさいの茂しげみに引っ込んでしまっている。

「そろそろ、お洗せん濯たくできたかな」

　七海が立ち上がろうとした時、健吾が裏口から入ってきた。

「倒れたそうだな。具合はどうだ？」

　裏庭を通り抜けてやってくると、健吾は縁側に腰こしを下ろす。

「はい、もうすっかり。お騒さわがせしました」

　見み舞まいだと渡わたされた紙かみ袋ぶくろの中には、みつ豆のカップと保ほ冷れい剤ざいが入っていた。

「ありがとうございます。いま、お茶いれますね」

「いや、それはいい。医者には診みせたのか？」

「昨日、病院には。風邪かぜをこじらせたみたいで」

　目が覚めると、苦しかったのが噓うそのように楽になっていた。

　本当は今日から大学にいってもよかったのだが、千歳がしばらく家にいた方がいいと言うので、もう一日だけ休ませてもらうことにしたのだ。

　襖ふすまが開き、千歳がたすきを解ほどきながら入ってくる。

「健吾、きてたんですか」

「お前が病人を放ほったらかしにしていないか確かめにな」

「健吾がお節せつ介かいを焼かなくても、ちゃんとやっています」

　千歳は心外そうに眉をひそめて、縁側に腰を下ろした。

「みつ豆、食べませんか？　犬塚さんにいただいたんです」

　七海が立ち上がろうとすると、千歳が「ああ、いいですよ」と止める。

「お茶なら、俺がいれますから」

「平気です、この通り元気ですから」

「そんなわけないでしょう。ほら、顔も赤い……あれ、本当に熱があるんじゃないですか？」

　千歳が七海の額に手を当て、心配そうに顔をのぞき込んできた。

「いいえ、熱じゃ。あの、猫乃木さん。顔が近くて……」

　じっと見つめられて、七海はいたたまれずうつむいた。

「寝ねていないと駄だ目めですよ。健吾に出すお茶くらい、ちょっとまずくてもかまわないんだから」

　千歳が笑いながら言うと、健吾が渋しぶい表情を浮かべて立ち上がる。

「あれ、帰るんですか？」

「お前らの話を聞いているだけで、腹も胸も一いつ杯ぱいになった。後は二人でよろしくやってくれ」

　健吾が帰っていくと、七海と千歳は思わず顔を見合わせた。

[image: ]

　翌日、七海は講義室に入った途と端たんに好こう奇きの目に晒さらされて、いささかたじろいだ。

　やはり、いきなり倒たおれたりしたからだろうか。

　隅すみの席に座ると、まわりにいた女子学生たちが珍めずらしく話しかけてくる。

「卯月さん、この前迎むかえにきたすっごく綺き麗れいな男の人、誰!?」

「え？　綺麗な男の人？」

　困こん惑わくしていると、女子学生たちは瞳ひとみを輝かがやかせながら詰つめ寄ってくる。

「医務室まで迎えにきた人だよ。彼氏!?　どこに落ちてたの、あんな美形!?」

「彼氏なんていないよ」

　彼女たちが、「ええーっ」と声を上げた。

「じゃあ、家族？　あ、でも、卯月さんって下宿だよね？」

「あの人の住所と電話番号とか、諸もろ々もろの個人情報教えて。なんなら買うから！」

「あの、ええっと……」

　そういえば、倒れた後の記き憶おくがない。

（猫乃木さんが迎えにきてくれたのかな）

「はいはい、そこまで！」

　都司奈央がかばうように七海の前に立ち、女子学生たちを追い払はらう。

「君たち、彼氏いるでしょ。そいつらを捨ててから次をさがしな」

　奈央がそう言うと、女子学生たちは不満そうな声を上げながらそれぞれの席に戻もどっていく。

　ようやくまわりが静かになると、七海はほっと胸をなで下ろした。

「ありがとう、都司さん」

「隣となり、いい？」

「あ、うん」

　奈央が隣の椅い子すを引いて腰をかける。

「そういえば倒れた時、都司さん、駆かけつけてくれたでしょう？　ありがとう」

　奈央に呼ばれた記憶はぼんやりとある。

「びっくりしたよ。もう、大だい丈じよう夫ぶなの？」

「うん、平気」

「そっか。で、迎えにきたイケメンのお兄さんは誰だれなのかな？　白状したまえ。七海君」

　奈央が顔を寄せ、冗じよう談だんめかして尋たずねた。

「多分、大家さんかな」

「大家!?」

「親しん戚せきだよ。大学に通う間、住まわせてもらってるから」

「怪あやしいなあ。ただの親戚がこんな風に抱かかえて帰る？」

　携けい帯たいの画像を目の前に突つきつけられ、七海は動どう揺ようする。

　千歳に抱だきかかえられて正門を堂々と出ていく自分の姿が激写されていた。

（このまま、連れて帰られたの!?）

　道理で、好奇の目に晒されるわけだ。

「ごめん、思わず撮とっちゃった。この写真、送ろうか？　待ち受けにする？」

「待ち受けにはしないよ！　でも……あの……お願いします」

　七海は恥はずかしそうに小声で答え、自分の携帯を取り出した。メールアドレスを教えると、さっそく写真が送られてくる。

「ありがとう、都司さん」

「奈央でいいよ。私も七海って呼ぶからさ」

　奈央が屈くつ託たくなく笑うので、七海もはにかむように笑えみを返した。

　その時、講義室のドアが乱暴に開き、学生たちが何事かと振ふり返る。

　講義室を鋭するどく睨にらんで入ってきたのは、高校生ぐらいの年とし頃ごろの少女だ。小こ柄がらで細く、左右で分けた髪かみは綺麗にカールしている。

（わ、綺麗な子）

　アイドル顔負けの美少女だ。男子学生が見とれるのも無理はない。その少女が、声をかけようとした男子学生を突き飛ばし、自分の方に真っ直すぐ向かってくる。

　そして……。

　バチンッと派手な音が講義室に響ひびく。

「この泥どろ棒ぼう猫ねこ！　私の愛いとしの君にちょっかい出すなんていい度胸よ。この世とあの世の地じ獄ごくを見せてやるわ」

　いきなり理り不ふ尽じんな言いがかりをつけられ、七海はポカンとする。

「あの人は私のものなのよ。横からしゃしゃり出てきたあんたなんかに、奪うばわれてたまるものですか！」

　少女は涙なみだ目めで喚わめきながら、地じ団だん駄だを踏ふんだ。

　奈央が少女の前に仁に王おう立ちになる。

「いきなりやってきてなに言ってるのよ。それにうちの学生じゃないでしょう。どこの子!?」

「うるさい、部外者！」

　癇かん癪しやくを起こして、少女が奈央を睨みつけた。

　かわいい顔をしているのに、気き性しようが激しい子のようだ。

「えー、卯月さん、三角関係？」

「この前のイケメンと!?」

　女子学生たちがヒソヒソと声を交かわすのが、七海の耳にも届いてしまう。

　なにがなにやらさっぱり分からないが、これは困る。非常に困る。

「私の方があんたなんかより百万倍かわいいのに。お呼びじゃないのよ、この芋いも女おんな！」

　カールした髪を振り乱しながら、少女はワッと声を上げて泣き出した。

「ごめん、都司さん。次の講義休むね」

　七海はバッグと少女の腕うでをつかむ。

「気安く触さわるんじゃないわよ、芋くさいのが移ったらどうしてくれるの。はなせーっ！」

　甲かん高だかい声を張り上げて暴れる少女を引っ張り、講義室から飛び出した。
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　京都でも名の知れた甘かん味み処どころに入った七海は、窓まど際ぎわの席に少女と向かい合って座る。畳たたみの間には他ほかにもいくつか席があり、若いカップルや、外国人、中年女性の観光客などが和わ気き藹あい々あいと話をしながら、名物のわらびもちパフェをつついていた。

　七海と少女も、パフェを注文する。

　少女の容姿と恰かつ好こうはかなり目立つらしく、外国人の男性など遠えん慮りよなく写真を撮っている。

「えっと……あなたのお名前は？」

　おずおずと尋ねると、少女が思い切り不ふ愉ゆ快かいそうな顔をした。

「そんなこと、あんたに教えるわけないじゃない。名前は大事なものなのよ。迂う闊かつに教えたら呪のろわれるかもしれない！」

（やっぱり、ちょっと変わった子だなあ。かわいいけど）

　改めて見ると、顔全体が小さくて睫まつげが長い。気の強そうな目をしているが、それもまた彼女をより魅み力りよく的に見せているように思えた。

「私は卯月……」

「知ってるわよ。ずっと見張ってたんだから。二ふた股またかけて男とイチャイチャするなんてどういうつもり！」

　少女がテーブルをドンと叩たたいて声を大きくするので、七海は周囲を気にして声を潜ひそめた。

「誤解だよ。それどころか私はつき合ってる人なんていないし」

　言いながら恥ずかしくなって身を小さくする。

「ああ、もう。イライラする！　あんたみたいな女が一番嫌きらいなのよ！」

「もしかして、あの……あなたは猫乃木さんのこと、好きだったりする？」

　七海はチラッと少女を見た。

　他に彼女が自分に腹を立てる理由が思いつけなかった。

「冗談じゃない。私は猫が大嫌いなの！」

　少女はふてくされたように、プイッとそっぽを向いた。

「えっと、それじゃあ？」

「私の愛しの君は犬塚健吾様、ただお一人よ！」

　スプーンと一いつ緒しよに両手を握にぎり合わせながら、少女はキラキラした瞳ひとみでそう言った。

「犬塚さん!?」

「そうよ。あんな美形に出会ったのは渡わた辺なべの綱つな様以来だわ」

　渡辺綱といえば、平安時代の頃の人物で鬼おに退たい治じをした伝説が残っている。ちょうど、先週の民みん俗ぞく学の講義で取り上げられていた。

（歴史……マニアの子なのかな？）

　見かけによらず、なかなか渋しぶい趣しゆ味みだ。

「硬こう派はで渋くて、程ほどよく筋肉質で、忠犬ハチ公っぽくて素す敵てきなの！」

　少女はブンブンとカールした髪を振る。

「あの方に手を出す愚おろかな小こ娘むすめには天てん誅ちゆうを下してやるわ！」

　少女はスプーンの先をビシッと七海に向ける。

「だから、それは誤解で」

「犬塚様のところにいつも入り浸びたって、一緒におしるこを啜すすってるじゃないの！」

「あっ……」

　健吾のいる交番に度たび々たび、お邪じや魔ましているのは事実だ。健吾は無愛想だが、警察官という職しよく業ぎよう柄がらか聞き上手なのだ。だからつい、日常のことや、千歳のことなど相談してしまう。

　それは七海だけではないらしく、健吾のところに相談にやってくる人は多い。巡じゆん回かいの途と中ちゆうでも、よく呼び止められているのを見かける。ご近所の人々に頼たよりにされる存在だ。

「猫男と同どう棲せいしながら、私の健吾様まで狙ねらってるんだから立派な二股犯だわ。重罪よ。市中引きまわしの上に打ち首獄ごく門もん磔はりつけ火あぶりよ！」

「本当に恋れん愛あい感情とか、そういうのを持ってない。私にとってはお兄さんみたいな感じかな？」

　七海は首を傾かしげてそう答えた。

「なによ、それ。健吾様が男としての魅力に欠けるみたいじゃない。あんた、あのお方を侮ぶ辱じよくしているわけ!?」

「犬塚さんは親切だし、男らしくてかっこいい人だとは思うよ」

　健吾が老ろう若にやく男なん女によ問わずかなりもてるのは知っている。健吾目当てで交番にやってくる女性もいるくらいで、時々指名手配犯のポスターの上に健吾宛あてのハート形のメッセージが貼はってあったりもする。どんな相談でも親身になってくれるし、誰だれであれ無下にしないからだろう。

　少女は「そうなのよ」と大きくうなずいた。

「群がってくる女が多すぎて困るのよ。いくら呪ってやっても、ボウフラみたいにすぐにわいて出てくるんだから」
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「呪……!?」

「ああ、気にしないで。ものの喩たとえよ」

　平然とした顔で少女はわらびもちとアイスを一緒に頰ほお張ばり、満足そうににっこりする。

「ともかく、あの方は千年前から売約ずみなの。だから、他の女になんて絶対に渡わたさない。もちろん、あんたにもね！」

「私が好きなのは犬塚さんじゃないから」

「だったら、それを証明して。誰が好きなのか言いなさい」

　真っ先に思い浮うかんだ顔に、七海の顔が赤くなる。それをごまかすようにスプーンでパフェをつついた。

「まさか、あの猫男とか言うんじゃないでしょうね？」

「よ……く、分からない」

　ますますもって顔が熱を帯び、身を小さくする。

「なにそれ。純情ぶってるわけ!?」

「そういうわけじゃないけど、好きかどうか、なんて……まだ、会って二ヶ月だし」

　消え入りそうな声で答えると、少女にひどく呆あきれた顔をされた。

「二ヶ月も一緒に暮らして、なにが分からないのよ。私なんて橋で健吾様と出会った時、すぐに運命の相手だって分かったわ」

「そういうものなのかな？」

「誰かと恋こいに落ちるのに、三十秒もあれば十分よ。それで分からないなんて、よっぽど鈍どん感かんか大して好きじゃないのね」

　千歳と一緒にいる時間は、他のどんな時よりも幸福だと感じる。失いたくないと思う。

　ただ、恋こい人びとのような甘い関係になりたいかと問われると分からなくなる。

　正直、いま以上のなにを千歳に求めていいのか分からない。いまですら自分には贅ぜい沢たくすぎるように思ってしまうのに。

「まあ、私にはどうでもいいけど。他人の恋愛なんて興味ないし」

　つまらなそうに言われて、七海は苦く笑しようした。

「でも、あんたが健吾様狙いじゃないというのはよく分かった。だから、謝ってあげる」

「うん……ありがとう」

　案外、あっさりした子のようだ。

「そのかわり、あんた、私に協力しなさい」

「え!?　でも、なにを？」

「健吾様ってもてるでしょ？　つき合ってる本命の女とか、絶対いると思うの」

　少女がズイッと顔を寄せてきたので、七海は少し身を引いた。

「どうかな？」

「役に立たないわね。なにも知らないわけ!?」

「そういえば、八千代さんって」

「へえ……やっぱり、いるんだ。大切な人」

　少女が微かすかに唇くちびるを歪ゆがめて、そう呟つぶやいた。
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（どうしよう、私のせいだ）

　東ひがし山やまにある健吾の自宅の前で、七海は立ち尽つくす。

　健吾の家は閑かん静せいな住宅街にある立派な門構えの邸てい宅たくだった。

　表には黒くろ塗ぬりの車がずらりと並び、厳いかめしい顔つきの男たちが始終出入りしていた。

　健吾と数日連れん絡らくが取れず、交番の方でも姿を見かけなかった。心配になり、教えてもらっていた住所まで訪ねると、健吾から八千代さんが重じゆう篤とくだと聞かされた。

　土ど砂しや降りの雨のせいで、瞬またたく間にずぶ濡ぬれになる。

　なぜ、もっと早く疑わなかったのだろう。

　階段から突つき飛ばされたのも、大学で急に倒たおれたのも偶ぐう然ぜんではない。

　あの子を見た時、気づいていたはずだ。

　人ではないと。

　人間と物ものの怪けはまとう気配が違ちがう。分かっていたのに物の怪の気配に慣れすぎて気にしなかった。彼女が人間の姿をしていて、普ふ通つうに人の目にも見えていたせいもあるだろう。

　だが、いくら人間の姿をしていてもその本質は違う。人間は人間、物の怪は物の怪だ。

　千歳にいつも気をつけるように言われていたのに。

　迂う闊かつに八千代さんの名前を口にした。そのせいで呪のろわれることがあるなんて、考えもしなかったのだ。

（どうしよう……どうしよう……）

　七海は唇を嚙かみ締しめる。

　あの子をさがさなければ、取り返しのつかないことになる。

　でも、どこを？

　彼女の居場所など知らない。

　雨が容よう赦しやなく降り注ぐ。

　七海はふっと顔を上げた。

「そうだ、橋……」

　健吾とはどこかの橋で出会ったと聞いた。だとしたらその橋にいるかもしれない。

　健吾が通りかかったくらいだから、郊こう外がいの橋ではないはずだ。多分、市内のどこかだろう。

　額から流れ落ちてくる滴しずくをぬぐおうとせず、霞かすんだ街の中を駆かけ出した。

　それしか、自分にできることはなかった。







　鴨かも川がわにかかる三さん条じようや四し条じようの大橋はもちろん、小さな橋もまわれるだけまわった。

　暗くなったことに気づいて腕うで時ど計けいを見れば、すでに二十二時になっている。

　疲つかれた足取りで歩く七海の横を、車が水を飛ばしながら通りすぎていく。

　細い路地を抜ぬけると、『猫また堂本舗』ののれんが見えた。

　足を止めたのは、店の前で和わ傘がさを手に千歳が佇たたずんでいたからだ。

「猫……乃木さん」

「遅おそいから、どうしたのかと思って」

　歩み寄ってきた千歳が和傘を差しかける。その顔を見た途と端たんに堪こらえ切れなくなった。

「私は取り返しのつかないことを……犬塚さんに！」

　震ふるえる声で言うと、七海は声を抑おさえて泣き出す。

「俺に、どうして欲しいですか？」

　和傘に雨が当たり、縁ふちを辿たどるように地面に落ちる。

　手が千歳の袖そでをつかんで握にぎり締めた。

「………けて…………助け…………て」

　身勝手なのは分かっている。

　他にどうすればいいのか分からなかった。




　　　　三




　堀ほり川かわにかかる小さなコンクリート製の橋を渡ろうとした途端に雨がピタリと止やんだ。大通りを通る車も、橋を渡る人の姿も消えて、不気味な静せい寂じやくが辺りを包む。

　空は濁にごった雲に覆おおわれて月など見えなかったはずなのに、いまは圧あつ倒とうされそうなほど大きな月が皓こう々こうと夜よ闇やみを照らしていた。

「見み逃のがすのは一度だけと、警告したはずです」

　宙を睨にらみつけて言うと、忍しのび笑いがどこからか聞こえた。

　姿を現した少女が、橋の欄らん干かんにトンと着地する。

　膝ひざ丈たけの振ふり袖に、厚底の下げ駄たという古風なのか、今風なのか分からない姿だ。妖あやしげに光る瞳ひとみと髪かみの間からのぞく二本の角が、彼女がこの世の住人ではないことを証明していた。

「人間の小こ娘むすめに泣きつかれて、しゃしゃり出てきたわけ？　京の都を支配していた猫神の一族も随ずい分ぶんと落ちぶれたものね」

「橋の守り神が魔ま縁えんに墜おちて鬼おにとなるより、ましでしょう」

　言い返すと、少女は気にくわなそうにフンッと顎あごを上げる。

「魔ま除よけ屋が。調子に乗るんじゃないわよ。あんたなんて、私に比べれば京の都じゃ新参者じゃないの。だいたい、私は掟おきてに触ふれるようなことはしちゃいないわ」

「人を呪うのも十分に御ご法はつ度とでしょう。見苦しい言い訳はしないことです。どのみち、許すつもりはない」

　千歳は懐ふところから無地のお札を取り出す。

　親指を口に運んで嚙むと、滲にじみ出した血でお札に『縛ばく』の文字を書く。

　文字には意味がある。特に千歳の書く文字は妖よう力りよくが宿る。妖力を得た文字はそれ自体が意思を持つ、『あやかし』となる。

　千歳の体からゆらりと立ち上る青白い炎ほのおを目にして、少女が怯ひるんだように後ろに下がった。

「あんた如ごときに私が封ふうじられると思ってるの？」

「さあ、やってみなければ分かりませんね。ですが、封じるだけの大義名分はこちらにある」

　放たれたお札が掠かすめた瞬しゆん間かん、少女の皮ひ膚ふが切れる。

　少女は反射的に腕うでで身を庇かばい、悲鳴を上げた。

　お札は宙を舞まい、橋の欄干に貼はりつく。その文字が青白く光を浮うかべていた。

　人間の使う簡単な結界だが、千歳の妖よう気きが込められたお札であれば桁けた違ちがいの威い力りよくを持つ。無理に結界を破って出ようとすれば身が引き裂さかれるだろう。

「憎にくたらしいやつ！」

　少女は吐はき捨て、大きく飛び退のく。

　だが、千歳が動く方が一いつ瞬しゆん早かった。地面を蹴けって一気に距きよ離りを詰つめると、少女の襟えりをつかんで乱暴に引きずり倒す。

　細い首にその手をかけると、少女が息苦しそうに顔を歪めた。

「この程度で私を殺せると思ってるわけ!?」

　少女が喚わめいた直後、橋に亀き裂れつが生じて崩くずれていく。

　一瞬気を取られた千歳は、突き飛ばされて軽くよろけた。

　少女がその手から逃のがれ、笑いながら宙に浮き上がる。

　落ちる……。

　橋の下は浅い川だったはずなのに、黒々とした水が荒あれ狂くるいながら流れている。すぐ真下は渦うずを巻き、水が滝たきとなって底の見えない深い穴の中へと流れ落ちていた。

　この底はおそらく、冥めい界かい、あの世につながっているのだろう。

　千歳は舌打ちして、宙を一度蹴った。

　数枚のお札に一気に指を滑すべらせる。それを宙に放つと、お札は橋の形を成して地面をつないでいく。その上に千歳が着地すると、何事もなかったようにコンクリートの橋へと戻もどっていた。

「しょせん、ただのまやかしだ」

　二本の尾おを持つ猫の影かげ。その尾が少女の足に絡からみつく。

　アスファルトに叩たたきつけられた少女が、悲鳴を上げた。

　千歳が一歩ずつ歩み寄ると、少女はへたり込んだまま怯おびえたように後あと退ずさりした。

　欄干の際きわまで容赦なく追い詰めていく。

「言っておくけど、私を封じたって呪いは消えないわよ。あんたの大事なあの子のこと、ずっと呪い続けてやるんだから。それでもいいの!?」

　千歳は身を屈かがめ、少女の瞳をのぞき込む。

「言いたいことはそれだけですか？」

「馬ば鹿か、ケダモノ、死ね！　絶対許さない。なによ……女の子をいたぶるなんて最低よ！」

「あなたはただの化け物でしょう。心があるようなふりをしても無む駄だです」

　低い声で囁ささやくように言うと、少女の顔が青ざめる。

「あんただって同じじゃない。あんたの本ほん性しようをあの子はどうせ知らないんでしょう？　人間と物ものの怪けはしょせん、交わることのない別種よ。いつか、あんたはあの子を襲おそいたくなる。血を好むのが物の怪の性さがだもの！」

　少女は顔を引きつらせながら、無理に嘲ちよう笑しようを浮かべた。

「そうかもしれないな」

　千歳は表情を変えずにゆっくりと手を伸のばした。

　千歳の影が少女の上に覆い被かぶさる。まるで吞のみ込むように……。

　少女は身を竦すくめて、「ひっ！」と潰つぶれたような声をもらした。

「猫乃木さん！」

　千歳の手がピタリと止まる。

　振り返った先に、ずぶ濡ぬれになった七海が立っていた。その腕には雪平を抱だきかかえている。

　どこから、聞かれていたのか。

　千歳はわずかに眉まゆをひそめた。







　和わ傘がさを肩かたに引っかけながら、雪平を抱きかかえた七海は、足を止めて辺りを見まわす。

　少女の姿も、千歳の姿も見当たらない。だが、雪平はここだと教えるように何度も鳴いた。

　橋に足を踏ふみ入れた途端に、土ど砂しや降りの雨が止み、欄干に追い詰められた少女と千歳の姿を見つける。

　千歳の表情が恐こわくて、まるで別人のように思えて、思わず会話を遮さえぎるように呼んでいた。

　千歳が振り返り、微かすかに目を瞠みはる。

「なによ。さっさとやりなさいよ！」

　少女がやけくそになったように声を張り上げた。

「私はなにも悪くない。そうでしょう!?　私の愛いとしの君を……健吾様を横取りしようとする馬鹿女が悪いんじゃない。なんで私がこんな目に遭あわなきゃならないって言うの!?」

　少女は顔を両手で覆い、声を上げて泣き出す。

　七海はためらいがちに歩み寄り、座り込んでいる彼女と目線を合わせるように身を屈めた。

「本当に、犬塚さんのことが好きなんだね」

　そう声をかけると、少女は袖で涙なみだをぬぐってからグッと顔を上げた。

「そうよ。私がこの世で一番、あの人のことを思ってるんだから！」

「だったら、犬塚さんに謝りにいこう」

　そう言うと、少女は怯えたように首を振る。

「いや、絶対！　私はひどいことをしたもの。許してくれない。きっと嫌きらいになるわ！」

　人の思いは難しい。それは物の怪であっても変わらない。

　すれ違ちがって、勘かん違ちがいして、思い通りにならないことばかりで、苦しくて。

　思いのやり場がなくて誰だれかを恨うらんだり、憎んだりしてしまうことも時にはあるのだろう。

　一度間違えてしまうと、駄だ目めだと分かっていても自分ではどうにもならないものだ。

「このままじゃ、二度と犬塚さんに会いにいけないよ？　私も一いつ緒しよに謝るから」

　七海は微かに震ふるえている少女の手を、励はげますように強く握にぎる。

　うつむいて唇くちびるを嚙かんだ少女の瞳に、迷いと動どう揺ようが浮かんだ。

「やっぱり、君か」

　声がして、七海は少女と同時に振り返った。

　健吾が自転車を停とめて歩み寄ってくる。

「犬塚さん、私……言わないといけないことが」

　七海は意を決して口を開く。

「八千代さんのことは私のせいなんです。私がいけなかったんです」

　震える声で言い、深く頭を下げた。

「君のせいじゃないと言っただろう」

　健吾はそう言ってから、七海の陰かげに隠かくれるようにして唇を嚙んでいる少女に目をやった。

「誰かのせいだとも、誰かを恨んだりもしていない」

　ポンと頭を叩くと、少女は感情が堰せきを切って溢あふれ出したように泣き出した。

「ごめ……ごめん……なさい……ごめんなさい……ごめんなさいっ！」

　袖そでで涙をぬぐいながら、少女は泣きじゃくる。

「もう、誰かを呪のろったりしないと約束してくれるのなら、それでいい」

　健吾に言われて、少女は何度もうなずいた。

「約束、するから、嫌わないで！」

　しがみついて幼い子供のように泣きじゃくる少女に、健吾は戸と惑まどうような表情を見せる。それから、七海の方に顔を向けた。

「迷めい惑わくをかけたな」

「でも、八千代さんは……」

「君が気に病やむことじゃない」

　そう言われても、やはり自分を責めずにはいられなかった。少女に八千代さんの名前を教えなければ、こんなことにはならなかった。

「仕方ありませんね」

　千歳がふっとため息を吐き、お札を一枚取り出す。

「猫乃木さん？」

「完全にあちらに渡わたってしまったのでないのなら、戻せるかもしれません」

　お札を鳥の形に折ると、濁だく流りゆうに向かって放ほうり投げる。それは水に吞み込まれてすぐに見えなくなった。

（本当にそんなこと……）

　濁流を見つめていると、渦の中から一羽の白い小鳥が飛び出した。

　七海は思わず「あっ！」と声を上げる。

　それは空を羽ばたいて、ゆっくりと降下した。

「八千代さん……」

　健吾が呟つぶやくように名前を口にして足を踏み出す。その手に、小鳥は迷わず舞まい降りた。

「文鳥？」

　七海は驚おどろいて、健吾の手の中でかわいらしく鳴く小鳥を見る。

「なによ、それ。私はいままで文鳥に嫉しつ妬としてたってわけ!?」

　少女は愕がく然ぜんとしたように言ってから、顔を真っ赤にする。

「馬鹿にしてんじゃないわよ！」

「それは私が勘違いしてしまったから。ごめんね、ええっと、橋はし姫ひめちゃん」

　憤ふん慨がいする少女を、七海は慌あわてて宥なだめた。

「はあっ!?　橋姫って誰のことよ」

「ごめんなさい、でも、名前を知らないからなんて呼んだらいいのか」

（かわいいと思うんだけど、駄目かな？）

　七海が身を小さくしていると、千歳が口もとに片手をやってクスリと笑う。

「七海さんは、なんにでも名前をつけるから」

「ああ、悪くないんじゃないか？　女の子らしい、いい名前だ」

　文鳥の八千代さんを手にのせたまま健吾までそう言うと、七海が勝手に橋姫と名づけた少女はふくれっ面つらのまま、フイッとそっぽを向いた。

「まあ、そうね。健吾様がそうおっしゃるのなら！　特別に、そう呼んでもかまわないわよ」

　七海は思わず笑ってしまった。

　橋姫は機き嫌げんを悪くしたのか、地面を軽く蹴けって宙に浮うき上がる。

「健吾様のこと、私、絶対あきらめないんだからね。恋こいする乙女おとめはしぶといんだから。覚えてらっしゃい！」

　捨て台詞ぜりふのような告白を残し、彼女は身をひるがえした。

　呼び止めるのも間に合わず、その姿は闇やみに消えてしまう。

　急に土砂降りの雨が戻もどった。

　川はいつの間にか細い水路に戻り、堀川通を往来する車の走行音が耳に入る。

「だそうですよ。健吾」

「勘かん弁べんしてくれ」

　千歳にからかわれ、健吾が渋じゆう面めんをつくる。

　手のひらにのっている八千代さんが、上目づかいに健吾を見て、カリッと指に嚙みついた。

　嫉妬しているように見えていじらしい。

「本当によかったです。八千代さんが戻ってきて。でも、どうしてなんでしょう？」

「この橋は現うつし世よと冥めい界かいを結ぶ架かけ橋だから。完全に魂たましいがあちらに渡ってしまえば、いくら俺でも無理ですけどね。だからここは戻もどり橋ばしと呼ばれている」

　京都は不思議な街だ。なんの変へん哲てつもない小さな橋も異界に通じているなんて。

　そして、千歳もだ。物ものの怪けを封ふうじたり、お札で魂を呼び戻したり。そんなことはおよそ人にはできないことだ。それなのに千歳はいとも簡単そうにやってのける。

　七海は密ひそかに千歳の横顔を眺ながめる。

（本当に……不思議な人）

　少しずつ、千歳のことも分かるようになるだろうか？

「健吾を追いまわすのはともかく、多少こりたでしょうから、彼女も人を呪うようなことはもうしないでしょう」

　千歳のお仕置きは相当に効いたらしい。

　七海は思わず、フフッと笑ってしまった。

「猫乃木さんは、怒おこらせると恐い人だったんですね」

「それは怒りますよ。七海さんをあんな目に遭わせたんだし」

　顔を何気なくそらしながら、千歳が機嫌の悪そうな表情で言った。

「こいつは、昔から身内びいきがすぎるんだ」

「誰のせいでこんな騒そう動どうに巻き込まれたと思っているんです。えらい迷惑ですよ」

　肩かたを叩たたく健吾を、千歳が軽く睨にらむ。

「いや、面めん目ぼくない」

　今度は健吾が気まずそうに視線をそらす番だった。

　軽口を叩き合う二人を眺めながら、七海は顔を綻ほころばせた。

「卯月」

　健吾に呼ばれて、その顔を見る。

「君には助けられた。感謝している」

　健吾の手の中にいた文鳥の八千代さんも、七海の肩に移って鳴く。

「彼女も君が気に入ったようだ」

　七海の抱かかえていた雪平がそっと手を伸のばそうとすると、八千代さんは焦あせったように羽をばたつかせて健吾の手に戻ってしまった。

「それで猫乃木さんの家には連れてこられないって」

「一度、こいつの家に預けたら、猫ねこどもに追いかけまわされて弱ったことがあるからな」

「分かっていて預けるから悪いんです」

　機嫌が悪そうなのは、ずぶ濡ぬれになったせいだろう。

　七海はひっくり返っていた和わ傘がさを拾い上げて差しかける。千歳の方が背が高いので、爪つま先さき立だちにならないと届かない。

　健吾は八千代さんを空にはなし、欄らん干かんの脇わきに停めていた自転車に跨またがった。

「店に寄らないんですか？」

　千歳が尋たずねると、健吾がペダルに足をかけて振ふり向いた。

「ああ、今日は真っ直すぐに家に帰るさ。店には巡じゆん回かいの途と中ちゆうにまた寄る。気をつけて帰れよ」

「犬塚さんも！」

　自転車を漕こぎ出そうとする健吾に、七海は慌てて声をかけた。

　健吾は返事の代わりに、ベルを一つ鳴らして走り去っていった。

　その後ろに、ふわりと女性が腰こしをかける。長い黒くろ髪かみの綺き麗れいな人だった。その人は驚いて目を丸くしている七海に軽く会え釈しやくをすると、パッとレースの白い傘かさを開く。

「あ、あれ？　八千代さんって」

　健吾の後ろに座っていた女性は……。

「京都ってやっぱり、不思議なところです」

「俺たちも、帰りましょうか」

　表情を和やわらげた千歳が、七海の手から和傘を取り、代わりに頭上に差しかけてくれた。

　七海は「はい」と微笑ほほえみ、一つ傘の下を並んで歩き出した。
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　梅雨つゆのあけた七月初しよ旬じゆん、卯月七海は大学の講義が終わった後、キャンパス内にあるテニスコートへと足を運んだ。空はすっかり夏色に変わり、暑さの中にも心地ここちよい風が吹ふく。

　軽快な音を立てて跳はねるテニスボールを見ていると七海も心楽しくなってくる。

　同じ教育学部の友人、都司奈央はインターハイにも出場した経験もあり、見ていて気持ちのいいほど上手だった。

　この後、一いつ緒しよにランチを食べにいく予定になっているのだが、練習に熱中しているようだし、もう少し時間がかかりそうだ。七海は芝しば生ふの隅すみっこに腰を下ろして気長に待つことにした。

　入学当初は色々なサークルが勧かん誘ゆうをおこなっていたが、もたもたしている間に入る機会をすっかり失ってしまった。それに、サークルに入れば帰りの時間も遅おそくなってしまう。

（やっぱり、無理かなあ……夕ご飯の支し度たくや買い物のこともあるし。それに、私に入れそうなサークルあるかどうかも分からないし）

　フェンスを跳とび越こえたボールがポンと額に当たった。

「七海、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　ラケットを手に奈央があわてた様子で駆かけ寄ってくる。

「うん、平気」

　七海は恥はずかしそうに笑って立ち上がった。おでこをさすりながら、キョロキョロとボールをさがしたが、どこかに転がってしまったらしく見当たらない。

「そっちに取りにいくよ」

「ううん、いいよ。見つけるから」

「ごめん、もうすぐ終わるからさ」

　奈央が申し訳なさそうに両手を合わせた。

　七海は笑えみを返し、バッグを肩かたに引っかけてボールをさがしにいく。

（あ、あった）

　雑草に埋うもれているボールを見つけて手を伸のばしたがテニスボールではない。白くて、柔やわらかそうなものだ。

　なんだろうと思いつつ触ふれてみた途と端たんに、それがぱっちり『目』を開いたので仰ぎよう天てんする。

　茂しげみのあちこちにその白いボール状の生き物が隠かくれて、ゴニョゴニョと話をしていた。よく見れば、小さな手足までついている。単体で見ればそれほど気持ち悪くないのだが、集団でじっと見つめてこられると、さすがに怯ひるんでしまう。

　これは間ま違ちがいなく……。

　白いボール状の生き物が一いつ斉せいに飛びかかってきたので、七海は悲鳴を上げながら逃にげ出した。

「どうして物ものの怪けが、大学の中にいるの!?」

　ポンポンと弾はずみながら追いかけてくる物の怪を振ふり返る。

　このところ物の怪を見ることが多くなったような気がする。古い民家の屋根や、路地の隅、橋の下などでうっかりすると見かけてしまうのだ。

（どうしよう、ついてくるし……なんとかしないと！）

　細い散歩道を抜けると図書館の裏手に出る。すぐそばは山の斜しや面めんになっており鬱うつ蒼そうと雑木が生おい茂っていた。

　辺りを見まわしていると、顔のそばを一いつ瞬しゆん風が掠かすめる。

　物の怪が目玉を射い貫ぬかれ、小さな悲鳴を上げながらパチンと弾はじけるように消えた。

　他ほかの物の怪たちは動きを止め、続いて慌あわてふためいたように四方八方に散っていく。

　地面に突つき刺ささっているのは一本の矢だ。

「そこを、動くな」

　鋭するどい声で警告され、七海はビクッとして顔を上げた。

　大学の学生だろうか。白い道着に袴はかま姿すがたの青年が、弓を手にかまえている。その矢先は、七海に真っ直すぐ向けられていた。

「えっ、あの!?」

　七海は慌てふためいて後ろに下がろうとしたが、よろけて尻しり餅もちをついた。
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「人？」

　青年はひどく意外そうに呟つぶやき、弓と矢を下ろして駆け寄ってくる。

「ごめん、ごめん、物の怪かと思ったんだけどね」

　怜れい悧りな雰ふん囲い気きの細い瞳ひとみが、眼鏡めがねのレンズ越ごしに七海をのぞき込む。身長は高めで姿勢が良く、品のある顔立ちの青年だ。

「どこも怪け我がとかしてない？」

「はい」

　七海は立ち上がって、パンパンと服を払はらう。

（いま、この人……物の怪って言ったよね？）

「この辺りで、確かに気配がしたんだけど」

　青年は鬱うつ陶とうしそうに前まえ髪がみを搔かき上げて辺りを見まわしている。

「それなら、いまそこに」

　七海も茂みをのぞいてみたが、先ほどの物の怪たちはすっかり鳴りを潜ひそめてしまったらしく、姿が見えなかった。

「君、物の怪が見えるの？」

「え？　あ、はい」

　変に思われるだろうかと一瞬だけ危き惧ぐしたが、青年自身が見えていなければ、見えるのかとは問わないだろう。

　千歳や健吾は普ふ通つうに見えるようなのであまり不思議には思わなかったが、物の怪が見える人間はそう多くはいないらしい。大学内で出会ったのは、この青年が初めてだ。

（あれ、でもこの人、猫乃木さんや犬塚さんと感じが似てる）

　普通の人とは違うにおいというか、まとう雰囲気が異質だ。

「俺は経済学部二年の狐こ賀が冬とう夜や。君は？」

「卯月です。教育学部一年の」

「君、うちの大学の学生だったの？」

「はい」

「大学の下見にきた高校生かと思った」

　遠えん慮りよのない視線で、頭のてっぺんから爪つま先さきまで眺ながめられる。

　よくあることとはいえ、実じつ年ねん齢れいより下に見られると複雑な気分だ。

（そんなに、子供っぽいのかな？）

　七海は自分の恰かつ好こうを改めて見た。タポッとした綿のチュニックは七海の手製だ。

　千歳には、「それ、かわいいですね」と褒ほめられたので、気をよくして着てきたのだが……。

「名前は？　苗みよう字じじゃなくてさ」

「七海です。卯月七海」

「七海ちゃんね。君さ、ちょっとコロボックルっぽくていいね」

「コロッ!?」

　悪気はなさそうだが、ちょっとばかり失礼な人のようだ。

「ごめん、ごめん、怒おこった？」

　笑いを嚙かみ殺しながら冬夜がきく。

「怒っていませんけど……少しは傷つきました。小さいのは気にしているんです」

「かわいいと思ったんだよ。うん、やっぱり女の子はこれくらいちんまりしていた方がいい」

　そう言いながら、冬夜は七海の頭をなでる。明らかに小さな子供にするような仕草だった。

「少しも嬉うれしくないです！」

　七海は頭をよけ、ボサボサになってしまった髪を両手でなでつけた。

　やっぱりちょっとどころではなく、不ぶ躾しつけな人だ。

「あ、いた。狐賀君！」

　図書館から出てきた女子学生の一団が、冬夜の姿を見つけて声を上げる。

「一緒にランチにいってくれるって約束してたでしょ！」

「なにそれ、こっちが先に約束してたのに！」

「あー、まずい」

　冬夜は顔を片手で押さえて呟くと、七海に目をやる。

「それじゃあ、私はこれで」

　後ろに下がって身をひるがえそうとしたが、腕うでがしっかりとつかまれる。戸と惑まどうように冬夜を見ると、にっこりと微笑ほほえまれた。

「七海ちゃんさ、いまから暇ひまだよね？」

「いいえ、暇というわけでは」

　慌てて首を振ったにもかかわらず、冬夜は腕をはなしてくれない。そして爽さわやかな笑顔を女子学生たちに向けた。

「ごめん、今日はこの子と先約があるから。また今度」

　女子学生たちの間からは案の定、不満の声が上がる。

　彼女たちに思い切り睨にらまれた七海は、焦あせって冬夜を見上げた。

「困ります。私には他に約束が！」

「いいから、いいから」

（少しもよくないのに！）

　冬夜に腕を引っ張られ、七海はよろめきそうになりながら足を必死に前に出す。







（奈央ちゃんとランチにいくはずだったのにな）

　連れん絡らくしようとしたら携けい帯たいを奪うばい取られ、『彼女、借りていくよ』と勝手にメールを送られてしまった。

　本来なら奈央と一いつ緒しよに、五段重ねのスペシャルパンケーキを食べにいく予定で、そのつもりでお腹なかも用意していたのに、どうしてこんなことになってしまったのか。

　冬夜は弓きゆう道どうサークルに所属しているらしく、弓は道場に戻もどし、道着と袴も着き替がえている。

　モノトーンのシンプルな服装だが、この青年が着るとファッションモデル並みに様になってしまうために、自然と周囲の視線を集めてしまうらしい。

　連れてこられたのは、意外にも大学からほど近い距きよ離りにある小さなうどん屋だった。

　昼時のためか、狭せまい店内はかなり混雑している。

「まだ、怒ってる？」

　向かいに座った冬夜は、いまは眼鏡を外してテーブルにおいていた。レンズ越しではない瞳に見つめられ、七海は落ち着かないように視線をそらした。

「こういうことは困ります。私にも一応、予定というものがあるんですから」

　背中をピンと伸のばし、七海は精せい一いつ杯ぱい不ふ機き嫌げんに見える表情をつくる。だが、冬夜には微かすかに笑われてしまった。

「悪かったよ。かわりにここは奢おごるからさ。きつねうどんと稲荷いなり寿ず司しでいいよね？」

「あ……えっと」

　テーブルの脇わきのメニューボードに目をやる。冬夜は七海を待つことなく、店員の女性を呼び止めて注文してしまった。

　きつねうどんも稲荷寿司も嫌きらいではないが、正直を言えばにしんそばと、さば寿司の方が気になっていた。京都名物だというのに、七海はまだどちらも食べたことがない。

（さば寿司、後でお土産みやげに買って帰ろうかな。猫乃木さん、ご飯食べ忘れてるかもしれないし）

「ここの揚あげは俺の一押し。七海ちゃんも気に入るよ」

　冬夜は上機嫌に言いながら、お茶の湯飲みに手を伸ばす。

　そう待つことなく、注文の品が運ばれてきた。

　目の前におかれたどんぶりには細切りのお揚げと鮮あざやかな青色の九く条じようネギが散らしてある。お皿に二つ並んでいる稲荷寿司は普通のものより一まわり大きい。

「ほら、騙だまされたと思って食べてごらん」

　冬夜に渡された割わり箸ばしをパキンと割った。

「いただきます」

　七海はフーフーと冷ましてからお揚げとうどんを一いつ緒しよに口に運ぶ。

「あ……おいしい」

　揚げがふっくらしていて、出汁だしがしっかりしみている。冬夜が薦すすめるだけあり、出汁は薄うすすぎもせず、濃こすぎもせず、京都らしい上品な味だ。うどんは細めでツルツルしており、のどごしがいい。

「気に入ってくれた？」

「はい、とっても」

　七海は思わず正直にうなずいた。

「他ほかの子はここの味をなかなか分かってくれなくてね。イタリアンかカフェランチの方がいいみたいだから」

「もしかして、それで逃にげてきたんですか？」

「君と話、したいと思ったからだよ。物ものの怪けが見える子なんて珍めずらしいから」

　頰ほお杖づえをついて微笑む冬夜を見て、戸惑いを覚える。

「やっぱり、普通は見えないものでしょうか？」

「それはそうだよ。だから人は平気で暮らしているだろう？　物の怪が闊かつ歩ぽしているこの京都でもね」

「人に見える物の怪もいるみたいだからよく分からなくて」

「そういう物の怪を見たことがあるの？」

「ちょっとだけ、なんですけど」

「へえ……」

　目が合うと、冬夜は片手で頰杖をついたまま愛あい想そのいい笑えみを浮うかべた。

「君のこと、もう少しくわしく知りたいね」

「あの……さっきはどうもありがとうございました。追いかけられて困っていたから」

　正面から見つめられると落ち着かなくて、七海はうどんをつつきながら話を変える。

「妙みような気配がすると思ったんだけど。まあ、ただの雑魚ざこでよかったよ」

「狐賀さんは、物の怪のことにくわしいんですか？」

「なにか知りたいことがある？　いいよ、教えるよ。つき合ってもらったから今日は特別にね」

　冬夜はおいしそうに稲荷寿司を頰張る。

「どうして見える人と、見えない人がいるのかなって思って」

　七海も郷里では一度も物の怪なんて見たことはない。京都にきて、『猫また堂本舗』に居い候そうろうするようになってからだ。

「それなりに力を持っている物の怪なら人前にも姿を現せる。かなり強力な妖よう力りよくを持っている上級の連中は人間の姿をとって、普ふ通つうに人間の世界に紛まぎれて暮らしているし」

「人間の世界に……」

「逆に低級の雑魚は、妖力が小さすぎて普通の人間には見えないものだよ」

（それなら、どうして私にはさっきのボール状の物の怪みたいなのも見えるんだろう？）

　冬夜が隣となりの席の客を見たので、七海もつられて視線を向ける。

「あっ……」

　思わず声が出たのは、小こ鬼おにらしきものが隣の席の醬しよう油ゆ差しをひっくり返そうとしていたからだ。止める間もなく、隣の客が「うわ！」と声を上げた。

　テーブルに醬油が広がり、小鬼は愉ゆ快かいそうに手を叩たたいて笑っていた。もちろん、客の目には見えていないだろう。

「気にしない人は気にしない。気にする人は気にする。そういうことさ」

「気にするようになれば、誰だれにでも見えるようになるものですか？」

「物の怪に関かかわったことがある人間は、気配で分かるようになるからね。君もそうだろう？」

　見えていても、気づかないことは日常でもよくある。それと同じように、視界には入っていても意識しないから見えない。そういうことなのだろう。

　鶴さんや橋姫に関わったことで、いままでは意識することがなかった物の怪の気配に対して敏びん感かんになっているのかもしれない。

「そっか。そうなんだ」

　最近、物の怪をやけに見るようになったなどと言えば、千歳を心配させてしまいそうで、はっきりとはきけなかった。

「七海ちゃん、分かってる？　あいつらは自分たちに気づいてくれる人間に好んで寄っていく習性がある。君、相当に危ないよ」

「は、はい。それは重々、気をつけるように言われていますから」

　迂う闊かつなことをすれば自分の身が危険なだけではなく、千歳にも余計な迷めい惑わくをかける。そのことはもう経験ずみなので、できるだけ不用意に近づかないようにしている。

「ちゃんと、魔ま除よけをやってる？」

「お守りなら持ってますよ。おばあちゃんがぽっくり地蔵をお参りした時にもらってきてくれた、健康長ちよう寿じゆのものなんですけど」

「ぽっくり……地蔵？」

　冬夜が一いつ瞬しゆんの間をおいてから、堪こらえ切れなくなったように笑い出した。よほどツボにはまったのか、周囲の目もおかまいなしだ。七海は恥はずかしさを覚えて身を小さくした。

「狐賀さん、笑いすぎです」

「ぽっくり地蔵の健康長寿お守りって、それなんだか、すっごく矛む盾じゆんしてるよ？」

　そう言うと、冬夜はまたテーブルに突つっ伏ぷすようにして笑い続けた。

「すごく御ご利り益やくがあるって有名なんですよ。おかげで、私は風邪かぜにもあまりかからないし、虫歯にもならないんですから。医者いらずです。あまり笑うと罰ばちが当たりますよ！」

　それに、これは祖母が自分のために買ってきてくれた形見のお守りだ。それを笑われては、七海としては少しむっとしてしまう。

　冬夜は「ごめん、ごめん」と謝り、目め頭がしらに滲にじんだ涙なみだをぬぐった。

「でもさ。それ、魔除けじゃないでしょ。物の怪には効かないと思うよ？」

（こういうことは、猫乃木さんにきけばいいんだけど）

　千歳は物の怪退治専門の『魔除け屋』だ。とはいえ、千歳の扱あつかう魔除けグッズやお札はかなり強力なものだと聞いている。

　薬と同じで、強い効力を持つお札を普通の人がむやみに持つと、その妖力で逆に体調を崩くずしたり、あらぬものを見たりとよくないらしい。おいそれとくださいとは言えないものだ。

「魔除けって、他にどういうものがあるんですか？」

「そりゃ、色々とね。物の怪の種類や性質によっても方法は違ちがうし。人の唾だ液えきだって立派な魔除けになる。まあ低級の雑魚にしか効かないけど」

「知らなかったです。でも、どうして？」

「物の怪も人間と同じで不潔なものは嫌うからだよ。社やしろや墓でこれをやると、かなり怒おこられるから絶対にしちゃいけない」

　七海はつい話に聞き入っていた。何もかも初めて知ることばかりだ。

「狐賀さんは、物知り……なんですね」

「尊敬した？」

「はい。私ももっと色々と勉強しないと」

　千歳にばかり迷惑をかけられない。自分の身くらい、自分で守れるようにはなっておきたい。

「君にもできる方法、教えようか？」

「本当ですか？」

「普ふ段だんはここまで面めん倒どう見ないんだけど、君のことは気に入ったから」

「お願いします！　できるように頑がん張ばりますから」

　七海が頭を下げると、冬夜が頰杖をつきながら意地悪な笑みを唇くちびるに滲ませた。

「ああ、でも、ただというわけにはいかないかな。やっぱり」

「私、お金はあまり持っていないのですが」

「じゃあ、君の奉ほう仕しでもいいよ」

「奉仕って肩かた揉もみ……とかですか？」

「君の小さな手で、あちこち癒いやしてくれるならそれも悪くないね」

　冬夜の言い方が、妙に艶なまめかしく聞こえてしまう。

「お弁当を毎日つくることくらいならできますよ！」

　そっちの方が『安全』そうな気がする。

「それはおいしそうだけど、俺としてはやっぱり……」

　身を乗り出してきた冬夜が、七海の耳もとに唇を寄せて囁ささやく。

　七海は頰ほおを朱しゆに染め、勢いよく椅い子すから立ち上がった。

「やっぱり結構です。おばあちゃんのお守りで十分ですから！」

「冗じよう談だんだよ」

　そう言われて、七海は力が抜ぬけたように浮かせた腰こしをストンと椅子に戻もどす。

「悪い冗談です」

「ごめん、でもそのふくれっ面つら、おたふくみたいだよ」

　冬夜は肩かたを揺ゆらしながら、しばらく笑っていた。

（ちょっと……狐賀さんは苦手だなあ）

「いいよ。ちょうど、新入生を勧かん誘ゆうしているところだし。うちのサークル」

「弓きゆう道どうサークルですか？」

　そういえば、キャンパス内でもたまに道着と袴はかま姿すがたの学生を見かける。

「人間の君には物ものの怪けを退治することはできないだろうけど、追い払はらうことくらいはできる。物の怪は弓の鳴る音ですら嫌きらうからね」

「本当に弓道が魔除けに？」

　懐かい疑ぎ的に尋たずねると、冬夜が心外そうな顔をする。

「俺、気に入った女の子は騙だまさないよ」

　そういうことを軽々しく口にするから、怪あやしんでしまうのだ。だが、確かに神社でも破は魔ま矢やを売っているし、流鏑馬やぶさめなどの神事にも弓は使う。なにより、冬夜は七海の目の前で物の怪を実際に射い貫ぬいて見せた。とはいえ、七海は運動能力にかなり自信がない。弓道サークルといえば、思い切り体育会サークルだ。

　心配が顔に出たのだろう。冬夜が「大だい丈じよう夫ぶだよ」と、言う。

「俺が責任を持って手取り足取り教えますとも。コツさえつかめば、君にもできるよ」

（……どうしようかな）

　気持ちはかなり傾かたむいていた。

「相談してみてもいいでしょうか？」

「誰に？　家族の人？」

　家族、そう言ってもいいのだろうか？

　七海は手もとを見つめて、はにかむように微笑ほほえんだ。

「はい、遠とお縁えんの人のところにお世話になっていて」

「大切にされてるんだろうね」

「そうですか？」

「そんな顔、してるから」

（そう、なのかな？）

　七海は自分の頰に手を添そえる。

　最近、幸せだと思うことが多いから顔が緩ゆるんでいるのかもしれない。

「いつでもいいから、気が向いたら連れん絡らくして」

「はい。狐賀さん、ありがとうございました」

　冬夜が七海を見て目を細めた。

「どういたしまして」
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「ただいま戻りました」

　居間の襖ふすまを開くと、縁えん側がわに座っていた千歳が振ふり向く。膝ひざの上で雪平をかまっていたようだ。

「お帰りなさい。早かったですね」

「土曜日ですから。猫乃木さん、お昼は食べましたか？」

「そういえば。猫ねこの餌えさはちゃんとやったんですけど」

　七海は千歳の隣となりに腰を下ろし、手に提さげていたビニール袋ぶくろを差し出した。

「これ、よかったら食べてください」

「もしかして、さば寿ず司しですか？」

　袋をのぞいた千歳の顔が、パッと輝かがやく。

「よく分かりましたね」

「おいしそうなにおいがしたから」

「お茶いれてきますね。熱いお茶と冷たいお茶、どっちにしますか？」

「ん、冷たいお茶かな」

　千歳は袋から竹皮に包まれたさば寿司を取り出し、少し考えてからそう答えた。







　冷たい麦茶をグラスに入れて居間に戻る。

「こら、駄だ目めだろ」

　縁側に座った千歳が、雪平を軽くたしなめているのが聞こえた。さば寿司に手を出そうとしたらしい。七海がその隣に正座すると、ふてくされた雪平が膝にのってきた。その瞳ひとみが恨うらめしげに千歳を一いち瞥べつする。

「すみません、しつけがなってなくて」

「雪平は見てますから」

　隙すきあらばさば寿司を狙ねらおうとするので、七海は雪平の体を抱だき上げた。

　千歳は割り箸ばしを割り、「いただきます」と両手を合わせる。

　さば寿司を頰張った途と端たん、ご満まん悦えつの表情となる。気に入ったのは明らかで、すぐに二切れ目に箸が伸のびていた。

（やっぱり、買ってきてよかった）

　横顔を眺ながめていると、その視線に気づいた千歳が七海の方を見る。

「そうか。雪平を抱かかえていたら、七海さんは食べられませんよね」

　真しん剣けんな顔をしてさば寿司を見つめてから、千歳は一切れつまんで差し出してきた。

「はい、どうぞ」

　にっこりと微笑んで言う千歳に、七海は思わず慌てた。

「わ、私はお腹なかがいっぱいですから！」

「さば寿司、嫌いですか？」

「いいえ……大……好きです」

　思わず腕うでに力がこもってしまい、雪平が苦しげな鳴き声を上げて身をよじった。

「一いつ緒しよに食べた方がおいしいですよ」

　邪じや気きのない笑え顔がおで言われると、それ以上、断る言葉が出ない。

「それじゃあ、一つだけ……」

　七海は恥はずかしさを堪こらえるように、遠えん慮りよがちに口を開く。

　その瞬しゆん間かん、雪平が七海の腕から飛び出した。

「あっ！」

　雪平は箸からこぼれたさば寿司を空中で見事に口でキャッチすると、スタッと床ゆかに着地する。

　さば寿司を咥くわえたまま得意満面で七海と千歳を振り返り、そのまま、鈴すずを鳴らして庭に下りていった。

「ああ、こら。雪平、駄目だろう！」

　雪平の不ふ貞て不ぶ貞てしい態度に、千歳がため息をもらした。

「後でちゃんと叱しかっておきますから」

　七海は口もとに手を当てて笑い出した。

「七海さん」

「はい？」

　顔を向けた七海は、差し出されたさば寿司を思わずパクッと食べる。

「おいしいでしょ？」

　返事のかわりにコクコクとうなずくと、千歳が嬉うれしそうに笑みを浮うかべた。

　心臓がキュッと苦しくなって、七海は冷たい麦茶を急いで飲み干した。

「そうだ、猫乃木さん！」

「はい？」

　七海は軽く呼吸を整えてから、改めて口を開いた。

「大学で、サークルに入ろうかと思っているんです」

「ああ、いいじゃないですか。せっかくですからね」

「サークルに入ると、帰りが遅おそくなるかもしれなくて……」

「かまいませんよ。俺もしばらく夜は出かけるかもしれませんし」

　千歳はぼんやりと裏庭を眺めながら、さば寿司を頰張った。

「遅くなるんですか？」

　千歳は、「どうかな」と首を傾かしげる。

「夕飯の時間には間に合わないと思うから、俺のことは気にしなくてもいいですよ」

（なんだろう。魔ま除よけ屋のお仕事かな？）

　それ以外の理由で千歳が夜中に外出することは滅めつ多たにない。

「猫乃木さん、あまり無理はしないでくださいね？」

「分かっています。ちゃんと家には戻もどってきますから」

　そんなに遅くはならないとはいえ、入れ違ちがいに千歳が出かけてしまったら、朝以外に顔を合わせられなくなる。

「やっぱり、サークルは……」

「駄目ですよ。俺のために、色々遠慮する必要はないって言ったでしょう？」

「はい」

　千歳が夜に出かけていくことはいままでもあったことだ。今回ばかりが特別なわけではない。

（心配しすぎ、なのかな？）

　千歳と顔を合わせる時間が減ってしまうことが寂さびしいだけなのかもしれない。

　七海は千歳に向かって笑みをつくる。

「お夕飯はつくっておきますから、帰ったら温めて食べてくださいね」
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「七海ちゃんさ、君、稀まれに見るすごい才能だね」

　そばで見守っていた冬夜が、顎あごに手を当てながら感心する。

　遥はるか先の的には、当然ながら矢が当たった痕こん跡せきはない。

「あ、あれ？」

　放った矢の行方ゆくえをさがしていると、冬夜が「そこ」と足もとを指差した。

　まわりの部員たちがクスクス笑うのが耳に入り、慌あわてて転がっている矢を拾い上げた。

（恥ずかしいなあ……）

「始めたばかりだから。それと、目は瞑つぶらない方がいい。的を見てないと危ないよ。体の重心もぶれてるし」

　冬夜が七海の背後に立ち、手足や姿勢を直していく。

「弓、持ってて」

　言われたように弓をかまえると、冬夜が背後に立つ。

　矢をつがえる手に、冬夜が手を添そえた。

　息を詰つめながら、教わった通りに真っ直すぐに的を見み据すえる。背中ごしに冬夜が集中するのが伝わってきて、七海も口もとを引き締しめた。

　弓を引き絞しぼって放つと、矢は小気味いい音を立てて的の端はしに当たる。

「ああ、ちょっとずれたかな」

　冬夜が七海から手をはなし、軽く前まえ髪がみを搔かき上げた。

（的に届いただけでも十分にすごいよ）

「感覚、つかめた？」

「はい、やってみます」

「もう一回、俺がやってみるから見てて」

　弓を渡わたして一歩、後ろに下がる。

　冬夜は慣れた手つきで矢をつがえると、一呼吸おいてから弓をかまえた。

　目を眇すがめるように的を見据えている横顔は真剣そのもので、背筋を伸ばした立ち姿も凜りんとしていて様になっていた。

　引き込まれるように見つめていると、放たれた矢が的のど真ん中を射い貫ぬく。

　緊きん張ちようの糸を解くように冬夜がゆっくり息を吐はいたので、七海も無意識のうちにほっと肩かたから力を抜ぬいていた。

（かっこいい……ものだなあ）

　七海をからかって笑っている時とは別人のようだ。

　サークル内での冬夜は先せん輩ぱいとして、懇こん切せつ丁てい寧ねいに指導してくれる。弓きゆう道どうに対する姿勢は真ま面じ目めだ。そのせいか、練習中はあまり軽口も叩たたかない。そういう冬夜は尊敬できた。

「やれる？」

　冬夜から弓を返され、うなずく。

　教わったことを一つ一つ確かく認にんしながら、七海は弓をかまえた。

（目を瞑らないように）

　自分に言い聞かせながら、真っ直ぐに的を見る。

　弓を引き絞り集中して、放つ。

　矢は下降し、的の遥か手前に突つき刺ささってしまった。

「まあ……さっきより、飛んだかな？　上出来だよ」

　冬夜に苦く笑しようされ、「すみません」と小声で答えてソロソロと後ろに引き下がった。

　初心者が的の前を占せん領りようし続けているのは悪い。

　それに先ほどから、女子部員たちの視線がやけに痛かった。

「それじゃ今日は、基き礎そ練習やって終わりにしようか」

　冬夜にそう言われ、七海は「はい」と返事をした。







　着き替がえて大学を出るとすっかり暗くなっており、雨が額にポツポツと落ちてくる。

　生憎あいにくと傘かさを持ってきていないので、七海はバッグを頭の上に掲かかげて雨を遮さえぎった。

（そっか。猫乃木さん、今日は遅くなるって）

　横断歩道の前で足を止めると、青信号が点てん滅めつし、赤へと変わる。

（お夕飯……さけ茶ちや漬づけですませようかな）

　千歳が食べることに無む頓とん着ちやくになるのも分かる。一人で食べるご飯は味気なくて、料理をしようという気も起こらないものだ。

　一いつ緒しよにご飯を食べてくれて、おいしいと言ってくれる人がいることは、本当はとても幸せなことだ。一緒にいることが当たり前になると、そのことを忘れてしまいそうになるけれど。

　ぼんやり考え事をしていると、クラクションを鳴らされる。慌てて下がろうとした時、一台の青いスポーツカーが停とまった。その窓が開き、冬夜が運転席から顔を出す。

「狐賀さん」

「乗りなよ。送るから」

「いえ、バスで帰れますから」

「暗くなったのに、女の子の一人歩きは危ないよ。最近、なにかと物ぶつ騒そうだしね」

　冬夜が助手席側のドアを開いたので、迷った末に乗せてもらうことにした。

　席に座ってドアを閉めると、七海がシートベルトを締めるのを待たずに車が発進する。

「すみません、わざわざ」

「どこまで送ればいい？　ご希望がなければ、俺のマンションに連れて帰るけど。それとも、このままドライブでもする？」

「祇園までお願いします」

　真顔で答えると、冬夜が声を立てずに笑った。その片手がハンドルをゆっくりとまわす。フロントガラスには雨が点々と跡あとを残していた。

「七海ちゃん、祇園に住んでるんだ」

「はい。狐賀さんは京都の方ですか？」

「実家は伏ふし見みだけどね。通うのが面めん倒どうだからマンション借りてるんだよ。大学の近くにね。俺、朝が弱くてさ」

「それじゃあ、遠まわりになりますよ？」

「七海ちゃんがどんなところに住んでるのか気になったから。それに、最近祇園で遊んでないからね。あの界かい隈わいから出禁になってたし」

「出禁？」

　冬夜は顔を正面に向けたまま笑えみを浮うかべていたが、答えない。女性絡がらみのトラブルであろうことは容易に想像がついたので、七海もそれ以上は尋たずねないことにした。

「七海ちゃんの親しん戚せきの人ってさ、どんな人？」

「あっ……えっと、親切な人です」

　目を細めて答えた七海の顔を、冬夜が一瞥する。

「もしかして、男？」

「どうしてですか？」

「なんとなく。若い男だろ？」

「は……い」

（どうして分かったんだろう？）

「じゃあ、同どう棲せいだ」

「いいえ、違ちがいます。居い候そうろうです！」

「どう違うの？」

「私がただご厄やつ介かいになっているだけで……」

　七海は赤面して、声を小さくした。

「でも、君さ。その男のこと、好きだろう？」

　七海は弾はじかれたように顔を上げ、冬夜の横顔を凝ぎよう視しした。

「どう……してですか？」

「そういう顔をしているから。誰だれだってすぐに分かるよ」

（私……猫乃木さんの前でも、そんなに分かりやすい顔をしてるのかな）

　両手で火ほ照てる頰ほおを挟はさむ。

「その人、君のことはなんとも思ってないの？」

「きいたこと……ないから」

「よく、平気でいられるね。俺には無理だよ。欲しいものはどんなことをしてでも手にいれたくなるから」

　そう言って、冬夜は自じ嘲ちようを浮かべた。

「我が慢まんするの、好きじゃないんだよ。でも君はそうじゃないみたいだ」

「私はただ、臆おく病びようなんです」

　きく勇気も持っていない。

　いまはとても居い心地ごこちがいいから、それを壊こわしてしまいたくなかった。なにより、千歳を困らせたくはない。

「なんだか少し、妬やけるね」

　呟つぶやいた冬夜の横顔を見る。その視線は信号機を見つめたままだった。

　赤信号が青に変わると、停てい滞たいしていた車の列が動き出した。







　祇園にある、『猫また堂本舗』の前で車が停まる。

「今日は本当に、ありがとうございました」

　窓の外を見つめる冬夜の表情が思いがけず険しかったので、シートベルトを外す手が止まる。

「狐賀さん？」

「君の家ってここなんだ」

「ちょっと変わったお店なんですけど」

「そういうことか。道理で……」

　冬夜が浮かべた笑みは、どこかつくったような不自然さがあった。

（どう、したんだろう？）

「まあ、いいや。気をつけて。知らない人についていったり、声をかけられても車に乗らないようにね」

「私はそんなに小さな子供じゃないですよ。いくらなんでも、そこまで不用心じゃありません」

「そう？　そのわりには簡単に君のこと拾えたけど」

「狐賀さんは、サークルの先輩だから……」

「あれ、意外と俺のこと信用してくれてるんだ」

　ハンドルに肘ひじをかけて寄りかかりながら、冬夜が笑う。

「サークルの先輩としては、狐賀さんは親切ですから」

「じゃあ、その親切な先輩から一つ忠告。最近、この界隈で人を襲おそう物ものの怪けが出るらしいから用心した方がいい」

「人を……襲う？」

　それはなんとも物騒な話だ。

「あまり、一人では出歩かない方がいい。特に夜はね」

「分かりました。ありがとうございます」

　車を降りてドアを閉めると、雨を避よけながら店の軒のき先さきまで走った。

　振ふり向いて頭を下げると、冬夜が片手を上げてから車を発進させる。

　青いスポーツカーが通りを曲がるまで見送り、七海は雨雲と闇やみに包まれた空を見上げた。

「大だい丈じよう夫ぶなのかな。猫乃木さん」

　心配そうに呟いてから、玄げん関かん戸の方を向いて鍵かぎを開けた。




　　　　二




　家に帰り着いた千歳は、居間の明かりが廊ろう下かにもれていることに気づいて足を止めた。

　襖ふすまを開くと七海が座ざ卓たくに突つっ伏ぷして寝ねている。その膝ひざで丸まっていた雪平が頭を起こし、トコトコと歩み寄ってきた。

　その体を抱だき上げ、足音を立てないように七海のそばへいく。

　膝を折ると、座卓の上におかれた皿に目をやった。

　ラップがかけられ、その上にメモ紙がおいてある。

『お帰りなさい。おかずは温めて食べてください。七海』

　それだけの、ありきたりの言葉。それなのに、こんなに……。

　トンボ玉のヘアピンを留めている髪かみにそっと手を触ふれると、七海が目を覚ました。

　何度か瞬まばたきしてから飛び起きる。

「猫乃木さん！　帰っていたんですか」

「先に休んでいてもよかったのに」

「最近、顔を見ていなかったから」

　七海は恥はずかしそうに笑みを浮かべた。

「ああ……そういえば、そうでしたね」

　朝方もすれ違うことが多くて、一いつ緒しよに朝食をとる機会もなかった。

「ご飯まだですよね？　用意してきますから」

　七海が座卓に手をついて腰こしを浮かせる。

　思わずその手をとると、驚おどろいたような顔をされた。

　緊きん張ちようしている手を握にぎり締しめて、千歳は目を細める。

「ありがとう。君がいてくれたことで、俺は多分、すごく救われているんです」

「猫乃木さん？」

　七海が目を丸くしてから、不安げな表情を浮かべた。

「どうしたんですか？　なにかあったんじゃ……」

「ただそれを伝えたくて」

　千歳はそう答えて微笑ほほえんだ。
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　大学の帰り、七海は夕暮れに染まる道をトボトボと歩いていた。

　講義の最中、ぼんやりしてばかりだった。奈央に呼ばれるまで終わったことにも気づかないで座り続けていたほどだ。心配されて「夏ばてだよ」と答えたが、本当の原因は分かっている。

　夜中に千歳が帰ってきた日のことを繰くり返し考えていた。

　いつもと様子が違うように見えた。疲つかれていただけかもしれないが、それにしては妙みように寂さびしげだったのが気にかかる。千歳が残した言葉はまるで、別れの言葉のようで……。

　あれから、千歳の顔を見られていないから余計に気持ちが晴れない。

「そうだよ。犬塚さんにきけば」

　肩かたにバッグを引っかけて、青信号が点てん滅めつしている横断歩道を小走りに渡わたった。







　健吾のいる交番の前までくると、七海はドア越ごしに中の様子をのぞいてみる。

　生憎あいにくと巡じゆん回かいに出ているらしく、健吾の姿は見当たらない。

（後でまた、きてみよう）

　ため息まじりに帰りかけた時、ドアが開いて巡じゆん査さ部長が顔を出す。

「君、犬塚君の知り合いの子だろう？」

「すみません、お邪じや魔まをしてしまいまして」

　巡査部長は、「いやいや、かまわんよ」と人のよさそうな笑えみを浮うかべた。

「そのうち戻もどってくると思うがね。中に入っていなさい」

「いいえ、後で出直します」

「その必要はないようだ。ほら、帰ってきた」

　自転車がキュッと停とまって、健吾が降りてくる。

「卯月。どうかしたのか？」

「あっ……」

　バッグの持ち手を握り締め、七海は迷うような瞳ひとみを健吾に向けた。







　交番のパイプ椅い子すに腰かけると、健吾が缶かんジュースをおく。

　缶のラベルを見ると、『冷やしフルーツしるこ』と書かれていた。お礼を言って、一口飲んでみると、フルーティーな甘さと小豆あずきの味が渾こん然ぜん一いつ体たいとなって、摩ま訶か不思議な味を醸かもし出していた。健吾も微び妙みように眉み間けんに皺しわを寄せつつ、缶を口に運んでいる。

「サークルに入ったそうだな」

「はい、弓きゆう道どうサークルに。まだ、全然なんですけど」

「弓は魔ま除よけになる。やっているだけで余計なものが寄りつかなくなるだろう」

　冬夜と同じようなことを言うものだ。七海は缶を手に健吾を見た。

「最近、人間を襲う物の怪がいるって聞いたんですけど、本当なんでしょうか？」

「誰だれにきいた？」

「大学の先輩です。猫乃木さんが最近遅おそいのも、そのせいでしょうか？」

「それをききにきたのか」

「犬塚さんならなにか知っているんじゃないかと思って」

「千歳はなにか言っていたか？」

「……最近、あまり顔を合わせていないんです」

「そうか」

　健吾は窓の方に視線を移した。

　修学旅行中の学生たちが、賑にぎやかな笑い声を立てながら交番の前を通りすぎていく。

「千歳が多少、厄やつ介かいなことに関かかわっているのは事実だ。くわしくは言えないがな」

「それってまだ……かかるんでしょうか？」

「なんとも言えんな。そういえば、君のことは家の者にも伝えてある。荷物などあるだろうから、準備ができたらいつでも連れん絡らくをくれ。車を迎むかえにやろう」

　健吾の話がすぐに飲み込めない。

「なんの、話ですか？」

　戸と惑まどってきくと、健吾が「聞いていないのか？」と、眉まゆをひそめた。

「君を俺の家で預かることになった。千歳も了りよう承しようしている」

（知らない、そんな話。猫乃木さんだって何も……）

「あの家に君がいるのは危険だ。千歳が追っているのは人間を食う物ものの怪けだからな。俺の家なら見張りの者もいるし、安全だろう」

（そっか、そういうことだったんだ）

　健吾の話を聞きながら、七海はゆっくりとうつむく。その両手がスカートを握り締めた。

「卯月？」

「ごめんなさい、犬塚さん。少し考えさせてください」

　そう答えるのが、いまは精せい一いつ杯ぱいだった。
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　冬夜の車から降りると、小こ雨さめがぱらついていた。

　すでに二十二時すぎなので辺りは暗く、人ひと気けもない。

　エンジンをかけたまま、冬夜も運転席から降りてきた。

「送っていただいて、ありがとうございました」

　七海はペコリと頭を下げる。

「俺の方こそ悪かったよ。無理に誘さそって」

「楽しかったです。コンパとか初めてだったので」

　七海を含ふくめて新しく入った部員が数人いたので、居酒屋で歓かん迎げい会かいがあった。他ほかの部員たちは二次会にいくようだったが、七海は早めに失礼させてもらった。

　一人で帰るつもりだったのだが、冬夜が「俺も帰るから」と、車で送ってくれたのだ。

「元気、出た？」

「はい、おかげさまで」

「それならいいけど。最近、思い詰つめてただろう？」

「ちょっと、悩なやんでいることがあって」

「例の同居人のこと？」

　戸惑って冬夜の顔を見ると、苦く笑しようされた。

「君はいつも、その人のことばかり考えてるね。この前も、そうだっただろう？」

「どうにもならないことだって、分かってはいるんです」

　憂うれいを含んだ瞳で、明かりの灯ともっていない店を見つめる。

　まだ、半年足らずだ。それなのに、千歳との暮らしが当たり前になりすぎて、他の生活をもう考えられなくなっていた。

　この家にいたいなんて、わがままは言えない。

　自分はただの居い候そうろうだ。

「俺でよければ話、聞くよ？」

「狐賀さんは優やさしいですね」

「そう？　なんの下心もなく優しくなんてしないよ。誰にでも優しいわけでもない」

　一歩詰め寄った冬夜の顔がヘッドライトの明かりに照らされる。その瞳にいつものからかうような色がなかったので、戸惑いを覚えた。

「七海さん？」

　店の方から声がして、七海は顔を向ける。

　開いた玄げん関かん戸の前に千歳が立っていた。

「あ、猫乃木さん……」

　ただいまと、いつものように言おうとしたのに、千歳の表情が険しくなるのを見て言い損そこねた。

「なにをしているんです？」

「狐賀さんに送っていただいたんです。遅くなったから」

（どうしたんだろう……）

　千歳の態度に違い和わ感かんを覚えた。今日はサークルのコンパがあるからと、メモで伝えてある。それとも、遅くなったからだろうか？

　千歳も今日は遅くなると言っていたから、連絡はいいだろうと思ったのだ。

「彼女からはなれてもらえますか？」

　千歳は冬夜に視線を移して静かに言う。

　七海が戸惑っていると、冬夜に引き寄せられ軽くよろめく。

「狐賀……さん、はなしてください」

「七海ちゃんはあんたのものじゃないだろ。俺が彼女とどこでなにをしようと、あんたには関係ないよ。猫乃木さん」

　七海は驚おどろいて冬夜の顔を見上げた。

（知り合い、だったの？）

　そんなことは一言も言ってくれなかった。

　真っ直すぐにやってきた千歳に腕うでをつかまれる。そのまま、グイッと冬夜から引き離はなされた。

「待って、猫乃木さん」

　強く引っ張られる腕が痛い。だが、千歳は七海を見ようともせず、足も止めてくれない。

　七海はどうしていいのか分からないまま、後ろを振ふり返った。

「それじゃあ、またね。七海ちゃん」

　冬夜が片手を上げ、にっこりと微笑ほほえむ。

「あっ……」

　お礼を言えないまま、千歳に背を押されて店の中に入る。

　クラクションと走行音を、戸がピシャリと閉め出した。

　表の通りが静かになっても、千歳は無言のままだ。

「猫乃木さん？」

「もう、あの男に近づかない方がいい」

「狐賀さんはサークルの先せん輩ぱいで、コンパの帰りに親切に送ってくれただけです。変なことはなにも……」

「俺は鈴乃さんから君のことを託たくされている。危ない目に遭あわせるわけにはいかないんです」

「どうして、狐賀さんが危ないんですか？」

「あの人に誘われたのなら、サークルもやめた方がいい」

「狐賀さんは物の怪に追われていたところを助けてくれた。それだけです」

「あなたが誰だれとおつき合いしようと自由だと思っています。でも、あの男だけは駄だ目めだ」

「私は狐賀さんとおつき合いなんてしていません！」

　確かに、車では何度か送ってもらった。サークルでも親切にしてもらった。だが、本当にそれだけだ。

　瞳ひとみが潤うるみそうになり、七海はうつむいて手の甲こうで口もとを押さえる。

「分かってください。俺はあなたが心配なんです」

「それなら、どうして……」

　七海は小さな声をもらす。

　胸が苦しい。苦しくて、たまらなかった。

「七海さん？」

「私はこの家を出ていくことになったんでしょう？　猫乃木さんは、そう決めてしまったんでしょう？　だったら、猫乃木さんにはもう関係ない！」

（私、最低だ。こんなこと言うつもりじゃなかったのに）

　ギュッと目を瞑つぶる。

「健吾……から、聞いていたんですか？」

　沈ちん黙もくの後で、千歳が静かに尋たずねる。

　七海は目を開き、千歳の顔を真っ直ぐに見た。

「やっぱり、そうなんですね？」

　千歳はただ黙だまったまま、七海を見つめていた。

　そんなことありませんよと、いつものように笑って言ってくれるのではないかと、心のどこかで期待していた自分がいた。

「ごめんなさい。部屋に上がります」

　七海は顔をそむけて、千歳の手を振り解ほどく。

「七海さん」

「荷物をまとめたら、ちゃんと出ていきますから」

　木戸を開いて、通り庭を小走りに抜ぬける。

　千歳はそれ以上引き止めることも、追いかけてくることもなかった。







　大学の正門前に堂々と停とまる黒くろ塗ぬりの車の脇わきを、学生が徒歩や自転車で通り抜けていく。

　七海はひどく恐きよう縮しゆくしながら車から降りた。

　大学にはバスでいくつもりだったのだが、危険だからと言われ、毎日送り迎むかえしてもらっている始末だ。

　わざわざ車を降りて見送ってくれる運転手の男性に頭を下げて正門をくぐり抜ける。

（やっぱり、犬塚さんにバスでいくって言った方がいいよね）

　危ないというが、真っ昼間から物ものの怪けに襲おそわれる心配はおそらくないだろう。帰りもそう遅おそくなるわけではない。

「七海！」

　呼ばれて振り返ると、奈央が駆かけ寄ってくる。

「おはよー」

「おはよう」

　七海は笑えみを返し、奈央と並んで歩き出した。

「あれ、七海が乗ってきた車でしょ？　すごいよね」

　恥はずかしさを覚えながら、「うん」と小さくうなずく。

「あのイケメンの大家さんのところから変わったんだっけ。いま、どこに住んでるの？」

「犬塚さんのお宅にお世話になってるよ」

「犬塚さん？」

「交番で警察官やってる人」

「運転手つきの高級車持ってる交番のおまわりさんってどんな人よ!?」

　奈央が呆あきれたような顔をして言うので、七海は苦く笑しようした。

　千歳の家は謎なぞめいていたが、健吾の家も別な意味で謎めいている。

　家には人が大勢出入りしているが、なにかの商売をしているという風でもない。

「親切な人だよ。お家うちの人も」

「でもさ、本当に良かったの？」

　奈央が言いにくそうに尋ねる。

　なんのことかはきかなくても分かったので、「うん」とうなずくだけに留とどめた。

「あ、でも、いまのところもそんなに長くお世話になるわけにはいかないから、寮りように入れたら入りたいんだけど……奈央ちゃん、寮でしょう？　空きってありそう？」

「あー、いまは難しいと思うよ。でもさ、うちの寮って門限あるでしょ。だから、バイトしたい子が出ようかって話してた。シェアハウス借りて、何人かで住めば寮とそんなに家賃変わらないって言ってたし。だから、そのうち空くんじゃないかな。きいてみてあげようか？」

「うん、ありがとう。すごく助かるよ」

「どうせなら、同室だったらいいのにね。いま、三年の先輩と一いつ緒しよなんだけどさ。その人、酒しゆ豪ごうでベッドに一いつ升しよう瓶びん並べてるし」

　うんざりしたように、奈央が顔をしかめる。

「すごい先輩だね。でも、私も奈央ちゃんと同じ部屋になれるといいな」

　寮の生活もきっと楽しい。土日アルバイトして、節約をすれば生活費はなんとかまかなえる。

　他ほかの学生たちもそうして頑がん張ばっているのだから自分にもできるはずだ。

　奈央と他た愛あいない話をしながら、笑い合う。

　なにか別のことで気を紛まぎらわせていれば、いつかは慣れていく。慣れなければいけない。
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　夕方すぎに家に戻もどった千歳は、ビニール袋ぶくろを提さげて廊ろう下かを渡わたり、台所をのぞく。

　磨すりガラスの窓には夕日が当たり、オレンジ色に染まっていた。

　居間の襖ふすまを開いてから、「ああ、そうか」と呟く。

　足もとに寄ってきた雪平が行ぎよう儀ぎ良く座り、寂さびしそうな鳴き声をもらす。

　縁えん側がわにいき、腰こしを下ろした。

　そばにおいたビニール袋に目をやってから、紙箱を取り出し、まだホカホカしているたい焼きを一つつまんで口に運ぶ。

「こんなに静かだったかな」

　呟いて、横に寝ねそべっている雪平にたい焼きの尻尾しつぽの欠片かけらをやった。

　庭の猫ねこたちも随ずい分ぶんと大人しい。

　裏口が開いたので、ふっと顔を上げる。

「なんだ……健吾か」

　千歳は苦笑をもらして、浮うかせた腰を戻す。

「誰だと思ったんだ？」

　制服姿の健吾が縁側にやってくる。そして千歳のそばに腰かけた。

「食べますか？　多めに買ってしまって」

　たい焼きの箱を差し出すと、健吾が手を伸のばして一つ取る。

「ちゃんと、飯は食ってるのか？」

「いま、食べてるじゃないですか」

「たい焼きは飯じゃないだろう。あまり、手を抜いたものばかり食うなよ」

「七海さんの様子、どうです？」

「ちゃんと大学には通っている。元気そうにしてるぞ」

「家事とか頼たより切りだったから、あまり遊ぶ暇ひまもなかったのかもしれませんね」

　たい焼きを見つめる千歳の瞳が、夕日に淡あわく染まった。

　その横顔を一いち瞥べつしてから、健吾は庭に視線を戻す。

「なにが大事かは本人が決めることだと思うが？　お前はどう思っているのか知らないが、あの子は俺の家にいる時より、この家にいる時の方が幸せそうだったぞ」

「そんなことないでしょう。色々と我が慢まんさせてしまったんだと思っています。七海さんは言わなかったけれど。俺は気が利きかないから……」

　健吾が呆れ気味のため息を吐ついた。

「あまり疎うとすぎるのも考えものだぞ」

　千歳は微び笑しようを浮かべたまま、雪平の毛ざわりを確かめるようにゆっくりと手を滑すべらせる。

「聞いているのか？」

「例の物の怪の方はどうなっています？」

「このところ姿を見せていない。三人食ってひとまずは腹が満たされたんだろう」

　健吾は制服の胸ポケットから折りたたんだ紙を取り出す。

「いままでの目もく撃げき証言と、人間が襲われた場所から行動範はん囲いは絞しぼってみた。あてになるかは分からんがな」

「テリトリー外には出ないでしょう」

　受け取った四つ折りの紙を広げて確かめる。洛らく東とう周辺の地図だ。かなり絞り込まれてはいる。

「この範囲内の廃はい屋おくは一通り当たってみた方がいいでしょうね」

「山の中に潜ひそまれていたら厄やつ介かいだがな。物の怪の正体について、見当はついているのか？」

「大凡おおよそは。でも、実際にさがしてみないことには」

「囮おとりでも使えば、出てくるかもしれんが」

　西日がまぶしそうに、健吾は顔をしかめる。

「俺や健吾では無理ですよ。気配で気づかれる。用心深い物の怪のようですし」

　人間を囮に使うわけにはいかない。出てくるのを地道に待つか、ねぐらをさがし当てるかのどちらかだが、そのねぐらも転々としているようで特定しがたい。

　廃屋や古い屋や敷しきの付近には、物の怪の気配を感知するお札を貼はっておいたが、必ずしも目的の物の怪が引っかかってくれるとは限らないだろう。

「俺の方でも、もう少し追ってみる」

　たい焼きを食べ終えると、健吾は手を払はらってから立ち上がった。

「健吾」

　千歳は思わず呼んでから、目を伏ふせる。

「いえ……なんでもありません」

「なにか伝えることがあるなら聞いておくぞ」

「いいえ、いいんです。七海さんのことをよろしくお願いします」

　千歳はそう答えて笑えみをつくった。




　　　　三




　七海は的を見み据すえ、矢をつがえた弦つるを引き絞る。

　集中してから放つと、真っ直すぐに飛んだ矢は的からかなりそれてしまった。

　ふっと息を吐くと、「悪くないね」と声をかけられた。冬夜が後ろから見ていたようだ。

「でも、的には一度も当たらなくて」

「最初は誰だれだってそうさ。自分の足を射い貫ぬきそうになっていた頃ころに比べたら、格段の進歩だよ」

「そのことは、あまり……言わないでください」

　七海は恥はずかしさを覚えて弓を握にぎる手に力を込める。

「褒ほめてるんだよ。筋は悪くない。やっぱり、俺の目に狂くるいはなかったかな」

　七海自身、楽しさがようやく分かりかけてきた。それに、いまは集中できるものがあることがありがたい。余計なことを考えなくてもすむから。

　足もとのタオルを拾い上げて汗あせを拭ぬぐっていると、ミネラルウォーターのペットボトルを差し出される。

「休きゆう憩けいしたら？」







　廊下の黒電話が鳴り続けていた。

　健吾でもよほどのことがなければ家の電話にはかけてこない。まして、いまは深夜だ。

　仕事部屋から出てきた千歳は黒電話の前に立つと、不ふ審しんそうな顔をしながらその受話器を取った。

『猫乃木さん？　先日はどうも』

　耳に押し当てた受話器から、笑いを含ふくんだ男の声が聞こえる。

「狐賀冬夜……」

『七海ちゃんから連れん絡らく先をきいてね。今時、家電しかないってありえないでしょ』

　冬夜が気さくに七海の名を呼ぶことに不快感を覚えて眉まゆをひそめた。

「なんの用ですか？」

『彼女、借りていくよ』

　千歳は一いつ瞬しゆん、言葉に詰つまる。受話器を握る手に無意識に力がこもった。

「七海さんに手を出して、俺が黙っているとでも？」

『あんたが追ってる物ものの怪けをいただこうと思って』

「まさか……そのために彼女を囮にするつもりか」

『危害が及およぶ前に片づけるさ。あんたは、そこで見物でもしてなよ。猫乃木さん』

「彼女をどこへやった……いま、どこにいる！」

　怒ど鳴なるように尋たずねたが、冬夜は愉ゆ快かいそうに笑うばかりで答えず通話が切れてしまう。

　不通音の鳴り続ける受話器を手に、千歳はギリッと歯は軋ぎしりした。




　──彼女になにかあれば、殺してやる。







　七海は暗くら闇やみの中にうずくまったまま腕うでをさする。

　耳を澄すませてみたが不気味なほど静まり返っている。

　冬夜の車で連れてこられた時、鬱うつ蒼そうと木々に囲まれた細い山道を通ったのは覚えているが、ここがどこなのか、正確な場所までは分からなかった。

　七海はまだそれほど、京都の地理にくわしくはない。

　到とう着ちやくしたのは、廃はい墟きよになった山さん荘そうだ。

　冬夜は「必ず助けにくるから」と、言い残して姿を消した。車の走り去る音が聞こえていたから建物内にはいないだろう。

　押し入れの中にうずくまったまま、どれくらいこうしていたのか。

　なにがあっても出ないようにと言われたが、時間がすぎるごとに不安が増す。

　いやだ、ここにはいたくない……。

　闇やみに潜む言い知れぬものの気配を察したように、先ほどから全身の震ふるえが止まらなかった。

（私がやるって言ったんだから）

　七海は唇くちびるを嚙かみ締しめて、抱だき寄せた膝ひざの間に顔を埋うずめた。







『猫乃木さんがさがしている物の怪？』

『どうやら用心深い物の怪らしくてね。随ずい分ぶんとてこずっているようだよ』

　サークルの後で誘さそわれ、一いつ緒しよに入った大学近くの町屋カフェ。

　奥まった席に、冬夜と向かい合って座っていた。冬夜の前にはアイスコーヒー、七海の前には綺き麗れいなルビー色をしたハイビスカスティーがおかれている。

『どうして、私にその話を？』

『気になっているんだろう？』

『私はもう……猫乃木さんの家の居い候そうろうじゃないですよ』

『本当にそれでいいの？』

　最初から千歳は十分、一人でやってきた。

　千歳とのつながりを必要としていたのは自分の方だ。

『君は知らないんだね』

　グラスに視線を落としていた七海は、冬夜の顔を見る。

『彼は昔、あの家で家族を物の怪に殺されている。生き残ったのはあの人だけだったそうだよ』

　七海は言葉を失う。

　思い当たる節はあった。柱や廊ろう下かの床ゆか、天てん井じようにできた黒い染しみ。最初は雨もりの跡あとかと思ったが違ちがう。家は古いのに、畳たたみや襖ふすま、障子などはすべて張り替かえられていた。

　まるで、なにかの跡を隠かくそうとするように。

『相当な惨さん状じようだったようだね。だから、君を同じ目には遭あわせたくなかったんじゃないかな？　彼がいま関かかわっている物の怪は人間ばかりを襲おそうようだし』

（そんな……それじゃあ、猫乃木さんは）

『七海ちゃん、彼を助けたくはない？』

　冬夜が身を乗り出し、七海の耳もとで囁ささやく。

『君が手を貸してくれれば早く片づく。そうすれば、彼のもとにも戻もどれるだろう？』

　戻れるのだろうか？

　戻ってもいいのだろうか？

『どうして、狐賀さんは……』

『あの人には色々と借りがあるから。それに、俺も同業者だからね』

『魔ま除よけ屋、なんですか？』

『君は彼を助けたいだろうし、俺は物の怪をさがしている。利害は一いつ致ちしていると思うけどね』

『なにを……すればいいですか？』

　できることがあるのなら、どんなことでもする。

　それが、千歳の役に立つというのなら。

　意を決して冬夜を見れば、彼はゆっくりと微び笑しようを浮うかべた。
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　真っ暗な廊下を、千歳は用心深い足取りで進む。夜目がきくため、明かりは必要なかった。

　先を進む雪平が不意に立ち止まり、毛を逆立てながらうなり声を上げた。

　廊下の突つき当たりに、ほの暗い狐きつね火びが浮かんでいる。

　破れた襖に映るのは尖とがった耳と、フサフサとした尾おを持つ狐の影かげ。

　千歳は不快感と静かな苛いら立だちを込めて、弓を手に立ち塞ふさがる狐賀冬夜を見据えた。

「本当に血相を変えてすっ飛んでくるとはね」

「七海さんは？」

「安全な場所にいる。あの場から動かなければだけど」

「いま追っている物の怪は人間を三人も食い殺している。そのことを知らないわけではないでしょう」

　寺院の庭先にあった五ご輪りん塔とうが破は壊かいされていた。祀まつられていたのは五百年以上前の戦乱で死んだ無念仏だ。強い怨おん念ねんを抱いだいたまま亡なくなった死し霊りようが集まり物の怪と化したもの。

　冬夜も千歳と同じ、『あやかし狩がり』を生業なりわいとする者だ。物の怪のことは熟知している。

　怨おん霊りようが本気で暴れ出せば、一人や二人の犠ぎ牲せいではすまない。時には百人からの犠牲が出る。怨霊が物の怪と化したものはそれほど強い妖よう力りよくと憎ぞう悪おを宿している。

「それはあんたの獲え物ものだろう？　俺の獲物はあんただよ、猫乃木さん」

　漂ただよう狐火をつかみ、矢の先に宿す。それを弓につがえ、ゆっくりとかまえた。

　冬夜を見返した千歳の瞳ひとみが、静かな殺気を宿して鋭するどさを増す。

「あんたが彼女に執しゆう着ちやくする理由は分かるよ。猫神の血と人の血を引いているせいか、彼女のにおいは実に蠱こ惑わく的だよ。おかげで、あんたのさがしていた物の怪も寄ってきた」

　冬夜の指が、キリキリと弦つるを引き絞しぼる。

「それに、あんたもね。これ以上の餌えさはさがしてもなかなか見つかるものじゃない」

「ふざけた真似まねを……」

　紅くれないの炎ほのおをまとった矢が放たれる寸前にお札を投げる。

　青白い光の障しよう壁へきと、勢いよく広がった炎とが宙で衝しよう突とつした。

　砕くだけた障壁の破は片へんと炎が散り、ゆっくりと消える。

「あなたと遊んでいるような暇ひまはない。そこを退どいてください。邪じや魔まです」

「あの子は無事だと言っただろう。他ほかのことを気にかけてる余よ裕ゆうなんて、あんたにはないと思うけどね」

　襖が破られる瞬しゆん間かん、千歳は雪平を抱かかえながら後方に飛び退のいた。

　目の前をよぎったのは、鎌かまのように鋭く尖った骨の腕。

　揺ゆれる狐火が照らし出したのは、巨きよ大だいなどくろの虚うつろな目の穴だった。

　ムカデの足のようになった肋ろつ骨こつが、ガシャガシャと音を立てながら這はいまわる。醜しゆう悪あくという他ない風ふう貌ぼうと、ぞっとするような妖よう気き。血なまぐさい息が温ぬるい風とともに廊下へと流れ出す。

「あんたがさがしてたのは、そいつだろう？」

　狐賀冬夜は同業柄がら、因いん縁ねんはある。

　お互たがいに同じ物ものの怪けを追いかけていれば奪うばい合いにもなり、テリトリー争いも起きる。まして、『狐賀』の家と、『猫神』の家は千年以上の昔からこの京都で勢力争いを繰くり広げていた。お互いに相あい容いれないのは、昔から分かっていたことだ。

「相変わらず、卑劣なことばかりに知ち恵えがまわる」

　嫌けん悪お感かんを込めて吐はき捨てると、冬夜は声もなく笑う。

「それは褒ほめ言葉と受け取っておくよ、猫乃木さん」

　千歳はグッと唇を嚙み、お札を二枚投げる。

　柱に貼はりついたそれが結界となり、大どくろの鎌のような腕うでを弾はじき返した。

　風の音に似た不気味な悲鳴がとどろき、大どくろが暴れまわる。

　さらに二枚のお札を投げて結界を強化したものの、打ち破られるのは時間の問題だろう。

　千歳は腕に抱えた雪平を床に下ろして、一歩後ろに下がった。

「気をつけた方がいい。相当に飢うえているから。逃にがせば七海ちゃんを食いにいくよ？　こいつ、彼女のにおいを覚えたようだから」

　冬夜は愉ゆ快かいそうに言って、悠ゆう然ぜんとその場を立ち去る。

　千歳はその姿を一いち瞥べつしてから、苦々しげな顔をした。

　腹立たしいが、冬夜の言う通りだ。いまこの場で始末しなければ、この物の怪はどこまでも七海につきまとう。一度獲物を定めたら執しゆう念ねん深くつきまとうものだ。

　だから、なんとしてもこの場で……。

　部屋に視線を戻した千歳は眉まゆをひそめる。

（消えた？）

　結界は破られた気配はなかった。

　だとすれば……。

　千歳が頭上に視線をやった瞬間、天井の一部が崩くずれ落ちる。

　天井板の破片が降り注ぎ、物の怪の腕が目の前を掠かすめる。千歳はグッと奥歯を嚙み締しめながら、雪平を抱えて後方に飛び退いた。







「なに？」

　聞こえてくるのが、風のうなる音なのか、なにかの咆ほう哮こうなのか分からない。

　不安にかられながら息を潜ひそめて様子をうかがっていると、誰だれかが入ってくる気配がした。

　祖母からもらったお守りを握にぎり締めながら、隅すみに身を寄せる。

　足音が近づき、押し入れの前で立ち止まった。

　襖が開くと同時に、七海は悲鳴を上げて飛び出す。

　ぶつかった拍ひよう子しに、相手と一いつ緒しよに倒たおれ込んだ。

「七海ちゃん、俺としては嬉うれしいんだけど、女の子が男の上に馬乗りになってるのはどうかと思うよ？」

「狐賀さん!?」

　慌あわてて退くと、冬夜が上体を起こした。

「君って、意外と勇ましいね」

「ごめんなさい、物の怪かと思って」

「……まあ、違いないけど」

「え？」

「いや、こちらのこと。立てる？」

　冬夜が立ち上がり、七海を引っ張り起こした。

「狐賀さん、物の怪は」

「ああ、あれはもういい。目的は果たしたし。こんなところまで君を連れてきて、怖こわい思いをさせて申し訳なかったね」

「退治……できたんですか？」

　怪け訝げんに思いながら尋たずねる。

　暗がりの中でほの暗く光を帯びた冬夜の瞳は紅の色だった。七海はビクッとして、わずかに足を引いた。

「狐賀、さん？」

「そんなところだ」

（うそ……うそだ。だってこんなに）

　山さん荘そうの中に立ち込めるむせるような妖気はまだ消えていない。それどころか、押し入れを出た途と端たんに吐き気を覚えるほどの息苦しさと圧あつ迫ぱく感かんを感じた。

「家まで送るよ、七海ちゃん」

　冬夜は部屋を出ていこうとするが、七海の足は躊ちゆう躇ちよしてその場から動かなかった。

「どうしたの？　歩けない？　それとも抱いて運んで欲しい？　いいよ、君ならね。軽そうだし」

　冬夜が振ふり返り、冗じよう談だんめかした口調で言う。

「狐賀さん、猫乃木さんはどこですか？」

　七海が真しん剣けんな瞳で見つめると、冬夜の口もとから笑えみが消えた。

「この山荘にいるんでしょう？」

　冬夜がゆっくりと近づいてくる。それに合わせて、七海の足も後ろに下がった。

　背中がトンと壁かべに当たる。

「なんで気にするの？　君はあの人に捨てられたくせに」

　七海は愕がく然ぜんとして目の前に立つ冬夜を見る。

「ち……がう」

「なにが違ちがうの？　家から追い出されたんだろう？　君のこと面めん倒どうになったんじゃないの？　それなのに、あいつのことばかり……健けな気げだよね、七海ちゃん」

　気分の悪さを覚えて、動どう悸きがする胸を手で押さえた。

（違う……猫乃木さんは……）

　青ざめて動どう揺ようする七海の耳もとで、冬夜がクスクスと笑う。

「あの人をいくら思ったところで報むくわれないよ。それにどうせ、今いま頃ごろ」




　──死んでる。




　七海は目を見開き、反射的に冬夜の胸を突つき飛ばそうとした。だが、腕がつかまれ、動きを封ふうじられる。

「どうして、そんなこと言うんですか！　猫乃木さんになんの恨うらみが！」

「恨み？　そんなものはないよ。俺はただあの人が嫌きらいなだけで。まあ、強しいて言うのなら目め障ざわりかな。あの人はいつも俺の欲しいものを奪っていくから」

「狐賀さんは、最初から猫乃木さんを陥おとしいれるために私に近づいたの？」

　サークルに誘さそってくれたのも、弓きゆう道どうのことや物の怪のことを教えてくれたのも親切ではなく、最初から打算……。

　そのことに、思った以上に傷ついている自分がいた。

「だから、言っただろう？　下心なく優しくしないって。人をあまり信じるものじゃないよ。俺は人でもないけどね」

　七海は震ふるえる手で、自分の口もとを押さえた。

（猫乃木さんは分かってたんだ。だから、近づくなって……それなのに、私は！）

「ごめんね、七海ちゃん。いまさらだけど、君を巻き添ぞえにするつもりはなかった。最初はあいつの家に居い候そうろうしているなんて知らなかったし。俺はこれでも君を気に入っている」

「退いて……そこを、退いて！」

　七海は強く言って、冬夜を見み据すえる。

「相手は低級の物ものの怪けじゃない。いけば君も無事ではいられないよ」

「だったらなおさらいかないと。猫乃木さんが危ないということでしょう！」

「君はただの人間だよ。物の怪を相手にできる力なんてないだろう？」

「自分が無力だってことくらい分かってる！」

　うつむいて、唇くちびるを嚙かみ締める。

　いやというほど、身に沁しみて分かっているのだ。

　それでも、千歳を見捨てて自分だけ逃げるなんていやだ。そんなことはできるはずがない。

　千歳は何度も、何度も、助けてくれたのに。

「私は猫乃木さんを助けにいく」

　七海は顔を上げると、毅き然ぜんとして冬夜を見返した。

「君って子は……」

　冬夜は呆あきれたように呟つぶやいた。

「そこを退いてください、狐賀さん」

「自分の身を物の怪の餌えさとして投げ出すつもりかい。正気の沙さ汰たじゃないよ、それは」

「あなたには分からないかもしれない。でも、私には猫乃木さんが必要なんです」

　顔を片手で押さえ、冬夜が笑い出す。

「なにが、そんなにおかしくて……」

「いきなよ。一緒に食われたいって言うなら好きにすればいい」

　冬夜が一歩さがる。

　七海はその横をすり抜ぬけて駆かけ出そうとした。

「七海ちゃん」

　呼び止められて、振り向くと矢や筒づつと弓を差し出される。

「手ぶらよりはましだろう？」

「狐賀さん……」

「弓道サークルの先せん輩ぱいとしてだよ。そのかわり、俺は後のことには責任を持たない」

　七海は迷うように弓と矢筒を見てから、手を伸のばして受け取った。

　責任なんて、冬夜にとってもらいたいなんて思わない。今回の一件に首を突っ込んだのも、千歳を助けにいくのも自分の意思で決断したことだ。

「ありがとうございます、お借りします」

　七海は深く頭を下げ、それを胸に抱だきながら駆け出す。

　冬夜は前まえ髪がみを搔かき上げると、苛いらついたようにため息をもらした。
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「猫乃木さん、どこ？」

　七海は弓と矢筒を手に、慎しん重ちように廊ろう下かを歩く。

　物音や振しん動どうが止やみ、不気味なほどに静かだった。残存する妖よう気きだけがユルユルと漂ただよっている。

　階段を下りていくと、微かすかな猫ねこの鳴き声が聞こえた。

　物もの陰かげにうずくまって鳴いている白黒の猫を見つけて駆け寄る。

「雪平！」

　耳と後足に怪け我がを負っているらしい。傷は深くなさそうだがひどく痛そうだ。

　七海はその体を慎重に抱き上げた。

（猫乃木さん、無事だよね？）

　襖ふすまは倒たおれ、柱には亀き裂れつが入っている。床ゆかにも大きな穴が空いていた。

　七海は不安にかられて足を急がせる。

　倒れた襖を避よけて部屋に足を踏ふみ入れると、血が点々と続いていた。

「猫乃木さん、どこ？」

　背後で壁の崩くずれる音がして振り返る。そのまま、七海は恐きよう怖ふにかられて動けなくなった。

　壁の綻ほころびからのぞいているのは、巨きよ大だいなどくろの目だ。バリバリと壁が崩れ落ち、物の怪が姿を現す。

　七海の腕うでから飛び出した雪平が、毛を逆立ててうなる。

「駄だ目め、雪平！」

　あんな化け物に、猫一匹が敵かなうはずもない。

　雪平は七海を庇かばっているつもりなのだろう。どくろの前に立ち塞ふさがっている。

　大どくろが骨だけの醜しゆう悪あくな図ずう体たいを、ズルッと動かした。

（こんなの、猫乃木さんは一人で相手に……）

　足が震えて座り込みそうになり、柱をつかむ。

　怖おじ気づいている場合ではない。

　千歳を見つけて一いつ緒しよに帰るのだ。

　七海は自分に言い聞かせるように、強く唇を嚙む。

　矢を弓につがえ、七海は大どくろを見据えた。

　目をそらさないこと。

　気を散らさないこと。

　ただ一点に集中する……。

　弓道サークルで教わったことを思い返し、七海は弦つるを絞しぼる。

　物の怪の意識がこちらに向くのが分かり、せり上がってきた恐怖を無む理り矢や理り吞のみ込んだ。

　大どくろがにじり寄ってくる。

（お願い、当たって！）

　放った矢がその頭ず蓋がい骨こつの眉み間けんに命中した。大どくろが甲かん高だかい咆ほう哮こうを上げる。

　気づいた時には、その鎌かまのような腕が眼前に迫せまっていた。

　動けない。次の矢をつがえ、弓をかまえる余よ裕ゆうもなかった。

　咄とつ嗟さに目を瞑つぶって身をかばう。

　その体が抱かかえ上げられたので驚おどろいて目を見開くと、千歳の腕の中だった。千歳はそのまま、横に飛び退のいて物の怪の腕をかわす。

　七海は驚きのあまり声が出せず、千歳の顔を見つめた。

　額から滴したたる血が、ポタポタと七海の頰ほおに落ちる。

「あなたは……本当に無む茶ちやをするんだから」

　千歳の腕がはなれると、床にストンと座り込んだ。

「ごめんなさい……でも、猫乃木さんも無茶をするから！」

　心配で、不安で、じっと待っていることなんてできなかった。

　ふっと笑えみをもらした千歳が七海の髪に軽く触ふれる。
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「猫乃木さん？」

「絶対、ここから動かないでください」

　千歳は笑みを消し、七海に背を向けて二歩ほど進み出た。

　怒いかり狂くるった大どくろが、襖をなぎ払はらいながら突とつ進しんしてくる。

　危ないと言おうと思うのに、声が出なかった。

　千歳はお札の束を宙に向かって放ち、軽く片手を払う。それは縄なわのように連なり、大どくろの体に絡からみついた。

　身動きを封ふうじられた大どくろが、金切り声を上げてもがく。

　千歳は懐ふところからお札を取り出し、自分の血をぬぐいつけた。

「魔ま縁えんのものは、魔縁へと帰れ」

　高く掲かかげたお札の青白い光が、部屋一面に広がる。

　大どくろの一ひと際きわ大きな絶ぜつ叫きようが聞こえた。

　光が徐じよ々じよに薄うすれていき完全に消しよう滅めつした時には、大どくろの姿はどこにもない。かわりに、畳たたみの上に黒く焼け焦こげた千歳のお札と、人骨らしきものが一面に散乱している。

　静まり返った部屋の中、外から吹ふき込む夜風が血なまぐさい臭しゆう気きと妖気を払った。

「猫乃木さん！」

　駆け寄って、倒れかけた千歳の体を支える。背中にまわした手が濡ぬれた。そのヌルッとした感かん触しよくは血のものだ。見れば肩かたから背中にかけて、深手を負っている。

「猫……乃木さん、怪我を」

　七海は青ざめ、震ふるえる手で抱だき締しめる。

「片づいたら、迎むかえにいくつもりだったんです」

　七海に寄りかかりながら、千歳がポツリと言った。

「私、あの家に……戻もどってもいいんですか？」

　返事の代わりに微笑ほほえんだ千歳は、すぐに目を伏ふせた。顔が青白く、額にはうっすらと汗あせをかいている。意識を保っているのが難しいのだろう。

　七海は千歳の重さに引きずられるように、抱えたままペタリとその場に座り込んだ。

「猫乃木さん？」

　呼びかけてみたが反応はない。その肩を軽く揺ゆすろうとした瞬しゆん間かん、腕から重みが消えた。そして、膝ひざの上にパサリと千歳の着ていた着物が落ちる。

　七海は抜け殻がらのように残されたその着物を、呆ぼう然ぜんとして見た。

　千歳の姿が目の前から忽こつ然ぜんと消えたのだ。かわりに、着物の下になにかが横たわっていた。

　緊きん張ちようした心臓が、ドクン、ドクンと跳はねる。

　七海は逡しゆん巡じゆんしてから、着物の下に手を差し入れた。

　うずくまっていたのは、尾おが二本ある三み毛けの雄おす猫ねこ。

（ああ……そうだったんだ）

　猫の赤く濡れた毛をそっとなでる。

　驚きはしなかった。怖こわいとも思わない。

　この人に守られてきた。

　たった一つの居場所をくれた人。

　七海は千歳の体をギュッと抱き締める。

「猫乃木さん……」

　千歳は目を伏せたままピクリとも動かない。その体からは徐々に体温が失われていくように思えた。七海の服の袖そでは、千歳の体から流れ出た血ですでに赤く濡れてしまっている。

「猫乃木さん、しっかりして……猫乃木さん！」

　いやだ。

　失いたくない。

　この人を……。

　しっかりしろと自分に言い聞かせるように、ふらつく足に力を込めて立ち上がる。

　七海は雪平を促うながして、駆かけ出した。




　──あなたを、死なせない。







　山道の途と中ちゆうで停とめた車のドアに寄りかかりながら、冬夜は腕うで時ど計けいに目をやった。

　無理矢理にでも連れ出すべきだったと、いまさら後こう悔かいしている自分に呆あきれて苦く笑しようした。

「強ごう引いんな男は、嫌きらわれるか……」

　ため息まじりに呟つぶやく。

　未練がましいのは柄がらではない。それに彼女はこの手を拒こばんで千歳を選んだ。その時点で彼女を保護する責務から外れている。

　無防備で、危なっかしくて、そのくせに妙みようなところで心の強さを見せる。

　他人のものが欲しくなるのは自分の悪あく癖へきだ。

　自じ嘲ちようをもらしてから、いい加減、待つのも飽あきて車のドアに手をかけた。

　ヘッドライトの明かりに気づいて顔を上げると、黒くろ塗ぬりの車が数台、連なりながら山道を上がってくる。

　停車した車から降りてきたのは、数人の男たちだった。

　黒一色のスーツに身を包んだ犬塚健吾が進み出る。

「あんたまでわざわざ出てくることはなかったのに。物ものの怪けの方も片づいたようだし」

　山を包んでいた妖よう気きが消え、夜気を含ふくんだ生暖かい風が何事もなかったように吹き抜ぬける。

「俺が用があるのはお前だ。狐賀冬夜」

　健吾が鞘さやに入った日本刀を冬夜に向ける。その手は柄つかにかかっていた。

　こんな時に限って、弓を七海に預けてしまった。

　冬夜はふっとため息を吐ついて、腰こしに手をやる。

「掟おきてに抵てい触しよくするような真似まねをした覚えはないけど？」

「卯月七海を囮おとりに利用しただろう」

「彼女は自分から協力を申し出た。俺が強要したわけじゃないよ。それに危害を加えたわけでもない。咎とがめ立てされるいわれはないけどね」

「それで言い逃のがれをしたつもりか？」

　健吾は抜き身の刀を冬夜に向かって突つきつけた。

「あんたが京都守護職を預かる犬塚のものだってことは知ってる。だからといって、狐賀のことにまで首を突っ込んでいいとは思わない方がいい」

「俺は京の都の治安を乱す者は許さない。それがどこの誰だれであろうともだ」

「相変わらず、馬ば鹿かがつくほど真ま面じ目めなことで」

　目を眇すがめながら皮肉を込めて言う。

「人間のガキを誑たぶらかして五ご輪りん塔とうを破は壊かいしたことについては追つい及きゆうしない。どうせ、お前のことだ。都合の悪い証しよう拠こなど残してはいないだろう」

「俺を斬きれば、狐賀の本家は黙だまっていないと思うけどね。犬塚と狐賀が揉もめることになるのは、そちらとしても本意じゃないだろう」

「それで、俺が見み逃のがすとでも？」

「あんたがこの京都の安あん寧ねいを守りたいのなら、藪やぶをつついて蛇へびを出すような真似はしないさ」

　健吾が刀を引いて、かわりに冬夜の胸むなぐらをつかむ。

「あまり、舐なめた真似をするなよ」

「俺のことより、早くいかなくていいの？　あれだけの物の怪相手に、あの人でも無事ではすまないと思うけど」

　お互たがいに睨にらみ合ったまま、動かなかった。

　先に手を引いたのは健吾の方だ。冬夜の胸ぐらをはなして後ろに下がる。

「今度、卯月を巻き込めば千歳ではなく、俺が許さない」

「それ、公私混同だよ。犬塚さん」

「そうだろうな」

　健吾は冬夜を睨むように一いち瞥べつし、刀をストンと鞘に収めた。

　男たちを促して車へ引き返す。全員が乗り込むと、車はエンジン音を響ひびかせながら山さん荘そうに向かって山道を上がっていった。

「今時、掟とか……古くさいものを後生大事に守っているから駄だ目めなんだよ。あんたたちは」

　冷めた目をして呟いてから、冬夜は自分の車のドアを開いた。







　山荘の玄げん関かんを出ると、門の前に車が停まっていた。

　ヘッドライトの明かりが、雑草だらけの庭と七海の姿を照らす。

「卯月！」

　車から降りた人ひと影かげが呼ぶ。

「犬……塚さん」

　七海は腕うでに千歳を抱かかえたまま、車に駆け寄っていった。




　　　　四




　三日ぶりに大学へいった七海は、講義室の隅すみの席に腰を下ろし、バッグからノートやテキストを取り出す。

「七海！」

　顔を上げると、奈央が女子学生たちと別れてやってきた。

「おはよう、奈央ちゃん」

「大だい丈じよう夫ぶ？　ずっと休んでたし、連れん絡らくしてもつながらないからさ」

　奈央は隣となりに腰をかけて、ひどく心配そうな顔をする。

「ごめんね。ちょっと、出られないところにいて」

　奈央から何度も連絡が入っていたのは、ちょうど山荘の押し入れに隠かくれ、物の怪を待っている時だった。ようやくメールに返信ができたのは昨日になってからである。

「元気なんだよね？」

「うん、私はなんともないよ」

「ならいいけどさ。なにか相談したいこととか、困ってることがあるなら言うんだよ？」

「ありがとう、奈央ちゃん」

　そう言ってくれるだけでも、随ずい分ぶん励はげまされる気がした。

「なにがあったの？」

　まさか物の怪絡がらみだとも言えず、七海は困ったような顔をする。

「えっと……家のことで」

「また、追い出されたんじゃないでしょうね？　だったら、私の部屋にきな。ベッド狭せまいし、同室の先せん輩ぱいは酒さけ臭くさいけどさ。あんた一人くらいなら、私が養ってあげるよ！」

　グイッと頭を引き寄せられ、華きや奢しやなわりにはかなり豊かな奈央の胸に押しつけられる。

「うん、嬉うれしいんだけど、住むところの問題じゃなくて」

　不意に女子学生たちが色めき立つ。

　奈央と七海は同時にドアの方を向いた。

「ああ、いたいた。七海ちゃん、ちょっといいかな？」

　視線が、七海とドアのところにいる冬夜に集中する。

「狐賀さん」

　冬夜は千歳を陥おとしいれようとした。それは許せないし、信用できない人であることも十分に分かっている。迂う闊かつについていくわけにはいかない。

　迷っている間に冬夜が遠えん慮りよなくやってくる。そして身を屈かがめて七海の耳もとに顔を寄せた。

「物の怪絡みの話なんてこんなところでできないでしょ」

　勢いよく立ち上がった拍ひよう子しに、パイプ椅い子すがガタッと音を立てた。

「七海？」

　奈央に「ちょっと、いってくるね」と断ってから、冬夜に連れられて講義室を出る。

「狐賀さん。私、これから講義があるんです」

「うん、俺もなんだけどね」

　にっこりと微笑ほほえみ、冬夜は人目も気にせず、七海を強引に引っ張っていった。







（やっぱり……よせばよかったかな）

　連れていかれたのは、大学の裏手にある弓きゆう道どう場だ。講義の時間なので、他ほかに学生の姿はない。

　学校内だから大丈夫だとは思ったのだが、二人きりになると不安にかられる。千歳に対してまた悪わる巧だくみをしていないとも限らないのだ。

　七海は気を緩ゆるめないようにしようと、正座し直した。

「悪かったね。急に」

　ペットボトルを手にした冬夜がやってきて、そばに腰こしを下ろす。

　七海は警けい戒かいするように横にずれて距きよ離りをおいた。

「もしかして、俺、君に嫌きらわれた？」

　傷ついたような顔をされると、なんだか自分が悪いことをしたような気持ちになってしまう。

「そういうわけじゃ」

　冬夜は確かに、千歳の敵と言っていいだろう。だが、七海には危害を加えたことはない。山荘で弓を貸してくれたのも、七海の身を案じてのことだ。

（そうだ……）

　七海は思い出し、冬夜の方に膝ひざを向けた。

「弓、ありがとうございました」

「ああ、あれ……役に立った？」

「はい。おかげさまで。明日あした、持ってきます」

　山荘におき忘れていたところ、後日健吾が届けてくれた。

　あの時には千歳が怪け我がを負っていたために、そのこと以外考えられなかったのだ。

「いいよ、七海ちゃんが持ってな」

「そういうわけには」

「君には必要だろう？」

　冬夜がペットボトルを差し出す。七海が受け取るのを躊ちゆう躇ちよしていると苦く笑しようされた。

「ずいぶんと警戒されたものだね」

「いただきます」

　あまり拒きよ否ひするのも悪いと思い、七海は両手で受け取った。

　キャップを捻ひねって口に運ぶと、桃もも風味の炭酸水だった。

「サークル、辞やめるつもりなんだって？」

「はい、せっかく誘さそっていただいたのに、ご迷めい惑わくをおかけしてすみませんでした」

　冬夜にどういう思おも惑わくがあったにせよ、サークルの先輩としては冬夜は優やさしかった。

「俺のせい？」

「そういうわけではないんです。ただ、いまは他のことを考えられなくて」

　両手で包んだペットボトルの中で泡あわが弾はじける。

「サークルには出なくてもいいから弓は続けなよ。あの人のところにいるなら、やっていた方がいい」

　それで、弓をくれると言ったのだろうか？

「なに？　見つめてるとキスするよ？」

　冗じよう談だん交じりに言われて、七海は慌あわてて冬夜から視線をそらす。

「狐賀さんは……よく分からない人です」

「そう？」

　冬夜がおかしそうに笑う。

　千歳も冬夜も本心を明かさない。そういうところで、二人は似ているのかもしれない。

「でも、ありがとうございます。弓はお借りします」

　せっかく始めた弓道を、やめてしまうのはやはりもったいない。色々なことが落ち着いたら、始めたいと思っていたところだ。

「うん、それがいい」

　冬夜はうなずいてから、「さてと」と腰を上げる。

「狐賀さん、話があるんじゃ」

「君と仲直りしたかっただけだから」

「それだけですか？」

「そう、それだけ。許してくれる？」

「猫乃木さんにイケズなこと、しないのなら」

　迷ってからそう答えると、冬夜は声を立てて笑い出す。

「笑い事じゃありません！」

「ごめん、ごめん。君がかわいいことを言うから」

　怒おこった顔をしているのに、冬夜は笑い続けながら七海の頭をポンポンと叩たたいた。

「狐賀さん、本当に怒っているんですよ？」

　冬夜がふっと笑い収めて真顔になる。

「約束はできない。あの人の大事なものが欲しくなったから」

（猫乃木さんの大切なものって、なんだろう？）

　ツナ缶かんと魚くらいしか思いつかなくて、七海は首を傾かしげた。それは大切というよりただの好物だ。

「そういうことだから、あの人によろしく伝えておいてよ」

「狐賀さん」

「またね、七海ちゃん」

　笑えみを残し、冬夜は片手を上げて道場を出ていった。
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　猫ねこ缶かんの入ったエコバッグを抱かかえながら歩いていると、後ろからチリンとベルを鳴らされる。

　立ち止まって振ふり向くと、かたわらに自転車が停とまった。

「犬塚さん」

　巡じゆん回かい中の健吾は額にうっすら汗をかき、夏服の半はん袖そでから伸のびた腕うではかなり日に焼けていた。

「いま、帰りか？」

「はい」

　健吾が自転車を降りたので、一いつ緒しよに並んで歩き出す。

「お休みだと聞いて……具合でも悪くしたんじゃないかと心配してました」

「色々と事後処理がな。面めん倒どうなものだ」

　自転車を押しながら、健吾が暑そうに顔をしかめた。

「ご迷惑をおかけしました。私が余計なことをしてしまったから……」

「君のせいではない。それに、おかげで物ものの怪けの怪かいも収まった」

　健吾の話では、物の怪の残ざん骸がい、というより本体である骨は集めて五ご輪りん塔とうの下に納められ、寺の僧そう侶りよによって供く養ようがおこなわれたらしい。

「千歳の様子は？」

　足を止めた健吾が、七海の方に顔を向けてきく。

「はい、変わりありません」

「そうか……大だい丈じよう夫ぶか？」

「怪我の方はだいぶ良くなりました」

　かなり深い傷だったが癒いえるのは早かった。ただ、かなり衰すい弱じやくしていたため、いまだに眠ねむり続けていることが多い。

「いや、君の方だ」

「私は元気だけが取り柄えですから」

「無理をするな。大変なら、また俺の家に移ってもいい」

「ありがとうございます。困ったらそうさせてもらいます」

　普ふ段だんは無愛想な健吾の口もとに微び笑しようが浮うかんだ。

　店の前まで送ってもらい、そこで別れる。

　お茶でも飲んでいってもらえばよかったのだが、交番に戻もどらなければならないらしい。仕事の最中なので無理には引き止めなかった。

　千歳の様子を見にくるからと言っていたので、その時に改めてお礼をすればいいだろう。

　七海は店の表玄げん関かんの鍵かぎを開いて中に入った。

「ただいま、猫乃木さん」







　蚊か取とり線せん香こうの細い煙けむりが、心地ここちよい夜風に流される。

　庭ではいつもと変わらず、猫ねこたちが思い思いの場所で毛け繕づくろいに勤いそしんでいた。

　七海は縁えん側がわに腰かけ、膝の上で丸まった三毛の猫──千歳の背中をゆっくりとなでる。

　千歳が家に戻ってきたのは一昨日おとといのことだ。

　健吾が籠かごに入れて届けにきた。それ以来、ずっとこの姿のままだ。健吾は体力が回復すればそのうちにまた戻るだろうと言っていたが、それがいつのことになるのか。




『人間と物の怪はしょせん、交わることのない別種……』




　戻橋の鬼おにである橋姫が、千歳に向けて言った言葉だ。

　千歳は人ではない。

　現うつし世よではなく、『あちら側』の世界で生きるもの。自分のいる世界と、千歳のいる世界とは、同じ世界にいるようでも別の世界。

　その世界が混ざり合う場所にいるだけで、お互たがいの世界に足を踏ふみ入れることはできない。

　だからいつかは、はなれていくことになる。

　千歳はそのことを分かっていたのだろう。だから、いまだけだと心に区切りをつけていた。分かっていなかったのは自分の方だ。

　七海は千歳を抱だきかかえて、頰ほおをそっと寄せた。

「猫乃木さん、会いたいよ……」







　縁側に横になった七海は、額を掠かすめた手の気配にふっと目を覚ました。

（あれ、うたた寝ねしてた？　お夕飯の準備しないと）

　そばに誰だれか座っていることに気づき、身を起こして顔を上げる。

　そこに座っていたのは浴衣ゆかた姿の千歳だった。

「猫……乃木さん？」

　恐おそる恐る呼びかけてみると、千歳がうちわを扇あおぐ手を止めて振り向いた。

「すみません、起こしてしまいましたね」

　いつもと変わらない声と、いつもと変わらない穏おだやかな微笑み。

「風邪かぜをひいてはいけないと思ったんですけど」

「本当に……猫乃木さん、ですか？」

　七海は千歳の顔をまじまじと見つめて、もう一度尋たずねる。

　千歳は目を丸くしてから笑った。

「そうですよ」

　思わず涙なみだがこぼれると、千歳が慌あわてふためく。

「七海さん？　どうしたんです？」

　……ああ、駄だ目めだ。

　七海は手を伸ばして、千歳の浴衣の袖そでを強く握にぎり締しめた。

「もう、会えないかと……思って……っ！」

　声が震ふるえる。涙でクシャクシャになった顔はきっとみっともなくなっているだろう。

　千歳の手が、七海の頭をそっと抱き寄せる。

「俺は必ず戻ってきます。だから、七海さんも約束してください。必ずこの家に戻ってくると。でないと、俺も不安になるから」

　いつも通り優やさしげな千歳の顔に、困ったような表情が浮かんでいた。

　七海はしゃくりを上げながらうなずいた。

　泣き止やむまでの間、千歳の手はずっと七海の頭をなでていてくれた。







　雪平の鳴き声に我に返って顔を上げた瞬しゆん間かん、千歳と目が合って体温が急きゆう上じよう昇しようする。それに驚おどろいたように心臓の鼓こ動どうが速くなり、慌てて千歳から身をはなした。

　気の迷いで、とんでもなく大だい胆たんなことをしてしまったような気がする。

　千歳がきょとんとした顔をしているので、ますますいたたまれない。

「あ……あの、猫乃木さんも元気になったし、明日あしたは大学もお休みですから、快気祝いをしないと。そうだ、たいを買ってきますから！」

「えっ、たいですか？」

　千歳の瞳ひとみがいつもの三倍増しにキラキラと輝かがやいている。

　雪平も、同じような期待のこもる瞳で見つめていた。

「塩焼きでも、活いけ造りでも、たい茶ちや漬づけでも、猫乃木さんの好きなように料理しますから！」

　七海はなるべく千歳の顔を見ないように努めながら、奮起するように拳こぶしを握る。

（そうだよ。猫乃木さんは病やみ上がりなんだから。元気になるように栄養のあるもの、たくさん食べてもらわないと！）

「それなら……塩焼きをお願いしても？」

　千歳が雪平を抱きかかえながら遠えん慮りよがちに言うので、七海は「はい」と笑えみを浮かべる。

「なんだか、猫乃木さんとご飯を一緒に食べるのが、久しぶりな気がしますね」

　猫の姿の千歳の時にも一緒に食べていたのに。

　千歳が猫ねこ缶かんを食べるのか、ツナマヨご飯を食べるのか迷って、両方並べてみた時もある。

　千歳は迷わずツナマヨご飯を食べていたが。

　そんなことも、いまにして思うとおかしく思えた。

　少し前まで、あんなに不安で不安で仕方がなかったのに。

「この前みたいに」

　千歳が視線をそらしたままポツリと言ったので、七海はその顔を見た。

「え？」

「いえ……もう、名前で呼んでくれないのかと思って」

　千歳は顔をこちらに戻すと、何気ない顔をしてそう言った。

「聞いて……っ!?」

　猫の姿になった千歳を、何度も名前で呼んだような気は確かにする。

　仕方なかったのだ。猫の千歳を『猫乃木さん』と呼んでもそっぽを向かれ、ためしに『チトセ』と呼んでみたら返事をしてくれたから。

　うろたえていると、千歳が口もとを片手で押さえながらクスリと笑う。

　ちゃんと、聞こえていたのだ。ということは、猫になっている時の記き憶おくも意識もしっかりあるのだろう。

　他ほかにも色々ととんでもないことをしでかしているような気がするが、怖こわくて思い返せない。

　七海はうつむいて、スカートをギュッと握り締めた。

「お願いですから、わ、忘れてください」

（ああ、もう……縁えんの下に隠かくれたいよぉ）

　だが、縁の下は猫たちの縄なわ張ばりなので、きっと仲間には入れてもらえないだろう。

「いやですよ」

　顔を上げると、千歳が微笑む。

「忘れません」




　──あなたがくれた、大切な名前だから。
















　延々と続く参道沿いに、露ろ店てんがずらりと並んでいた。

　風車がカラカラとまわり、お面を頭に引っかけた浴衣ゆかた姿の親子や、若い男女が楽しげに通りすぎていく。ガヤガヤと人声はするのに、なにを言っているのかよく分からなかった。

　ヨーヨーを手にしたまま、辺りを何度も見まわす。

　そんな七海を、大人たちは邪じや魔まそうに避よけていくばかりで、誰だれも立ち止まって声をかけてはくれない。

『おばあちゃん、どこにいっちゃったの？　七海はここだよ。ここにいるよ』

　何度も呼びかけながら、祖母の姿をさがした。

　迷子になるから、手をはなさないように言われていたのに。

　いなくなってしまった飼い猫ねこの姿を、見つけたと思ったのだ。

　祖母が連れて帰ってきた、二つの尾おを持つ不思議な三毛の雄おす猫ねこ。

　七海が名前をつけた。いつも一いつ緒しよにいたのに、ある日いなくなってしまって……何度もさがしたのに見つからなかった。

　よく似た猫の姿がふらりと通りすぎたから、思わず祖母の手をはなして後を追った。

　途と中ちゆうでその猫の姿も見失ってしまい、祖母の姿も見当たらない。このまま、一生一人きりでおき去りにされてしまうような気がして、怖くなって泣き出した。

　足もひどく疲つかれていて、その場にしゃがみ込む。

『追ってきては駄だ目めなのに……どうして君は』

　声をかけられて、七海は涙なみだに濡ぬれた顔を上げる。

　目の前に、困ったような顔をした少年が立っていた。

　浴衣姿で下げ駄たを履はいた、七海よりも年上の少年。その瞳ひとみは淡あわい金色で、とても綺き麗れいだった。

　飼っていた猫と同じ瞳の色……。

『だれ？』

　七海は不思議に思いながら尋たずねる。

『こっちだよ。そっちにいくと戻もどれなくなるから』

　少年は七海の手を取ると、人の流れに逆らうようにして歩き出した。

　何度か躓つまずきそうになりながら、後についていく。そのうちに参道の入り口の鳥居が見えてきて、少年が立ち止まった。

　そして、七海に真しん剣けんな顔をして言い聞かせる。

『絶対に振ふり返ってはいけないよ』

　うなずくと、少年がつないでいた手をはなす。

『さようなら……ナナミ』

　どうして、名前を知っていたのだろう？

　少年のどこか寂さびしげな微笑ほほえみに見送られながら、七海は言われた通り、振り返らないように駆かけ出す。

　提ちよう灯ちんの明かりの灯ともる細い道。

　その道を進んでいくと、祖母の姿を見つけた。

『おばあちゃん！』

　祖母はひどくうろたえていて、『ああ、よかった、よかったよ』と言いながら抱だき締しめて頭をなでてくれた。

『あのね、七海よりお兄さんの子がね……』

　振り返るとそこにはもうきた道はなく、少年の姿も見当たらなかった。




　　　　一




「お願い、七海！」

　前期試験がようやく終わった日、同じ学部の友人である都司奈央が両手を合わせて頼たのんできた。

　奈央の所属しているテニスサークルの先せん輩ぱいから、フリーマーケットの手伝いを押しつけられたらしい。毎月一度、神社の参道で開かれていて、たいそう賑にぎやかで盛せい況きようだという話だ。

「都合がつけばでいいんだ。どう？　駄目？　無理？　少しの時間でもかまわないから」

「私でよければ手伝うよ。おもしろそうだし、フリマは好きだから」

「助かる！　七海に断られたら、どうしようかと思ったよ。先輩、売り物も全然決めてなくてさ」

　奈央と七海は荷物をまとめ、バッグを肩かたに引っかけながら一緒に立ち上がった。

「それって、いつあるの？」

「実は明日あしただったりするんだよね。私も試験のことで頭が一いつ杯ぱいでさ。すっかり忘れてて……」

「ええっ!?　それで、準備が間に合う？」

　講義室を出ると、廊ろう下かは学生たちでごった返していた。

「先輩の実家から発はつ掘くつされた旧世代の遺物を出してくれって頼まれてるんだけど、全然売れそうにもないものばかりなんだよ」

　ほとほと困り果てたというような顔をして、奈央がため息を吐つく。中元でもらった未使用のタオルセットや、結けつ婚こん式の引き出物でもらった謎なぞの縄じよう文もん式しき花か瓶びんなどが主な商品らしい。品数はそれほどないようだ。

「それだけじゃ寂さびしい……よね？」

「そう、そうなんだよ。だから、ここで七海先生、君の出番なわけですよ！」

　奈央に肩を叩たたかれて、七海は目を丸くする。

「私？　なにをするの？」

「これだよ、これ！」

　奈央がそう言って見せたのは、バッグにぶら下がっているフェルトのマスコットだ。赤ずきんちゃんをモチーフにしたもので、赤いずきんの女の子が花のバスケットを提さげている。暇ひまつぶしがてらつくったものだが、奈央に好評だったのであげたのだ。

「七海、手芸得意でしょ？　マスコットとか巾きん着ちやくとか、色々手づくりしてるし。余ってて売ってもいいようなものがあったら、提供して欲しいんだ。もちろん、値段は任せるし」

　余っているものは確かにある。つくりすぎて、もらい手をさがしていたくらいだ。

「七海の手製小物があれば華はなやかになるし。私の方は寮りようのみんなに声かけて、古着とか集めてくるから」

「私のつくったものでいいなら、持っていくよ」

「これで売り物はなんとかなりそうだね。値札とかはその場でつくろう」

　話をしながら建物を出る。細かいことは、ランチを食べながら相談することにした。







　夕飯を食べ終わった後、七海と千歳はいつものように縁えん側がわに腰こしかけていた。このところ、二人で夕ゆう涼すずみをするのが日課のようになっている。

　暑さのせいで昼間はぐったりしている猫たちも、夜になって気温が下がると、途と端たんに元気を取り戻してじゃれ合っていた。

　切り分けたスイカを一口食べると、よく冷えていておいしい。

「猫乃木さん、明日はちょっと出かけてこようと思うんです。大学の友達と、フリーマーケットに出店することになって」

「フリーマーケット？」

　千歳がスイカを手に、顔を向けた。

「神社の参道でおこなわれているものみたいです」

「ああ、天てん神じんさんですか」

「天神さん？」

「毎月定期的にやっていますからね。他ほかにもお寺なんかでも骨こつ董とう市をやっていますよ」

　京都では風物詩の一つになっているらしい。そういえば、ガイドブックなどでも紹しよう介かいされていた。

「七海さんもなにか出すんですか？」

「大したものじゃないんですけど。一つでも売れると嬉うれしいです」

　自分のつくったものを誰だれかが買ってくれて、大切にしてくれるなら嬉しい。

　千歳の膝ひざの上で、雪平があくびをもらす。

「たまにはゆっくり息いき抜ぬきして、楽しんできてください。七海さんにはいつも家事をさせてしまっているので」

「すみません、お夕飯までには帰りますからね」

「そんなこと、心配しなくていいですよ。夕飯なら俺がつくりますし」

　千歳は上じよう機き嫌げんにそう言ったが、七海は内心、戦せん々せん恐きよう々きようとする。またいつぞやのように、台所が物ものの怪けまみれになっては大変だ。

「いいえ、やっぱりできるだけ早く帰ります。お昼はおにぎりを用意しておきますから！」

「そんなわけにはいきませんよ。朝だって忙いそがしいでしょう？　ツナマヨご飯ですますような横着はしません」

　むしろ頑がん張ばられる方が心配なのだが、千歳の笑え顔がおを見ていると、ツナマヨご飯ですませてくださいとはとても言えない。

「火事や、怪け我がにはくれぐれも気をつけてくださいね。それと、お味み噌そ汁しるが爆ばく発はつしたりしないように……」

「ええ、分かっています。お味噌汁封ふうじの強力なお札を用意しておきますから」

（大だい丈じよう夫ぶ、なのかなあ……）

　七海はますます心配になった。

「七海さんも学生なのだから、本当はもっと自由に遊んだっていいくらいです。俺や猫ねこの世話をするために、この家にいてもらっているわけじゃないから」

　千歳は神しん妙みような顔をして言ってから、苦く笑しようを浮うかべる。

「なんて言いながら、七海さんに頼たよってばかりだから駄だ目めですね。すっかり慣れてしまって。もう少し自活しないと」

「そんなことありません！」

　思わず声に力が入る。

「好きなんです。だから……あっ」

　顔が徐じよ々じよに赤くなり、七海は身を小さくしてうつむいた。

「か、家事をするのが大好きなんです。だから、気にしないでください。勝手にやっていることですから」

（そうだよ、頼りっぱなしなのは私の方だもの）

　だから、千歳のためにできることはしてあげたいのだ。

「七海さんがいてくれると助かります」

「本当……ですか？」

　七海はソロッと上目づかいに千歳の顔色をうかがう。

「本当ですよ。ああ、だからって無理に頑張らないでくださいね」

「はい！　無理なんて、全然してませんから」

　千歳の微笑ほほえむ顔を見ていると、胸がキューと苦しくなってきてスカートを握にぎり締しめた。

「さて……と、お風ふ呂ろに入ってきます」

　千歳が雪平を抱だいて立ち上がる。

「気をつけてくださいね。おかしな物の怪が潜ひそんでいるかもしれないから」

　顔を上げて慌あわてて言うと、千歳がフフッと笑った。

「大丈夫ですよ。七海さんは心しん配ぱい性しようですね」

　そう言いながら、千歳は居間を通り抜ぬけて出ていった。

　その姿を見送ってから、七海は火ほ照てった頰ほおを右手で冷ますように押さえる。

「困ったな……こんなんじゃ、四年間も持たないよ」

　吹ふき抜けていく生暖かい夜風に身をゆだねながら、七海は雨戸に寄りかかった。
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　参道沿いにテントが設営され、早朝からフリーマーケットの参加者たちや露ろ店てんの店主たちが忙しく準備に追われていた。

「もしかして、それ全部!?」

　奈央が七海の抱かかえている段ボール箱を見て目を丸くする。

「昨日の夜に色々とつくってたら増えちゃって」

　悶もん々もんと考えていたらすっかり眠ねむ気けが覚めてしまい、結局、朝までチマチマと縫ぬい物をしてしまった。少し寝ね不ぶ足そく気味のため目が腫はれている。

「奈央ちゃん？」

　奈央がいきなりギュッと抱きついてきたので、七海は戸と惑まどう。

「夜なべまでしてくれるなんて、あんたいい子だよ。今度絶対、先せん輩ぱいにお金払はらわせて豪ごう勢せいな鳥なべを食べに連れてってあげるからね。腹はら一いつ杯ぱい、肉を食おう！」

「でも、半分は前につくってたもので、あんまりできがよくないものも入ってるの」

　奈央は七海から腕うでを放すと、段ボール箱をゴソゴソと漁あさる。

「全然、大丈夫だって。あ、このキュウリかわいい」

「あ、それ、キュウリの漬つけ物」

　キュウリに目と口と手足がついているマスコットだ。

「分かりにくっ！　でも、そこがいい。これ、私が買うからとっておいて。値段、決めた？　原価計算しないとね」

　靴くつを脱ぬいでブルーシートに上がり、段ボールを下ろす。

　古着などがハンガーに吊つるされ、謎なぞの縄文式花か瓶びんや、タオルセットなども並べられていた。段ボールの看板まで用意されていて、なかなかお店っぽい。

「奈央ちゃんの先輩さんは？」

「逃にげられた。病に冒おかされたとか言ってたけど、絶対に街を徘はい徊かいして男を物色してるんだよ！」

　奈央がキュウリの漬け物マスコットを握り締めながら憤ふん慨がいするので、思わず笑ってしまった。







　十五時をまわり、七海は奈央と交こう替たいで休きゆう憩けいを取ることにした。

　露店でたこ焼きとペットボトルのお茶を買い、ビニール袋ぶくろを提さげながら引き返す。

　その途と中ちゆうで他のお店をのぞいてみると、手づくりアクセサリーや竹細工を売っている店もあれば、高そうな陶とう器きの壺つぼや皿を売っている店もある。

　食器類を並べている店の前を通りすぎた後、少し迷ってから引き返した。

　贈ぞう答とう用の箱に入った箸はしとお茶ちや碗わんのセットが気になったのだ。

　未使用なのか、箸には紙が巻かれた状態で箱も開けた気配がない。

（これ、いいな）

　お茶碗と箸には、赤い鯛たいの模様がついていた。

　家で使っているお茶碗は、旅館で使っているような味気ない柄がらのもので、誰のものと決まっているわけではない。縁ふちが欠けてしまっているものもある。

　しゃがみ込んで思案していると、派手な和柄のシャツを着た店主が、「どうよ？　その夫婦めおと茶碗」と声をかけてきた。

「夫婦茶碗!?」

「まあ、高校生にはちょっと早はええな。親父おやじさんとお袋ふくろさんにどうよ？」

　高校生に見られてしまったことが少しショックで、「大学生です」と小声で訂てい正せいする。

「はあ!?　そりゃまた、ご無礼つかまつりました。じゃあ、あれか。彼氏さんにか？」

「やっぱり、やめておきます。お邪じや魔ましました！」

　七海は立ち上がり、急ぎ足で立ち去る。

　おそろいのお茶碗なんていかにも意味深だ。買うならせめて、別々の柄のものにすべきだろう。

「お嬢じようちゃん、いいのか？　一点物だぞ？　一周まわってきた時にはもうねえぞ？　いまなら千五百円！　お嬢ちゃんのかわいさに免めんじて千円！　こうなったら、税込み八百八十八円。末広がりで縁えん起ぎがいいってもんよ。どうだ!?」

　店主のかけ声に後ろ髪がみを引かれてしまう。

（どうしよう……かな）

　七海は足を止め、迷った末に身をひるがえす。







　お茶碗の箱が入ったエコバッグを、しっかり両りよう腕うでに抱える。

（猫乃木さん、気に入ってくれるかな？）

　独りでに頰が緩ゆるみそうになり、「いけない、こんなこと考えてる場合じゃないのに」と足を急がせた。

　チリンと鈴すずの音が聞こえて振ふり向くと、一匹ぴきの錆さび色いろの猫が人の足もとを器用にすり抜けて歩いていく。

　その猫は立ち止まると、七海を振り返って鳴いた。

　頭を過よぎったのは、同じように人ひと混ごみの中を抜けていく三毛猫の姿だった。

「私、ここに……きたことある？」

　なにかとても、大切なことを忘れている。

　忘れてはいけないことなのに。

　七海はおぼろげな記き憶おくを辿たどるように、ふらりと足を踏ふみ出した。
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「ありがとうございました」

　まさか、先輩の家から発はつ掘くつされた謎の縄文式花瓶を買っていく猛も者さがいるとは。

　奈央は百円玉を手に、啞あ然ぜんとしながらカップルを見送る。

「恐るべし！」

　思わず、菅すが原わらの道みち真ざね様に向かって手を合わせてしまった。

「七海さん、どこでしょうね？」

　話し声が耳に入り、ふと顔を上げる。

「あっ、七海のところの大家さん！」

　一度見たら忘れられないような人目を引く容姿の青年だ。

　奈央が声を上げると、目の前を通りすぎようとした千歳が足を止める。

「あなたは……えっと」

　千歳は、顎あごに指を添そえながら首を傾かしげる。

「都司です。都司奈央」

「ああ、もしかして大学の」

「誰だれだ？」

　千歳の隣となりから、健吾が顔をのぞかせた。

「七海さんのご友人ですよ」

　千歳に紹しよう介かいされ、奈央と健吾はお互たがいに簡単な挨あい拶さつをすませた。

「七海をさがしているんですか？」

「ええ、様子を見に。すぐに退散するつもりだったんですけど」

「休憩にいってますよ。でも、ちょっと遅おそいかな。どうしたんだろ？」

　奈央は携けい帯たいを取り出す。七海が席を立ってから一時間以上は経たつ。店を見てまわっているのかもしれないが、それなら遅くなると連れん絡らくが入るはずだ。

「……七海さん、戻もどってこないんですか？」

「連絡、取ってみますね」

「道が分からなくなったんでしょう。それ、お借りできますか？」

　携帯のアドレス帳から七海の電話番号を呼び出そうとしていた奈央は、顔を上げて千歳を見た。




　錆色の猫ねこを追って脇わき道みちに入ると、細い道がずっと続いていた。その両脇にも露店が並んでいる。

「やっぱり、この道……知ってる」

　祖母ときたお社やしろの祭りで確かに通った。

　浴衣ゆかた姿でお面をつけた人々が、行列をつくり歩いていく。

　誰もが楽しそうに笑っていた。

　七海は人の流れに押されながら進む。

　猫の姿はもう分からなくなっていた。

　春先でもないのに梅は満開だ。その甘い香かおりが、どこからか吹ふく風にのって流れてくる。

　それほど時間は経っていないはずなのに、いつの間にかとっぷりと日が暮れている。

　どれくらい歩き続けていたのだろう。

　七海は立ち止まって振り返る。

　脇道の入り口が分からなくなっていた。

「私……どうやって、ここまできたんだろう？」

　戻り方が分からない。

　急に焦あせりを覚えて引き返そうとしたが、人は次々と押し寄せてきて、七海を前へ前へと押しやる。

「通してください、通して……っ！」

　声を上げるのに、誰もが笑うばかりだ。その表情は一様に能面のようで薄うす気き味みの悪さを覚える。

　人々が誘さそうように伸のばしてきた手は体温を感じられず冷たかった。七海はゾクッとして、思わず強く振り払はらう。

　人ではない……。

　ここは、人の世界ではない。

　迷い込んだのだとようやく気づいて青ざめた。

　焦って人の間を通り抜ぬけようとしたが、肩かたがぶつかって前のめりに倒たおれる。

　咄とつ嗟さに箱の入ったエコバッグを守った。

　たこ焼きのビニール袋ぶくろは落としてしまったが、それにかまっている余よ裕ゆうはなかった。

　なんとか立ち上がると、参道の脇に避よける。

　足を見れば擦すりむいていた。そのズクズクとした痛みに泣きそうになる。

「どう、しよう」

　エコバッグを抱かかえたまま、七海は木の幹にもたれかかるようにして座り込んだ。

　まわりは賑にぎやかなのに、ひどく心細い。

　昔、迷い込んだ時には、どうやって戻ったのだろう？

　思い出そうとするのに、断だん片ぺん的な情景しか出てこない。

　幼い頃ころのことだ。記憶が曖あい昧まいなのも仕方がない。それも今となっては本当にそれが実際にあったことなのか確信が持てなかった。

　不意に、ポケットにいれていた携帯が鳴る。

　取り出してディスプレイを確かめると、奈央の名前が表示されている。

　七海は急いで着信ボタンを押した。

「奈央ちゃん？　ごめんね、遅くなって」

『七海さん？』

　電話越ごしに聞こえた声に、一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくした。

「……猫乃木さん、ですか？」

『七海さん、そこから先にいっては駄だ目めだ。戻れなくなるから』

　この先は、生きている人の世界ではない。

　七海はすがるように携帯を両手で持ち、耳に強く押し当てる。

「猫乃木さん、私、戻れなくて……迷子に……」

『迎むかえにいきますから。そこにいてください』

「あの、猫乃木さん！」

　思わず声を上げる。

「切らないで」

　千歳の声が聞こえなくなることが、つながるものがなくなってしまうことがひどく不安だった。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。俺はいつでもあなたのそばにいるから」

　いつもと変わらない優やさしい声。

　それは電話からではなく……。

　七海はゆっくりと顔を上げる。

　携帯を手にした千歳が、七海を見て微笑ほほえんだ。
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「絶対に振ふり返らないでください」

　手を引かれながら、七海は千歳の背中を見つめた。

　あの時、助けてくれた少年も同じことを言った。




　竹林に囲まれた広い、お屋や敷しき。

　何畳じようもあるような和室に居並んだ、見知らぬ人々の顔。

　帰り道の蟬せみ時雨しぐれと、鮮あざやかな夕空……。

『ああ、そうだ。今日は天神さんのお祭りの日だね』

　手をつないだ祖母の顔を見上げる。

『テンジンサン？』

『せっかくだもの。寄っていこうか』

　祖母の微笑みが、逆光で霞かすんだ。




　カラカラとまわる鮮やかな風車。

　参道に並んだ屋台。

　おじさんが差し出した、カラフルなヨーヨー。

　水すい槽そうで泳いでいる小さな金魚たち。

　子供たちが手にしているフワフワとした綿あめ。

　ひしめき合う人々の、楽しげな笑い声。

　チリンと鳴った鈴すずの音。

　人々の足もとをすり抜けていく二本の尾おを持った三毛の雄おす猫ねこ。

『あっ……チトセ』

　祖母の手をはなし、思わず追いかけた。




（……ああ、そうだったんだ）

　あの時、追いかけたのも、迷い込んだ先で助けてくれたのも千歳だった。

　そのことを、ようやく思い出した。
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　奈央は空き缶かん一いつ杯ぱいに貯たまったお金を見て、信じられないような顔をした。

「うそっ……完売した!?」

　先せん輩ぱいのガラクタまで一つ残らずだ。

　女子学生の一団が健吾と一いつ緒しよに写真を撮とり、キャッキャとはしゃいでいた。その一団が立ち去ると、健吾は辟へき易えきしたようにため息を吐つく。

「犬塚さん、拝ませてください！」

　奈央は正座し、健吾に向かって両手を合わせた。神様、仏様、犬塚健吾様々だ。

「拝まれるようなことはなにもしていないが」

「座っているだけで、ありがたかったんです」

　奈央は「ナムアミダブツー」と、お祈いのりを口にする。

　健吾はひどく微び妙みような顔をしてから辺りを見まわした。

「それにしても、千歳と卯月は遅おそいな」

「まだ、見つからないのかな？」

　もうすでに十七時をすぎ、日が陰かげり始めていた。

　健吾が腰こしを上げる。

「さがしにいくんですか？」

「ああ、千歳がいるから心配ないとは思うが、一応な」

「七海に荷物を渡わたしておいてくれませんか？　完売したし、そろそろ片づけようと思うので」

　奈央は七海のバッグを健吾に渡す。

「悪いな」

　健吾がそう言うので、奈央は明るく笑った。

「こっちこそつき合わせちゃって。そうだ。ついでに七海に伝えておいてください」
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　人々の行き交かう参道の入り口に佇たたずむ七海と千歳を、人々が避けて通りすぎていく。

　振り返っても、先ほどまでの暗い一本道はどこにもなかった。日は傾かたむいているが、空はまだ明るい。

　七海はしっかりつなぎ合わされた千歳と自分の手に気づき、慌あわてふためいて引っ込めた。

「ごめんなさい、私、また猫乃木さんにご迷めい惑わくを！」

　道理でさきほどから通行人が視線を向けていくと思ったのだ。

「よかった……」

　うつむいていた七海は、千歳の言葉に視線を上げる。

「天神さんは迷いやすいから。昨日、気をつけるように言おうと思っていたんですけど」

「それで、心配して？」

　千歳は昨日、フリーマーケットに顔を出すとは言っていなかった。

「七海さんのことだから、うっかり猫ねこでも追いかけて迷い込んでいるんじゃないかと思って」

　フフッと笑われて、七海は恥はずかしくなる。まったく、その通りだったからだ。

「戻もどりましょうか。健吾も待っていますし」

「犬塚さんも一緒だったんですか？」

「非番だというので連れ出したんです。七海さんのお友達も心配してましたよ」

　七海は腕うで時ど計けいを見て、「あっ！」と声を上げた。

　十七時をまわっている。十五時すぎだったはずなのに、いつの間にこんなに時間が経たってしまったのだろう？

（奈央ちゃん、心配してるだろうな）

　急いで戻りかけた時、健吾が軽く手を上げてやってくるのが見えた。

「犬塚さん」

　七海が声をかけると、健吾が手に提さげていた七海のバッグを差し出した。

「君の友人から預かった。完売したから、店じまいだそうだ。片づけはしておくと言っていた」

「完売!?」

　それはすごい。だが、結局ほとんど役に立たなかったような気がして申し訳なくなる。

「私もやっぱり片づけを……」

「せっかくだから、ゆっくり見てまわったらどうだ？　千歳もいることだしな」

　健吾に言われて、七海は千歳と顔を見合わせる。

「そういえば、なにを大事に抱かかえていたんです？」

「あ、これ……猫乃木さんのお茶ちや碗わんで」

　思わず口を滑すべらせると、千歳が目を丸くした。

「俺のお茶碗なんですか？」

　七海は顔を真っ赤にしながら、エコバッグを隠かくすように両腕に抱えた。

「どんなお茶碗なんです？」

　いまさら、「駄だ目めです、見せられません」とは言えない。七海は観念して、エコバッグの中から箱を取り出した。

「気に入らなかったら、使わなくてもいいですからね」

　ソロソロと差し出すと、箱に収まるお茶碗と箸はしに千歳の目が釘くぎづけになった。

「猫乃木さん？」

　反応がないので不安を覚える。

「これ」

　千歳がようやく口を開いた。

「本当に、俺が使ってもいいんですか？」

「お買い得だったんです！　それに、その……ヘアピンをいただいたので、私もなにかお礼がしたくて」

　七海は自分の髪かみに留めているトンボ玉のヘアピンに触ふれた。

　とても気に入っていて、もう手放せないくらいだ。千歳が「お守りです」と言ってくれたから、本当にお守りのように思えて。これがあると、不思議と安心できる。

　だから、千歳にもずっと使ってもらえるものをあげたかった。お守りのような効果はないのかもしれないけれど。

「猫乃木さんが気に入らなければ、別のお茶碗を……」

　千歳の表情を見て、後に続く言葉が出なかった。

「大事にします、これ」

　やっぱり……。

　やっぱり、買ってよかった。

　七海は思わず顔を綻ほころばせる。

　こんなに嬉うれしそうに微笑ほほえむ千歳を見られたから、それだけで十分だ。

「七海さんとおそろいだから、割らないように気をつけないといけませんね」

「おそろいというわけではっ！」

　あたふたしながら答えると、千歳が「違ちがうんですか？」と少し首を傾かしげた。

「いや……ではありませんか？」

「どうしてです？」

（そっか、いままでも同じ柄がらのお茶碗だったから）

　自分ばかり変に意識して、空まわりしている。

「俺は片づけを手伝ってくる」

　健吾が軽く咳せき払ばらいしてそう言った。

「彼女のところに戻るなら、これを返しておいてもらえませんか？　助かりましたと」

　千歳が上着の胸ポケットにしまっていた携けい帯たいを取り出して、健吾に渡す。

「後で車をまわす」

「あっ、犬塚さん」

　呼び止めると、売り場の方へ引き返しながら健吾が軽く手を上げた。

（よかったのかな、片づけ）

　なんだか奈央と健吾に押しつけてしまったようだ。

　それとも、変に気をつかわせてしまっただろうか？

　隣となりに立つ千歳を意識すると、急に緊きん張ちようしてしまいうまく話せなくなる。

　家ではいつも一いつ緒しよにいるのに、おかしなものだ。

「懐なつかしいですね」

　千歳は露ろ店てんを眺ながめながら、目を細めてそう言った。

　その横顔を、七海は密ひそかに見つめる。

　祖母が一匹ぴきの不思議な猫を連れて帰ってきた。

　あの時からずっと……。

「チトセ」

　七海はこっそり名前を呟つぶやいてみる。

「はい？」

　千歳が振ふり向いて返事をしたので、心臓がびっくりしたように跳はねた。

　声に出すつもりはなかったのに。

「あっ、な、なんでも、ありません！」

　真っ赤になった顔を見せられなくてうつむく。

（猫乃木さんは、覚えてるのかな）

「せっかくですから」

　差し出された手を戸と惑まどうように見てから、視線を上げた。

「見ていきませんか？　お祭り」

「は、はい！」

　七海は緊張したように返事をして、千歳の手に自分の指を遠えん慮りよがちに添そえる。

　千歳が微笑んで指を絡からめ、少し力を込めて握にぎった。

　結ばれた手をはなさないように。

　一緒に歩き出す。




　露店の並んだ賑にぎやかな参道。

　べっこうのような鮮あざやかな琥こ珀はく色いろの空。

　ここは迷い道。

　風ふう鈴りんの音と蟬せみの声が誘いざなう、あやかしの世界。
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　大学がお休みの日、いつものように朝ご飯を食べ終えると、家の掃そう除じに取りかかる。居間の茶ちや簞だん笥すの上にハタキをかけていた七海は、ふと、倒たおれている写真立てに気づいて手を伸のばす。

　起こしてみると、随ずい分ぶんと古いものだった。色もぼやけてしまい、破れ目を補修した跡あともある。

　映っているのは、袴はかま姿すがたの女性と、小さな少年。女性の方は椅い子すに座り、きちんと膝ひざの上で手を合わせている。少年の方は半ズボンに白いシャツという恰かつ好こうで、緊きん張ちようしたように女性の隣となりに立っていた。

「これ……おばあちゃんと猫乃木さん？」

　どちらの顔にもおもかげがあった。祖母は二十歳はたちくらいだろう。少年の方は十歳前後だ。

（でも、そんなわけないよね）

　もし、これが千歳なら、千歳の実じつ年ねん齢れいはもうとっくに四十歳を超こえていることになる。もしかして、千歳の父親だろうかと思ったが、少年の面差しは千歳のものだ。

　七海は写真立てのガラスについた埃ほこりを指で拭ぬぐう。それとも、千歳には『人』の年ねん齢れいなど関係ないのだろうか？

　この家で他に写真を見かけたことはない。ここにこうしておかれているということは、とても大切なものなのだろう。そっと戻もどしておこうとした時、フレームが外れてしまう。

　慌あわてて戻そうとすると、写真の裏にもう一枚、写真がしまわれていることに気づいた。なんだろうと思いながら、慎しん重ちように取り出してみる。

「あっ……」

　思わず声が出る。

　後ろから不意に伸びた手が、写真をスッと七海の手の間から抜ぬき取った。

　振ふり向むくと、いつの間にか千歳が立っていた。足音がしなかったので、びっくりしてしまう。

「猫乃木さん、それ」

　尋たずねようとした七海の唇くちびるに、千歳が人差し指をそっと押し当てた。

「駄だ目めですよ。これは俺の宝物ですから」

　千歳は微笑ほほえんでから、写真を戻して縁えん側がわへと向かう。猫ねこたちが餌えさを催さい促そくするようにその足もとへと集まってきた。

　七海は熱を帯びた頰ほおを手で押さえ、茶簞笥の上の写真立てにもう一度目をやる。




　ほら、とるよ。

　七ちゃんもチトセもじっとして──。







　あとがき







　この本をお手にとっていただき、ありがとうございます。

『猫ねこ乃の木ぎさんのあやかし事情』はですね。ニャンコが飼いたいという思いが募つのりに募って、生まれた作品です。ニャンコがそばにいる生活というのは本当に憧あこがれです。

　そんなわけで、この作品の裏タイトルは『七海による猫乃木さんの飼育日記』だったりするとか、しないとか。

　今回は四話収録の短編形式で作らせていただきました。なので、読みやすくはなっていると思います。通勤、通学中やカフェのお供にでもしていただけると光栄です。

　恐おそれ多おおくも京都が舞ぶ台たい、そして初の少女主人公ということで、かなり緊きん張ちようしております。皆みな様さまに少しでも楽しんでいただけたなら幸いですが、いかがだったでしょう。恋れん愛あいがちゃんと恋愛として描えがけているといいのですが。ご感想などいただけると嬉うれしいです。

　余談ではありますが、取材のために京都にお邪じや魔まさせていただきました。京都は何度いっても飽あきない魅み力りよく的なところです。くずきりがとってもとってもおいしかったです。みつ豆もおいしかったです。わらびもちパフェもいただきました。そして、甘い物を食べ過ぎました。

　片泊どまりのお宿の女将おかみさんが出してくれた梅干しを塩抜ぬきして、氷砂糖に漬つけたものも美味でございました。梅干しはごちそうでした。

　誘ゆう惑わくが多くて食べ損そこねてしまったものもあるので、またお邪魔したいと思っております。

　今回のイラストは、あき先生です。本当に素す敵てきなイラストを頂ちよう戴だいいたしました。そして表紙ののれんは編集さんにアイデアをいただきました。七海の抱かかえている招まねき猫ねこの存在感が個人的にとってもツボです。そして、猫乃木さんが担かついでいる雪平のキュートなお尻しりもツボです。

　こうしてできあがってみますと、色々な人の助けを借りて本になっているんだなあと、改めて実感いたします。ご尽じん力りよくいただいた皆様に、感謝、感謝なのです。

　それでは、皆様。また、お会いできることを願って。





望月もらん　　
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デザイン／杉本臣希（AFTERGLOW）










猫ねこ乃の木ぎさんのあやかし事じ情じよう








望もち月づきもらん





[image: ]





平成26年11月1日　発行





(C) Moran Motizuki 2014





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川ビーンズ文庫『猫乃木さんのあやかし事情』

平成26年11月1日初版発行





発行者　堀内大示

発行所　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

03-3238-8745（営業）

編集　角川書店

〒102-8078　東京都千代田区富士見1-8-19

03-3238-8506（編集部）

http://www.kadokawa.co.jp/















item/image/p061.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		第一話　緋衣



		第二話　戻橋



		第三話　狐火



		第四話　天神さん



		余話　　おもかげ



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次

 

		本編













item/image/cover.jpg





item/image/logo-beans.png





item/image/p077.jpg





item/image/p215.jpg





item/image/p019.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/p193.jpg





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/p003.jpg





item/image/p245.jpg
G QPRD





item/image/kugiri.jpg





item/image/p105.jpg





item/image/kuchie-002.jpg
LEYIEL

A&
% =% ZJIO\DE 125
#mE RMIA 215
&#  bhU 245

ﬁ)é?ﬁ‘? 9247






item/image/p125.jpg





item/image/p129.jpg





